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「へぇー、あれが鉱山都市ノーバンかぁ」

　旅路の先に見えたその景色に、サツキが感かん嘆たんの声をあげる。

　着物姿の少女が見渡す先には、青空の下にそびえる岩山と、その中腹から麓ふもとにかけて広がる住居群の姿があった。

　俺たちが今歩いているのは、鉱山都市ノーバンへと続く街道である。

　俺の隣にいるサツキは、そのポニーテイルの黒髪を揺ゆらし、ひょこっと俺の顔をのぞき込んでくる。

「なあウィル、あそこ温泉とかあるかな？」

　そう言ってにひーっと屈くつ託たくなく笑う少女。

　その様子を見て、俺は一つため息をつく。

「サツキ。キミはここに何をしに来たのか分かっているのか？」

「分かってるって。クエストだろ。何だっけ、ロックワーム……だっけ？　でっかいミミズみたいなの。それを退治しに来たんだろ」

「そうだ。観光をしに来たわけではない」

「分かってる、分かってるから、んな固いこと言うなって。な、温泉あったら一緒に入ろうぜ、ウィル♪」

　そう言ってサツキは、俺の右腕に抱きついてきた。

　着物越しの柔らかな感触が伝わってきて、本音のところ、かなり戸惑う。

　だが俺が彼女をどうやって引きはがそうかと困っていると、別の仲間たちからサツキへの突っ込みが飛んだ。

「サツキ。いつから酔っぱらってない時までビッチになったですか？」

　そう言ってサツキにジト目を向けるのは、獣人にして盗賊シーフの少女ミィだ。

　子供のような小柄な体たい軀くに、猫耳族ミヤールを象徴する猫耳と尻尾しつぽ。

　外そと跳はねショートの栗くり色いろの髪や、活発さを表すような袖そでの短いシャツやズボン、それに口元に垣かい間ま見みえる八や重え歯ばなどが、少女の愛くるしさをこれでもかと表現している。

「まったくだわ。あなたの今のそれ、まるで遊女よ。分かっているの？」

　一方、そう言ってサツキに冷たい視線を送るのは、神官ホーリーオーダーの少女シリルだ。

　歳としの頃は俺やサツキと同じ十代中頃。

　セミショートのプラチナブロンドの髪に、知性と真しん摯しさを宿やどした紫むらさき色いろの瞳ひとみ。

　金きん縁ふちの装飾で彩いろどられた純白のローブは、彼女の母性的なシルエットを魅惑的に包み込んでいた。

　だがサツキは、ミィとシリルの冷淡な視線にさらされても、びくともしない。

「『命短し恋せよ乙女おとめ』ってのがあたしの師匠の教えだかんな。そのつもりはねぇけど、冒険者やってたら明日死ぬかもしれないんだ。やりたいことはガンガンやってかないとな」

「……なまじ正論なだけに腹立たしいわね」

　シリルはそう言って苦笑する。

　一方のミィは、そのシリルにちらりと視線を送る。

「ならシリルもあれをやりますか？」

「冗談でしょう？　私には恥も外がい聞ぶんもあるもの。四人だけで旅をしているときならともかく、ほかの冒険者たちの見ているところであれはできないわ」

　ミィの問いかけに、シリルがそう言って肩をすくめた。

　俺、サツキ、ミィ、シリルの四人は、活動拠点である都市アトラティアでクエストを受け、鉱山都市ノーバンへと向けて二日間ほどの旅をしてきたところだ。

　受託したクエストは「ロックワーム退治」。

　ノーバンの坑道に大量発生したロックワームを退治してほしいという内容の、クエストランクＤの合同クエストである。

　ロックワームというのは、サツキの言う通り、巨大なミミズのようなモンスターだ。

　ただしその巨大ミミズは人を丸まる呑のみにできるほどの図ずう体たいを備えており、鋭えい利りな牙きばがずらりと並んだ大口は岩をも溶かす酸を吐き出し、板金鎧プレートアーマーを装備した重戦士をもたやすくむさぼり食ってしまうと言われている。

　なお「合同クエスト」というのは、複数のパーティが同時に受けることができるクエストのことである。

　今回のロックワーム退治のクエストでも、俺たちのパーティのほか、もう一つ別の冒険者パーティがこのクエストを受託していた。

　そして俺たちは、そのもう一つの冒険者パーティと同時に、ノーバンまでの旅路を歩んできたのだ。

　彼らは今、俺たちの少し前方を進みながら、チラチラとこちらの様子をうかがっていた。

　その冒険者パーティは、Ｄランクの中堅冒険者が寄り集まった四人組だ。全員が男で、歳の頃は二十代後半から三十代前半といったところだろう。

「ちっ、Ｅランクのヒヨッコパーティが、ピクニック気分かよ」

「放ほうっておけよ。ああいう勘違いした若いのは、すぐに命を落とすだろうよ。俺たちが何を言っても耳を貸しやしないって」

「でもだとするともったいないぜ。女三人とも、えれぇ別べつ嬪ぴんだ。死なすぐらいならその前に俺たちで食っちまうってのはどうだ？」

「ははっ、いいねぇ。坑道で襲おそうか？　モンスターより怖いものがいるって教えてやろうぜ。あと女の幸せってやつもよ」

「おいおい、聞こえてるぞ。睨にらんでる睨んでる」

「バーカ、聞かせてるんだよ。気の強そうなところがまたたまんねぇよな」

　彼らはそんな与太話をしながら、げらげらと笑い声をあげていた。冒険者によくいるタイプの、あまり品格のない者たちのようだった。

　一方サツキたちのほうも、冒険者などをやっていればああいった手合いには慣れたもののようで、いちいち詰め寄って嚙かみつくようなこともなかった。

　たださすがに不快感はあるようで、こちらもこちらで、シリルを筆頭に相手に聞こえよがしに嫌味を言っていた。

「あんなので先輩面されても、尊敬どころか軽けい蔑べつしかできないわね」

「だよな。ああいう連中のがすぐに死ぬんじゃねぇの？」

「でも、あんなのでもしぶとくＤランクになるまで生き延びているんですから、ゴキブリみたいなものかもしれないです」

　そのミィが言った「ゴキブリ」という表現が言い得て妙に思えて、俺は図はからずも軽く吹き出してしまった。

　冒険者生活を続けて生き延びているだけでも敬意を払うに値するとは思うのだが、一方でその人柄がああだと、妙に合致してしまうように思えたのだ。

　冒険者はＤランクになれば、ひとまずの一人前として扱われる。

　新米冒険者は経験を積み、このＤランクに到達することを一つの目標とする。俺たちのようなＥランクの冒険者は、まだまだ半人前として扱われるのが一般的だ。

　一方で、多くの冒険者はＤランクで冒険者ランクがストップする。長年冒険者を続けた者でも、Ｃランク以上に至るのは全体の二割ほどにすぎないと言われている。

　これは何な故ぜかと言えば、Ｃランクになるためにクリアしなければならないクエストが、多くの冒険者たちにとって危険すぎたり、困難すぎたりするためだ。

　それに挑戦して命を落とす冒険者もいれば、一個下のランクのクエストに安住する者もいるが、挑戦した上で成功し続ける者たちとなると一握りしか残らないというのが現実である。

　そして多くのＤランク冒険者パーティが安住する「一個下のランクのクエスト」というのは、具体的にはランクＤのクエストになる。

　一方でそれは、俺たちのようなＥランクの冒険者パーティが受託可能なクエストでもあるのだ。

　だからＥランク冒険者のパーティとＤランク冒険者のパーティとでは、受けるクエストが競合することが多い。

　今回のクエストは、まさにそうした内容であった。

　さて、それはともあれ。

　事態はどうも、まずい方向へと進み始める。

　ミィの言葉に吹き出した、その俺の反応がトドメになったのか。

　低ランクパーティからの嘲あざけりの声に腹を立てた先輩冒険者たちが、ついに足を止め、きびすを返してこちらへと向かってきたのだ。

　彼らは俺たちの行く手に立ちふさがり、威圧するようにこちらを睨みつけてくる。

「……おいヒヨッコ、ちょっと女にモテるからっていい気になってんじゃねぇぞ」

　戦士フアイターらしき体格のいい男が、のしのしと歩み寄ってきた。

　俺の胸倉を、がしりとつかみ上げる。

　それを見て、俺の腕に張り付いていたサツキの視線が冷気を帯おびた。

　彼女は俺から身を離しつつ、その手を腰の刀へとかける。

「……おい先輩、その汚ねぇ手を離せよ。テメェも戦士だろ。ここでやり合うつもりなら、あたしが相手になるぜ」

　見ればミィとシリルも、先ほどまでよりも鋭く相手を睨みつけていた。二人とも必要があればすぐに戦闘に突入できる体勢である。

　一方で相手方の冒険者たちも、サツキが刀に手を掛けたのを見て色めき立ち、自らも武器を抜く姿勢を見せ始める。

　一触即発の空気。

　だがこんなことで命の取り合いなど、冗談ではない。

「待ってくれ」

　俺は気け色しきばむサツキたちを、そう言って制する。

　それから目の前の、俺の胸倉をつかむ男へと言葉を向けた。

「俺の態度が気に障さわったならすまなかったが、非礼はお互い様だろう。それに冒険者同士での暴ぼう力りよく沙ざ汰たは冒険者モラルに反するし、互いの利益にもならない。そのことは俺たちのようなヒヨッコよりも、あなたたちのほうがよく分かっているはずだ」

「チッ……！」

　男は舌打ちをして、俺の胸倉から手を離した。

　そして苛いら立だちを隠せないという様子で、どすどすと仲間たちのほうへ戻っていった。

　それから先輩冒険者パーティは、最後に俺たちのほうを一いち瞥べつすると、さっさと鉱山都市ノーバンへと向かって行ってしまった。

　俺はそれを確認し、一つ大きく息をつく。

　どうやら前途は多難のようだ。

　冒険者同士で足を引っ張り合うような馬ば鹿かげたことにならなければいいが……。

　なかなかどうして、世の中は思い通りにはいかないものだ。
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　鉱山都市ノーバンは、ドワーフの都とも呼ばれている。

　人口一千人ほどの小都市だが、その都市人口のおよそ六割がドワーフであるという。

　ドワーフはずんぐりむっくりとした姿の種族で、その容姿に似合わぬ器用な手先を活いかした職人としてのイメージが一般的である。

　だが一方で、彼らはその頑健さや単純作業を厭いとわない精神性から、優れた鉱夫であることも知られている。

　このノーバンで暮らしているドワーフも大半は鉱夫であり、街中では土汚れにまみれた姿で台車を押している彼らの姿がよく見られた。

　またノーバンは、都市構造もかなり特殊だ。

　ノーバニア鉱山の中腹から麓にかけて三百ほどの建物が密集、あるいは点在しており、坂道と階段だらけのたくさんの道路がそれらを不規則につないでいるという形である。

　このため街中を移動するには上り下りを繰り返さなければならず、大層しんどいというのが個人的な感想だ。

　だがこの街の主な住人であるドワーフたちは、その頑健さゆえに、こうした街の構造を特に苦ともしていないようであった。

　それに──

「ふぅ……はぁ……き、キミたちも……随分と、余裕のようだな……」

　俺は石段を一段一段踏みしめるように上りながら、前方を進む少女たちへと声をかける。すでにいくつもの階段や坂道を上ってきた俺は、露骨に息が上がり、膝ひざもだいぶ前から笑い始めている有り様だった。

　だが一方で、俺の視線の先には、軽々と階段を上っていくサツキとミィ、それに彼女らほどではないにせよ俺と比べれば幾分か余裕がありそうなシリルの姿があった。

　俺も魔術学院によくいるタイプの研究者肌の導師ウイザードと比べればまだ体力があるほうだと自負しているが、さりとて体を動かすのが専門でないのも事実だ。

　怪物的な身体能力を持つサツキや、彼女ほどではないにせよ命気オーラを使いこなせる上に体重の軽いミィ、最低限にせよ戦士としての訓練を積んでいるシリルと比べると、どうしても身体面の能力では劣ってしまう。

「へぇ、ウィルにも弱点ってあるんだな。なんかちょっと意外」

　十数段先で振り返ったサツキが、こちらを見下ろしながらそう言ってくる。

「あ、当たり前だ……。キミは俺を何だと思っているんだ……」

「えっとぉ……完かん璧ぺき超ちよう人じん？」

「そんなわけがあるか。魔法を使えることを除けば、俺は凡人だぞ……」

「あと頭もいいじゃん。……ってか、その魔法使ってどうにかできねぇの？」

「できる……。それにそうしておくべきだったと後悔もしている。浮遊レビテーシヨンや飛行フライトまで使わずとも、持久力強化エンハンスタフネスぐらいは使っておくべきだった……だがもう眼前に目的地が見えているのに、今から使うのもいかがなものかと思っている……」

　俺が見上げる先、サツキの位置からさらに十数段を上ったところには、目的地であるノーバン市長の屋敷が見えていた。

　もう少しだから大丈夫だろうと高たかをくくってここまで来たが、自分の体力の残量と目的地までの目算が少しズレていたようだ。

「ふぅん。魔法使わないのってさ、魔マ素ナとかいうのがもったいないから？」

「ああ……。しばらくしたら追いつくから、サツキたちは先に行っていてくれ」

「そっか。そしたらさ」

　するとサツキは何を思ったか、トントンと軽い足取りで階段を下りてきた。

　そして俺の隣まで来ると、

「よっ、と」

「なっ……！」

　サツキは疲ひ労ろう困こん憊ぱい状じよう態たいの俺を、お姫様抱っこの要領でひょいと持ち上げてしまった。

　身体能力を強化する命気オーラを自在に使いこなす彼女にとって、それがたやすいことなのは分かるが──

「な、な、何をしているんだキミは……！」

「だって、こうやってあたしが運んでいけば早いじゃん？」

　サツキは俺を抱えたまま、ひょいひょいと余裕の足取りで石段を駆け上がっていく。

　だが俺としては、とてもではないが気が気でない。

「バカなのか!?　キミはバカなのかサツキ!?　ここは街中だぞ！　いや、街中でなければいいというものでもないが……！」

「にひひー。ああ気分いい。あたしウィルにはいつもおんぶに抱っこだからさ、たまにはウィルの役に立ちたいじゃん？」

「役に立っていない！　いいから下ろしてくれ！」

「えー。でももう着いたし」

　サツキはあっという間に階段の最上段まで上り切ってしまった。

　彼女は俺の体を、ゆっくりと地面に下ろす。

　そしてそこに、絶望を誘う声が聞こえてきた。

「……はあ？　……何だそりゃ」

　それは聞き覚えのある男の声だった。

　俺はおそるおそる、声の聞こえた方を見る。

　すると案の定、その市長の屋敷の門の前には、俺たちのほうを唖あ然ぜんとした様子で見ている四人の先輩冒険者の姿があった。

　聞き覚えのある声は、彼らのリーダーらしき戦士フアイターのそれだ。

　彼は俺に向かって、追い打ちの言葉をかけてくる。

「おいヒヨッコ。お前今、その子にお姫様抱っこされてたよな？」

「……否定はできない」

「恥ずかしくないのか？」

「……いや、非常に恥ずかしい」

「なるほど。……お前さんも色々大変なんだな、ヒヨッコ」

　その後、先輩冒険者たちは屋敷の使用人に案内されると、俺のほうへ憐あわれむような視線を送りながら、屋敷の中へと入っていった。

　そしてそこに、ミィとシリルの二人が、階段の下から遅れて到着する。

「サツキ……今のはあんまりです……」

「へ……？　あんまりって、何が？」

「ウィリアム、心中察するわ。ご愁しゆう傷しよう様さま」

　シリルにぽんぽんと肩を叩たたかれ、俺はがくりとうなだれるのだった。
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　鉱山都市ノーバンの、市長の屋敷の前。

　俺、サツキ、ミィ、シリルの四人は、使用人に案内されて屋敷の中へと入っていく。

　俺たちが通されたのは、会議室のような大部屋だった。

　コの字型に配置されたテーブルと椅い子すがあり、俺たちはその片翼の席につくよう指示される。

　俺たちが指示通りに着席をすると、その向かい側には、件くだんの先輩冒険者たちがすでに席について待っていた。

　それからお茶を出されて待つことしばらく。

　同席者たちと会話のひとつもしなければならないかと考え始めた頃に、部屋の入り口の扉が開いた。

「すまん、待たせたの」

　短い言葉とともに部屋に入ってきたのは、小柄でぽっちゃりとしたドワーフ女性だった。

　背丈はミィと同じか、それよりはやや大きいぐらい。

　仕立ての良さが分かる上等の衣服を身に着けた彼女は、とてとてと部屋の中を歩いて、コの字型のテーブルの主人の席へと向かう。

　ドワーフは一般にずんぐりむっくりとした体型だが、髭ひげ面づらでがっちりとした体格の男性ドワーフとは違い、女性のドワーフは人間の子供のような可愛かわいらしい容姿をしていることが多い。

　顔立ちも実年齢と比べて幼く見える傾向にあり、表情の落ち着きである程度の年齢であることは分かるものの、それがなければ子供と勘違いしてしまうほどだ。

　この場に現れた彼女も、ともすれば十代前半の幼い少女にも見える容姿だったが、実際は少なくとも俺たちよりは年上なのだろう。

　それでも二十代後半から三十代が精せい々ぜいだと思うが、正直に言ってドワーフの女性の年齢は見た目ではよく分からない。

　なお、そのドワーフ女性の後ろには、魔術師のローブを纏まとって杖を手にした──つまり俺と同様の格好をした人間の壮年男性がついていた。市長に仕つかえる側近の魔術師メイジといったところだろう。

　ドワーフ女性は、専用に設しつらえられたと思おぼしき高めの椅子に台を使ってよいしょと座ると、俺たちともう一組の冒険者たちを見渡した。

「ノーバンの市長イヴリアだ。よく来てくれた、冒険者の諸君。ロックワーム退治のクエストを引き受けて来てくれたのだと思うが、間違いはないな？」
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　その容姿に見合った可愛らしい、しかし落ち着いた声こわ色いろでの確認の言葉だった。

　それに答えたのは、先輩冒険者のリーダーの野太い声だ。

「ああ。そっちのはＥランクのヒヨッコ冒険者だが、俺たちは経験あるＤランク冒険者だ。ピクニック気分のガキどもとは違う。安心してくれていいぜ。何ならあいつらは見なかったことにして、俺たちに倍額の報ほう酬しゆうを払ってくれてもいい」

「──んだと!?」

　依頼人の前での早速の揶や揄ゆにサツキがいきり立って立ち上がろうとするが、俺は彼女を手で制して、依頼人──ドワーフのイヴリアへと言葉を向ける。

「確かに彼の言う通り、俺たちは冒険者としての経験はまだ浅いが、仕事はしっかりと行う。そこは信頼してほしい。またロックワームに関する十分な知識も持っているし、それに対する十分な対応能力もあると自負している」

　その俺の言葉に、イヴリアは「ほう」とつぶやいて、興味を示すように眉まゆを動かした。

　それから彼女は、Ｄランク冒険者のパーティに向かって質問をする。

「だ、そうだが。そちらはロックワームに関する知識は持っているのかな？」

　そう問われると、リーダーらしき戦士フアイター風の男は慌てた様子になり、「……おい、頼む」と仲間の魔術師メイジ風の男に説明をうながした。

　催さい促そくされた魔術師メイジらしき男は、しどろもどろの様子で答える。

「あっ、と……巨大なミミズみたいなやつで、洞どう窟くつとかに住んでて、結構強くて……あと、確か……何だったかな……」

「なるほど、分かった。──で、そちらは？」

　イヴリアは、今度は俺のほうを見て説明を要求してきた。

　俺はうなずいて、自らの脳内の知識を嚙み砕き、舌へと乗せる。

「ロックワームは鉱山などの岩山を主な棲せい息そく地ちとするモンスターで、その体長は成虫で五メートル程度、あるいはそれ以上にも及およぶ。ミミズは土を食べながら土中を進むが、ロックワームは低速ながら岩場でもそれが可能だ。それは体内に岩をも溶かす強酸を持っているからだが、やつらはその酸を口から吐き出して攻撃に使うこともある。また体表も岩のように硬く、生なま半はん可かな刃物ではまともに傷をつけることすら困難だ。それらの総合的な能力を加味したモンスターランクはＤ、あるいは特に巨大な個体ならそれ以上──」

「分かった。そこまででいい」

　イヴリアはそう言うと、彼女のかたわらに立つ側近へと視線を向けた。

　側近の魔術師メイジはそれに、しっかりとうなずく。

　俺の言ったことが正しいかどうかの確認だろう。

　それからイヴリアは、口元に笑みを浮かべてこう言った。

「実力を取りつくろっているのがどちらなのかは今のやり取りを聞くだけでも察しはつくが、いずれにせよ両者とも仕事はしっかりと行ってほしい。鉱夫たちの話によると、ロックワームはいくつかの坑道で発見されているらしい。つまり現在、このノーバニア鉱山の内部に、複数体が棲息している可能性が高いということだ。討伐数に応じて報酬を支払うのは、クエストの依頼書に提示しておいたとおりだ。冒険者の看板に恥じない働きを期待する。以上」

　イヴリアはそれだけ宣言すると、解散を言い渡し、側近の魔術師メイジを連れて部屋を出ていった。

　次ついで、顔を赤くした先輩冒険者たちが、

「ったく頼りにならねぇな！　依頼人の前で恥かいただろうが！」

「はぁ？　俺のせいか!?　あんなのいきなり聞かれて答えられるかよ！　お前が余計なこと言うから悪いんだろ!?」

　などと互いに罵ののしり合あいながら、逃げるように部屋から出ていった。

　そして残されたのは、俺たち四人。

　俺が立ちあがって早速仕事に取りかかろうとすると、サツキ、ミィ、シリルの三人がそばに寄ってきた。

「さすがウィル！」

「ですです。ウィリアムは頼りになります」

「そうね。連中のあの顔、胸がすいたわ」

　そう誉ほめそやされれば悪い気はしないが、別段俺のあの説明がクエスト達成に貢献するわけでもない。

　強いて言うなら、俺が提示した知識を先輩冒険者たちが活用し、生存に役立ててくれればいいとは思うが……あの様子では難しいか。

　まあお守もりをするような間柄でもないし、彼らも冒険者である以上は、自分たちの生存には自らで責任を持つしかないだろう。

「そんなことより、俺たちも油断をしないことだ。ロックワームは遭そう遇ぐう状じよう況きようによっては相当に危険なモンスターにもなりうる。十分に気を引き締めてかからないと、連中の餌えさになるぞ」

「あいよ。まあ言っても、エルフたちの手助けをしたときのオークほど手て強ごわい相手でもないだろ。大丈夫大丈夫」

　サツキがそう楽観的な見解を示してカラカラと笑うのはいつものことだ。

　しかし彼女のそれを見ると、逆に不安になるのは俺だけだろうか。

　そう思ってシリルとミィを見れば、二人もため息をついていた。

　俺は彼女らと顔を見合わせてくすりと笑う。

「え、な、何だよ……？　三人して何笑ってんだよ」

　その様子を見たサツキ一人が、頭上に疑問符を浮かべていたのだった。





　　　　＊＊＊






　鉱山都市ノーバンは、ノーバニア鉱山の採掘拠点がもとになって発達した都市である。

　そのため街中には、坑道への入り口がいくつもある。

　俺たちが今いるのも、その入り口のうちの一つであった。

「うへぇ……これ下りてかないといけないの……？」

　サツキは坑道の入り口である縦穴をのぞき込み、その姿に慄おののいていた。

　俺もサツキの横についてのぞいてみる。

　人が両手を伸ばしたよりも少し大きいぐらいの直径の穴は、底に向かうにつれ外の光が届かなくなり、少し先は真まっ暗くら闇やみで何も見えないという様相だった。

　その縦穴の上には、小屋の天井のような形状の三角屋根があり、そこに昇降用の滑車とロープが仕掛けられていて、ロープは穴の底へ向かって垂れ下がっていた。

　おそらくこのロープの先は、縦穴の底にある吊つり籠かごにでも繋つながっていて、採掘した鉱石を滑車で吊り上げる仕組みになっているのだろう。

　一方でこの縦穴、人が上り下りするための仕組みはというと、片側の壁面に仕掛けられた梯子はしごだけのようだった。

　慎重に下りれば転落するということはそうそうないのだろうが、これを下りていかなければならないというのは、さすがに多少の恐怖感は煽あおられる。

「……これ、ここで働く鉱夫たちは、毎日のように上り下りしているのよね？　足を滑らせて転落する人とかいないんですか？」

　シリルが俺と同じ感想を抱いたのか、神官衣の胸元を手で握りつつ尋ねる。

　尋ねる相手は、ここまで案内してくれたドワーフの鉱夫だ。

　ドワーフの鉱夫は、その立派な髭ひげをしごきながら答える。

「数年に一度ぐらい、間抜けが落ちることはあるがの。気を付けておればそうそう落ちはせん」

「つまり、数年に一度ぐらいは落ちる人がいるですね」

　そのミィの質問には、ドワーフの鉱夫は「まぁの」と何でもないことのように答えた。

　そしてその上で、

「だが、ロックワームだったか。あの化け物はこの一、二週間の短い間に何人もの仲間を食い殺しておる。この間も、退治に向かったドワーフの自警団のうち一人が不意打ちを受けて殺された。やつらは何としても、この鉱山から駆く逐ちくせねばならん」

　と、その瞳に憎しみの炎を燃やしていた。

「しかしワシらには、あの化け物と戦って倒せるだけの力はない。頼む、同胞の仇かたきを討ってくれ」

　そう言ってドワーフの鉱夫は、俺たちに向けて頭を下げた。

　俺はサツキ、ミィ、シリルと互いに顔を見合わせ、うなずき合う。

「ああ、俺たちに出来る限りの仕事をすることを約束しよう。ところでロックワームはいくつかの坑道で発見されたと聞いているが」

「そうだ。別の坑道には今、あんたらと一緒に来たもう一組の冒険者たちを案内しているはずだ」

　確認のための質問に、予想していたとおりの答えが返ってくる。

　つまりは今、二つの坑道を二組の冒険者パーティで、同時に攻略しようとしている状況なわけだ。

「坑道の化け物が退治されんと、ワシら鉱夫は仕事もできん。市長が全坑道へ一般鉱夫の立ち入りを禁止しておるからの」

「妥当な判断だろうな。この鉱山の複数の坑道でロックワームが発見されているなら、未いまだそれが発見されていない坑道でも安全と考えるのは不適切だ」

「ああ、市長もそう言っておった。だがそれがいつまでも続けばワシらは干上がってしまう。今は幾分かの休業手当を市長が出してくれとるが、それもいつまでもは持たんという話だ。同胞の仇というだけでなく、ワシらの生活もかかっておる。頼むぞ、冒険者たち」

「了解した。最善を尽くそう」

　俺がそう返事をすると、ドワーフの鉱夫は再び俺たちへと頭を下げてから立ち去って行った。案内が終わったことを市長に報告しに行ったのだろう。

「さて──では行くか」

　俺がそう号令すると、サツキ、ミィ、シリルの三人がうなずく。

　そしてミィが、こう提案してくる。

「下りる順番はミィ、サツキ、ウィリアム、シリルの順番でいいですか？」

「ああ、いいんじゃね？　危険察知能力とか戦闘力とか考えたらその順番だろ」

　そう答えるサツキと同意見だったため、俺もうなずいて賛成する。

　だが──

「ちょ、ちょっと待ってくれる？　その……私、ウィリアムより先に下りてもいいかしら……？」

　おずおずとそんなことを言い出したのはシリルだった。

　彼女は神官衣姿をもじもじとさせながら、何やら頰ほおを染め、俺のほうをちらりとのぞき見ては、俺と目が合うと恥ずかしそうに視線を外したりしていた。

「……？　なぜだ、シリル。別にそこの順列は入れ替えても大きな問題はないと思うので構わないが、理由がよく分からない」

「いえ、その……ウィリアムのことを信用していないわけじゃないの。ただ、その……私のほうが、気になっちゃって……それが梯子で足を踏み外す原因にでもなったら最悪だから……」

「何の話だ……？　──っと、ああ、あの件か」

　そこでようやく俺は思い出した。

　あれは確か、このパーティで冒険を始めて、三度目のクエストでのことだ。

　ゴルダート伯はく爵しやくの宮廷魔術師、アリスが行なっていたアンデッド研究──その実験場に俺たちは攻め入った。

　そして、山の中腹にぽつりとあった山小屋の中の縦穴から、地下の実験場へと下りようとしたときのことだ。

　あのときも俺たちは、今言ったような順番で縦穴を下りようとした。

　だがそのときに、俺は後続で下りてくるシリルのローブの内側を、下から見てしまうという愚ぐを犯してしまったのだ。

「……すまない、あのときの失態を忘れていた。被害者は覚えているのに、加害者は忘れてしまうというのは本当なのだな。申し訳ない」

　俺はシリルに頭を下げる。

　だがそうすると、シリルはわたわたと慌てた様子でそれを否定してきた。

「ち、違うの。あれは私が悪かったのだけど、下りる順番は私の気持ちの問題というか……さっきも言ったとおり、私が落ち着かないだけで、ウィリアムは悪くないし、信用しているのよ」

　シリルはなぜか必死に言い訳をしてくる。

　するとそこに、サツキが横から口を挟んできた。

「あー、何の話かと思ったらアレか。シリルが前にウィリアムにパンツ見られたっていう」

「──ちょっと！　パンツとか言わないでくれる!?　せっかくオブラートに包んで話していたのに！」

「え……あ、そう？　でもいいんじゃね？　シリルもウィリアムのこと好きなんだろ。だったらパンツぐらい見られたって」

「いいわけないでしょ！　だったらサツキ、あなた今ここでたくし上げて彼に見せてみなさいよ！　できるの!?」

「あー……そりゃ、確かにねぇな。そっか、よくねぇな。でもそんな怒んなくても」

「……ていうか二人とも、何を大声で話しているですか。ここ一応街中ですよ」

　あきれた様子のミィの突っ込みに、シリルがハッと我に返る。

　きょろきょろと辺りを見渡し、近くに人がいないことを確認してホッと胸をなでおろす。

　そして彼女はこほんと咳せき払ばらいをすると、頰を赤く染めたまま言った。

「……ま、まあ、そういうわけだから、私が先に下りてもいいかしら？」

　だがそこに、再びサツキがニヤニヤ顔で茶々を入れる。

「でもさ、そしたらシリル、逆にウィリアムのパンツ見れるんじゃ──痛いっ！　シリルが殴った!?」

「するわけないでしょうが！　バカなの!?　ねぇサツキあなたバカなの!?　だいたいウィリアムはズボンを履いているんだから、見えるわけないじゃない！」

「な、何だよ、ちょっとした冗談だろ。そんな怒らなくたって……でもそう怒るの見てると、図星なんじゃないかって思っ──痛いっ！　また殴った!?」

「あなたもう口を開かないで！」

「ひ、ひでぇ……」

　……シリルが壊れていた。軽いながらサツキに暴力まで振るっている。

　普段が物静かな彼女だけに、俺にはその姿が少し新鮮なものに思えた。
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　水のない井戸のような縦穴を下りていく。

　設置されている梯子は頑丈で、身軽なミィはもちろんのこと、俺を含めたほかの三人も特に危なげなく下りることができた。

　ちなみに、誰かが万一足を踏み外した場合のために、軟着陸フエザーフオールの呪じゆ文もんを使う心の準備はしておいた。

　これは対象がゆっくりと落下するようになる呪文で、瞬間発動が可能な数少ない呪文の一つである。

　だが幸いにも、誰一人としてこの呪文の世話になることはなく、深さ二十メートルほどあった縦穴の底まで下りることに成功した。

　最後尾の俺が下りていったときには、穴底ではミィ、サツキ、シリルの三人が待ち構えている形だった。

　俺が梯子を下りきる前に、数メートル下からサツキが声をかけてくる。

「ウィル、そこから飛び下りてきていいぜ。あたしが受け止めてあげるから」

「……それに何の意味がある」

「ウィルを抱きかかえられて、あたしが嬉うれしい」

「却下だ」

　俺は普通に梯子を下りた。サツキの言うことは、時折まったく意味が分からない。

　まあ、それはさておき。

　穴底には、サツキたち三人がいるほかに、予想どおりに吊り籠が設置されていた。

　上から垂らされたロープの先に、それがくくられている。

　またその場には、採掘した鉱石を運ぶためのものであろう、手押し式の台車が何台か放置されていた。

　その一方で、縦穴の底からは、横手に向かって洞窟状になった坑道が続いている。

　ミィがランタンの灯あかりで照らした坑道は、ドワーフの鉱夫が活動することを想定しているせいか天井が低く、俺が手を伸ばせば届いてしまうほどの高さだった。軽くジャンプでもしたら、天井に頭をぶつけてしまいそうだ。

「この天井の高さだと、ウィリアムは窮きゆう屈くつそうね」

「あたしも刀振り上げると引っかけちまいそうだ。こういうときミィはいいよな。小っちゃいからさ」

「どうしてサツキはそうナチュラルに喧けん嘩かを売ってくるですか？　短剣ダガーで喉のど掻かき切きってもいいですか？」

「やめてー。最強の剣士になる前に、仲間に殺されるとか切ないわー」

　シリル、サツキ、ミィの三人は、そんな軽口をたたきながら坑道を進んでいく。俺も仲間たちの会話を微笑ほほえましく聞きながら、そのあとへと続いた。

　──さて、「ロックワーム退治」というのが今回のクエストである。

　要求される仕事は、文字通りにロックワームを退治することだ。

　ではこのクエストの肝きもは何かというと、ロックワームというモンスターの特性にどう対応するか、ということになる。

　ロックワームは成体で体長五メートル以上にもなる巨大モンスターであり、さらに岩石のような黒灰色の皮ひ膚ふは岩そのもののように硬いという、攻撃力・防御力ともに非常に強力な怪物である。

　だがその点も侮あなどれないが、真に問題なのはそこよりも、かのモンスターの棲息地とその神しん出しゆつ鬼き没ぼつ性せいにあると言える。

　ロックワームはＤランクのモンスターであり、この点だけを見るならば、例えばＣランク相当の実力を持つサツキならば、単身で挑いどんでも互角以上に戦えることになる。

　だがこれは単純なモンスターの強さのみでランク付けした値であり、このモンスターとどういった条件で戦うかなどの付帯する要素は加味されていない。

　例えばの話、ロックワームが大草原のド真ん中に現れて、何十メートルも先からこちらに向かって突進してくるというのであれば、これはいくらでも対処のしようがあるし、特に問題視するような相手でもないと思える。

　接近してくるところに冷静に火球フアイアボールや雷撃ライトニングボルトなどの攻撃呪文を叩き込みつつ、近接距離まで近付かれたら素直にサツキに対応してもらえばいい。

　だが現実にはここは大草原のド真ん中ではないし、ゆっくり魔法を撃ってくださいとばかりに数十メートル先に現れるケースばかりではないだろう。

　やつらは地中を移動する。今この瞬間にも、大口を開けて俺の足元から現れないとも限らないのだ。

　ただそうは言っても、通常何かしらの物音ぐらいはするだろうし、実際に今この瞬間に足元から現れるとは思っていない。

　それに何より、俺はこの坑道に近付く前の段階で、警戒アラートの呪文を行使していた。

　術者の周囲五十メートルの外周に魔力による感知膜を張るこの呪文は、地中を進むモンスターであろうが構わずに作用する。

　その警戒アラートの呪文には、未いまだそれらしき反応がない。

　したがって、現段階で俺の周囲五十メートルより近くにロックワームがいるとは考えづらい。

　いずれにせよ、警戒アラートの呪文の効果を受けていれば、ロックワームが持つ脅威度の大部分を潰つぶすことができるだろう。

　俺はそう考えながら、三人の少女のあとについて、やや窮屈な坑道を進んでいった。
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　一方その頃。

　ウィリアムたちとともに鉱山都市ノーバンを訪れたもう一組の冒険者たちは、かの少年少女たちとは別の坑道へと下り、探索を開始していた。

「くっそ、天井低いのウゼェな。窮屈だったらありゃしねぇ」

　そう言って坑道を先頭で歩いているのは、一行のリーダーである戦士フアイターの男だ。彼はメンバーの中でもとりわけ体格がいいため、特に狭さが気になるようだった。

　そこに、彼の後ろを歩いていた盗賊シーフ風の猫背の男が、嗜たしなめるように声をかける。

「愚ぐ痴ちるなよ。本来ドワーフ用なんだから仕方ねぇだろ」

「人間様にモンスター退治させんだから、ちゃんと人間用に整備しとけってんだよ。ったく使えねぇドワーフどもだな」

「無茶苦茶言ってんなよ……。あとそれ、依頼人とかの前では絶対言うなよ」

「ちっ。分かってらぁそんなこと」

　そう言って、どすどすと不機嫌そうに歩みを進める戦士フアイターの男。

　その後ろを、残る三人の男──盗賊シーフ、魔術師メイジ、神官ホーリーオーダーがため息をつきながら続く。

　だが戦士フアイターの苛立ちは、なおも収まらない。

　彼は後ろをついてくる仲間たちに、檄げきを飛ばす名目でその苛立ちをぶつける。

「にしても分かってんだろうなお前ら。俺たちゃ依頼人から、あのピクニック気分の優やさ男おとこよりも下だと思われてんだぞ。あんな女三人もはべらせたへらへらした奴に負けでもしてみろ。俺たちのプライドはガタガタだぞ」

「まあなぁ……でもあいつ、そんなにへらへらはしてなかったような。それにいかにもデキる男って感じだったぜ。静かな自信に満ちあふれてるっつーか……俺たちとはそもそも人種が違うんじゃ……」

「るせぇ！　そんなだからバカにされんだよ！　いいか、あいつらはＥランクで、俺たちゃＤランクだぞ。ぜってぇあいつには負けねぇ。いいな！」

「あいよ。でも死なないことのほうが優先だぜ？　プライドで命は買えねぇし、飯も食えねぇ」

「ああーもう、分ーかってるよそんなもん！」

　そんなやり取りをしながら、男たちは坑道を進んでいく。
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　また、さらにその頃。

　別の二人の冒険者が、鉱山都市ノーバンへと到着していた。

　一人は漆しつ黒こくの鎧よろいと黒衣に身を包み、背に大剣グレートソードを負った、体格の良い赤髪の青年。

　もう一人は彼に寄り添う、黒ローブと長い銀髪の若い女性。

　二人の胸元には、それぞれ純銀製の冒険者証が下げられていた。それは彼らがＢランク冒険者である証あかしだ。

　ノーバンの入り口で、黒衣の青年はかたわらの女性に問う。

「いい女三人のパーティが受けた依頼──その目的地がここだってのは間違いないんだな、セシリア？」

　それに対して、黒ローブの女性はつんとした様子で答える。

「ええ、そうです。最初に言ったとおり、男も一人いましたけどね。あと三人とも、その男のお手付きのようにも見えましたけど」

「そんなのは関係ないだろ。お手付きだろうが何だろうが奪って、もう一度食っちまえばいいだけだ。……しかしセシリア、お前ひょっとして怒ってるのか？」

　青年が女性の顔をのぞき込むと、女性はさらにそっぽを向く。

「怒ってはいませんけど、好きな人がほかの女を求めようとしているんですから、嫉しつ妬とと不機嫌ぐらいは許してほしいです」

「くっくっ……お前のそういうところ好きだぜ。──宿に寄るぞ。前菜にお前を食いたくなった」

「前菜呼ばわりですか。まあグレン様のそういうところも含めて好きになった私が悪いんですから、全部捧ささげます。どうぞお召し上がりください」

「お前、本当に最高の女だな」

「それはどうも。すごく嬉しいです」

　二人は人前であるにもかかわらず、その場でおもむろに抱き合ってキスをする。

　それから青年が言ったとおりに、彼らは「宿」へと向かったのだった。
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　冒険者の男たちが、たいまつを片手に天井の低い坑道を進んでいく。

　するとやがて、彼らは行き止まりへとたどり着いた。

「んだよ、行き止まりじゃねぇか！」

　戦士フアイターの男が、苛立たしげに行き止まりの壁を蹴けりつける。

　大男である彼は、天井の低さから身をかがめながら探索をしなければならず、探索を続けるごとにストレスを溜ためていた。

　そしてそれは、彼の様子にあてられた彼の仲間たちも同様だ。

　盗賊シーフの男が、戦士フアイターに向かって舌打ちをする。

「うるせぇな、いちいちわめくな。だいたいな、だから俺はさっき右だっつったんだよ。左に行くって決めたのはてめぇだぞ」

「あぁ？　俺のせいだってのかよ」

「そう言ったつもりだが、違う風に聞こえたか？」

「こんなところで仲間割れすんなよ……」

　そう言って魔術師メイジの男が仲裁に入るが、それも藪やぶ蛇へびだ。

　戦士フアイターの苛立ちの矛先は、その魔術師メイジへと向かう。

「そもそも誰のせいで俺がこんなにイラついてると思ってんだ！　てめぇがクライアントの前で恥かかせるからだろうが！」

「はあ？　言いがかりもほどほどにしろよ。だったらてめぇが答えりゃよかっただろうが」

「何言ってんだ。俺が見たこともねぇモンスターのことなんざ知るわけねぇだろ。そういう知識ってな魔術師メイジの担当に決まってんだろうが。現にあの魔術師メイジっぽい優男は答えられただろ」

「あのなぁ……ありゃ偶然知ってただけだろ。世の中にどれだけの数のモンスターがいると思ってんだよ。その特徴を全部頭に叩き込んでおくなんざ、魔術学院を卒業するぐらいのガリ勉だってできるかどうか怪しいぜ。普通は図書館で調べてから行くんだよ」

「だったら何で調べてこなかったんだよ！」

「はあ!?　だから俺は前々から、図書館使うのに金が必要だって言ってたよな!?　なあ、それ無駄な金だって却下してたの誰だよ!?」

「んぐっ……！　あああもう、うるせぇなあ！」

　返答に窮した戦士フアイターは、再び苛立たしげに壁を蹴りつける。

　すると──

　ゴゴゴゴゴッ……。

　どこかから、地鳴りのような音が聞こえてきた。

　その音を聞いて、言い争いをしていた男たちが怯おびえて寄り集まる。

「お、おい……強く蹴りすぎたんじゃねぇか……？」

「ば、バカ、いくら俺様だって、壁を蹴っただけでこんな風には」

「ってことは……」

　男たちはきょろきょろと坑道内を見回す。

　灰色の岩石でできた洞窟は、前は行き止まり、後ろは彼らが通ってきた道で、それ以外に道らしき道はない。

　来た道を数十メートルほど戻れば分岐路はあるが──

「し、振動、近くねぇか……!?　ど、ど、どこから来るんだよ……!?」

「ば、バカッ、んなもん知るかよ！」

「あ、あああーっ！」

　そのとき魔術師メイジの男が大声を上げた。

　戦士フアイター、盗賊シーフ、神官ホーリーオーダーの三人はびくっと跳ね上がる。

「何だよいきなり大声上げやがって！」

「警戒アラート……！　警戒アラート使っとけばよかった……！」

「な、何だよそれ!?　魔法か？」

「五十メートル以内にモンスターが入ってきたら気付くやつ！」

「はああああっ!?　バカ野郎！　そんなのあるならなんで使っとかなかったんだよ！」

「思いつかなかったんだからしょうがねぇだろ！　だいたいいつもお前ら、攻撃魔法のために魔マ素ナ残しとかないと役立たず扱いするだろうが！」

「んぐぅううううっ……！　ああくそっ、もういい、今からでも使え！」

「今から使っても意味ねぇんだよ！　警戒アラートは範囲内に入ってきたときに反応するだけで、すでに範囲内にいるときに使ったって……！」

「んだよ、よく分かんねぇけどホント使えねぇなお前！」

「なんだとテメェ！」

「バカお前ら喧けん嘩かしてる場合じゃねぇって──」

　今度は逆に盗賊シーフが仲裁に入るが、そのとき──

　──ガゴォンッ！

　行き止まりだったはずの岩壁が突如崩れ落ち、そこに大穴が開いた。

「「「えっ……？」」」

　冒険者たちがおそるおそるそちらを見ていると──

　──にゅっ。

　大穴の向こう側から、人の背丈ほどの直径がある、巨大な動く岩石のような何かが顔を出した。

　目も何もない。

　ただその中央やや下寄りに、岩と岩の隙すき間まのような筋が横一文字に走っていて──

　それが男たちの目の前で、ガパッと上下に開いた。

　ずらりと並んだ鋭い歯。

　唾だ液えきのように垂れる粘液が飛び散れば、洞窟の岩肌がジュウと音を立てて白い煙をあげ、そこに穴が空く。

　それはロックワームというモンスターの頭部が穴から出て来て、その大口を開いた姿だった。

「「「──ぎぃやぁああああああああああっ！」」」

　男たちの悲鳴が、坑道内に鳴り響いた。
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～一方のウィリアムたち～

　ミィとサツキが前衛に立ち、俺とシリルは後衛。

　どうにか二人が並んで戦える道幅の坑道を、俺たちは進んでいく。

　坑道はやや扁へん平ぺいな洞窟構造で、道幅と比べて天井までの高さのほうがだいぶ低い。

　俺の隣を歩くシリルが、ふと俺の頭上へと視線を向けてくる。

「やっぱりウィリアムの背丈だと、ちょっと出っ張っているところがあると頭ぶつけそうね。……大丈夫？」

「ああ、どうにかな。しかし例の先輩冒険者たちのリーダーらしき男、彼は大男だったから、このぐらい天井が低いと相当窮屈だろうな」

「ああ……いたわねそんな人。でもあんな手合い、少し窮屈な思いをするぐらいでいいわ。ざまぁ見ろよ。女を性欲のはけ口ぐらいにしか思っていないんだから……どうして冒険者の男ってあんなのばかりなのかしらね。ウィリアムの爪つめの垢あかでも煎せんじて飲めばいいのに」

　俺が例のＤランク冒険者たちの話を引き合いに出すと、シリルは露ろ骨こつに眉をひそめて悪口を言い始めた。

　彼女にしては口が悪い。彼らに対しては、相当フラストレーションがたまっていたのだろう。

「だが女性というのは案外、気遣いばかりの男よりも豪ごう放ほうな男らしさを好むとも聞くが。そういうものではないのか？」

「んん……？　それは私の好みを聞いているの？」

「いや、どちらかというと一般的な話を聞きたい」

「あ、そう。でも一般的と言われてもね。私には私のことしか分からないし。……でもそうね、ウィリアム、あなたにならもっと豪放に迫って来られてもいいって思えるわ」

　そう言って、横合いから俺を見上げてにっこりと笑いかけてくるシリル。

　俺はその姿に、少しドキッとしてしまう。

　そしてどうしたものか困った俺は、シリルに向かってこんなことを聞いてしまった。

「……あー……ひとつ聞いていいか、シリル？」

「ん、なぁに、ウィリアム？」

「キミのそれは、俺に対する色恋的なアプローチなのか？」

　ストレートに聞いてしまった。迂う遠えんに聞いても仕方がないし、そんな頭が回る状況でもない。

　だがシリルは、その俺の質問にも真っすぐに答えてきた。

「ええ、そうよ。そのぐらいは気付いてくれるのね」

　なおもにこにこと笑顔でそんなことを言ってくる。

　その様子には気け圧おされてしまうのだが……しかしそうなると、もう一つ疑問が出てくる。

「……俺はキミたちに、すでに俺のスタンスについては説明したつもりなのだが。その……キミたちのそのアプローチに対して、俺はどういう反応を期待されているのかがまったく分からん」

　そう。俺はサツキ、ミィ、シリルの三人には、男女の関係になるつもりはないと明言したし、その理由もきちんと説明したつもりだ。

　深い考えがなさそうなサツキはともかくとしても、シリルまでがこのような行動を取ってくるのは理解に苦しむ。

　だが──そうするとシリルは、一度虚きよを衝つかれたという顔になり、次にはくすくすと笑い始めた。

「ふふっ、真ま面じ目めねウィリアムは。あなたのそういうところ好きよ？　……じゃあ、お姉さんが答えを教えてあげます」

　そう言ってシリルは──

　あろうことか、まるでサツキがそうするように、全身で俺の右腕に抱きついてきた。

　神官衣の下の豊満な胸が、布地越しに俺の腕にぎゅっと押し付けられる。

「お、おい、シリル……！」

「ふふっ、どう、ウィリアム？」

「どうと言われても……」

　サツキのものよりも大きい、などと素直な感想を言えるわけもない。ただひたすらに戸惑うことしかできなかった。

　だがそうしていると、シリルはスッと身を引いた。

　よく見ると、耳まで真っ赤になっているようだが……。

　彼女は俺を見上げ、再び口を開く。

「それでいいのよ。あなたがあなたらしい反応を見せてくれれば、私はそれで満足。──つまりね、私はあなたをからかって、あなたの心を弄もてあそびたいの。あなただって私たちの心を弄んでいるんだから、お互い様でしょう？」
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「な……なんだそれは……」

　無茶苦茶な理屈だった。そんな色恋事の仕方は、聞いたことがない。

「ふふっ、私にとっては結構お得なのよ？　いつまでもこうして、恋心とドキドキを楽しめるんだから。振り向いてほしくないって言ったら噓うそになるけれど、これはこれで私は楽しいの。だからあなたはそれでいいわ」

「…………」

　正直、未だ理解に苦しむというのが本音だった。

　だが彼女がそれでいいと言っているのだから、それでいいということにしておいても大きな問題はないのだろうか。

「はあ……シリルまでビッチ化ですか？　ミィはもっと常識人とパーティを組んだつもりだったですけど」

　前を歩いていたミィが、視線だけを後ろに向けつつそう突っ込みを入れてくる。その目はこれ以上ないジト目になっていた。

「そうだよ。あたしのこと遊女とか言っといて、シリルのがずっとヤラシイ感じじゃん。ってかシリルそんなキャラだっけ？　神官ホーリーオーダー──ってか、神様的にはそういうのアリなの？」

　サツキも釈しやく然ぜんとしないという様子で文句を言ってくる。

　だがシリルはと言えば、そんな批判はどこ吹く風だ。

「光と正義の女め神がみアハトナは寛大よ。恋心も、好きな人にアプローチをかけることも悪ではないわ。……でもそうね、そのせいでときどき知性がどこかに吹き飛びそうになることは、教義に反しているといえば反しているかしら。ふふふっ」

「ったく、適当なもんだな神官ホーリーオーダーってのも」

「ですです」

　珍しくミィとサツキが声を合わせて、非難の矛先がシリルに向かうという事態になっていた。俺としては、どこに肩入れしたものか分からず頭をかくばかりだった。

　──が、そのとき。

　俺の脳裏に、一つの反応があった。

「むっ──来たか」

　俺のその一言に、少し前まで談笑をしていた少女たちが、さっと緊張した様子を見せる。

　このあたり、冒険者としてのメリハリはきちんとできている彼女たちだ。

　なお、何が来たかと言えば、それはもちろん──

「来たって、ロックワーム？」

「ああ、おそらくそうだ。かなり大型の生物が、警戒アラートの感知膜を抜けた」

　シリルと俺がそんな言葉を交わす間にも、ミィは身を伏せ、その猫耳を地面に当てていた。

「……かすかに音がするです。だんだん近づいてくるです」

「どっちから来る？」

　刀の柄つかに手を添えたサツキがミィに聞くが、ミィは首を横に振る。

「そこまではミィには分からないです。──ウィリアム、警戒アラートの呪文は、方向は分からないですか？」

「いや、分かる。前方右下方──だがその後の進路までは警戒アラートだけでは分からない。透視シースルーを使う」

　俺はそう宣言して、呪文を詠唱。伝えた通り、透視シースルーの呪文を発動する。

　それから全周囲の壁を視界から除外した。

　透視シースルーの効果範囲は、術者からおよそ三十メートルだ。その俺を中心とした圏内が球状に透過され、俺は地面も何もない場所に立っているかのような不思議な感覚を得る。

　そして、その前方右下。

　岩のような灰色の肌を持った巨大ミミズのような生き物が、ずずずっと透視シースルーの圏内に侵入してきた。

　ただ、ミミズと呼ぶには少々寸詰まり──というより、正面から見たときの直径が大きすぎるのだが。大枠の形状としては、イモ虫のようなもののほうが近いかもしれない。

　その生き物──ロックワームは、口から酸のようなものを吐き出しては目前の岩盤をボロボロにし、それを大口を開けてバリバリと嚙み砕き、呑み込みながら地中を進んでいるようだった。

　その速度は決して速くはなく、人間が歩くスピードと同等か、それより遅いぐらい。

　居場所を捕ほ捉そくしている現在、坑道を走って逃げようと思えば簡単に逃げられる速度だが、当然ながら逃げてしまってはロックワーム退治にならない。

　俺は仲間たちに、自分が得た情報を伝える。

「やはり前方右下だ。まっすぐ近付いてくる」

「こっちに気付いているですか？　ロックワームの知覚器官はどうなっているです？」

「解明されていない。ミミズと同等であれば視覚に頼ったものではないとは思うが……魔法的な知覚能力を持っている可能性も否定できない」

「まあとにかく、まっすぐ向かってくるなら、こっちに気付いてるって思ったほうがいいだろ」

　サツキのその言葉に、俺もうなずく。

「同感だ。──支援魔法をかける。それから少しでも迎撃しやすい場所に陣取ろう」

「「「了解！」」」

　そうして俺たちは、ロックワーム迎撃のための準備を始めた。
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　唐突なロックワームの襲しゆう撃げきに、行き止まりだった壁の前からバタバタと逃げ出した冒険者の男たち。

　その直前まで男たちがいた場所に、ロックワームの大口がばくんっと食らいついた。

　幸いそこにはもはや誰もいなかったが、狙いを外した巨きよ大だい岩いわ蟲むしは、壁に開いた大穴からずりずりと身を這はい出だしてくる。

　一方、その様子を少し離れた場所で見ている男たちは大慌てだ。

「ひ、ひぃいいっ！　あ、あんなのに食われたら即死だろ即死！　あれのどこがＤランクなんだよ！」

「お、落ち着け。動きの速さは大したことない。冷静に見切っていけば大丈夫だ」

「だったらお前、前に出て壁やれよ！　俺こんな狭い場所で全部はよけらんねぇぞ！」

「冗談じゃねぇ！　そんなのちょっと足滑らせたら終わりじゃねぇか！　そ、そうだ、鎖帷子チエインメイル着てるお前なら一撃ぐらい耐えられるだろ。お前が前立てよ。ダメージ受けたら回復すればいい」

「ふざっけんなよお前!?　見ただろあの唾液！　岩が溶けたんだぞ！　鎖帷子チエインメイルだって──ってうぉわっ！」

　少し離れているから攻撃は届かないだろうと高をくくっていた冒険者たちに、ロックワームが大口を開け、そこから酸を吐き出して攻撃してきた。

　戦士フアイターの男がかろうじて飛びのいて回避すると、彼がいた場所の地面にびちゃっと酸がかかり、そこがジュウッという煙と音をたてて抉えぐられていった。

　その際、酸は戦士フアイターの男が着ている鎖帷子チエインメイルにもわずかに引っかかった。

　鎧を編んでいる鉄製の鎖は、やはりシュウシュウと白い煙をあげるが、しかし岩ほどには溶けず、鎖の表面が軽く溶けた程度だった。鎖帷子チエインメイルの下に着た鎧下キルテイングは、すぐさま溶けて穴をあけていたが……。

　それを見た盗賊シーフが、戦士フアイターの背中を押す。

「ほ、ほら、鎖帷子チエインメイルならそう簡単にはやられねぇ！　な、頑張れ！　いつも威張ってんだからよ、こういうときぐらい良いところ見せてくれよ。それにここで逃げたらあのピクニック野郎に負けたことになるぜ？」

「ぐっ……！　──くっそ、分ぁったよ！　でもちゃんと援護しろよ！」

「「「オーケイ！」」」

　後ろでぐっと親指を立てる盗賊シーフ、魔術師メイジ、神官ホーリーオーダーの三人。こういうときだけは息がぴったりだった。

　そんなわけで戦士フアイターが前に立ち、盗賊シーフ、魔術師メイジ、神官ホーリーオーダーの三人が後ろから援護という形で迎撃することにした冒険者たち。

　そんな彼らに向かって、ずりずりと近付いてくるロックワームの巨体。

　その大きさは、もし二体が横に並べば坑道をみっちり埋め尽くしてしまうほどだ。

　そこに──

「うおおおおおっ、魔法の矢マジツクアロー！」

　──バシュッ、バシュン！

　魔術師メイジが放った二条の光の矢が、ロックワームの頭部に炸裂した。

　──ギュオオオオオオオオッ！

　ロックワームが悲鳴を上げる。

「やったか!?」

「んなわけねぇだろ、見ろ！」

　ロックワームは、その表面の岩のような肌が幾分か剝はがれ、下の肉へとダメージが入ったにもかかわらず、ぶるんぶるんと大暴れをしながら冒険者たちのほうへと向かってきた。

「噓だろ、止まらない!?」

「ちくしょう、怒らせただけじゃねぇか！」

　盗賊シーフが悪態をつきながら、腰の短剣ダガーを抜いてロックワームへと投げつける。

　しかしその短剣ダガーは──

「なっ……!?」

　──カキンッ！

　ロックワームの岩のような表皮に弾はじかれて、ダメージを与えることすらできなかった。

「ふざっ……！　硬すぎんだろ！　──おい、何サボってんだ、投石紐スリング！」

「この低い天井では、投石紐スリングは使えませんよ！」

　そんな盗賊シーフと神官ホーリーオーダーのやりとりに、前衛の戦士フアイターが舌打ちをする。

「くそっ、使えねぇ奴らだな！　──うぉらああああああっ！」

　大暴れで突進してくるロックワームに、タイミングを合わせて愛用の戦斧バトルアツクスを叩き込む。

　──ガシュッ！

　戦斧バトルアツクスの刃は、ロックワームの岩肌を打ち砕き、その下の肉へと食い込んだ。

　だが食い込んだのはその先端部だけで、到底致命傷になるようなダメージではない。天井の高さの問題で、真上からの振り下ろしができずに不慣れな横よこ薙なぎの一撃になったため、多少威力が欠けるのはやむを得ないところだ。

「くっそ──ぐぉおおおおおっ！」

　戦斧バトルアツクスの一撃で突進を止められなかった戦士フアイターは、ロックワームの突撃をもろに受けて吹き飛ばされた。

　地面をごろごろと転がり、だがどうにかという様子で、仲間たちの前で立ち上がる。

　神官ホーリーオーダーが慌てて、頭から血を流している戦士フアイターのそばに寄って治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけていく。

「がっ……！　痛ってぇな、くそっ……！」

「ど、どうすんだよあんな化け物！　逃げるか!?」

「ダメージは与えてんだ！　あと何発か叩けばやれる！　やるぞ！」

「お、おう！」

　彼らとて腐ってもＤランクの冒険者たちである。

　少なくとも名目上は格下ランクのクエストに、そう易やす々やすと白旗を上げるわけにはいかないのであった。
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　坑道の少し開けた場所で待ち構えている、俺とサツキ、ミィ、シリルの四人。

　ロックワームが地中から姿を現したのは、その俺たちがいる地点から五メートルほど離れた場所だった。

　──ギュォオオオオオオオッ！

　大口を開き、雄たけびを上げて坑道に現れた岩蟲は、すぐさまその巨体を這わせて突進してくる。

　だがその出現は、透視シースルーの効果で分かり切っていたことだ。

「──雷撃ライトニングボルト！」

　俺は詠唱していた呪文の最後の一節とともに、杖の先を前方へと向け、そこから魔法の稲いな妻ずまを放った。

　轟ごう音おんとともに放出された雷光は、坑道上に現れたばかりのロックワームを一直線に撃ち貫く。

　ロックワームはその体が前後に長い形状だから、直線貫通の雷撃ライトニングボルトの呪文は覿てき面めんの効果を発揮した。全長五メートルほどもある巨大な岩蟲は、その表皮と内部の肉が前から後ろまでぶすぶすと焼け焦げた匂においを発し、さらには帯電してびくびくとのたうつ。

　だが俺も、強大な生命力を持つロックワームをその一撃で倒せるとはさすがに思っていない。

　事実、一時的にのたうって動きを止めていたその巨大モンスターは、またずずっとその身を揺らして前進の気配を見せ始めた。

　それを見て、俺はサツキへと呼びかける。

「サツキ、あとはやれるか？」

「お、おう。……いやでも、アレもうほとんど瀕ひん死しじゃね？」

「そうとも言うが、暴れられると厄介なのも事実だ。弱っているうちにさっさと始末したい」

「な、なるほど、そっか」

　納得してくれたサツキは、軽く地面を蹴って一瞬にしてロックワームへと接敵すると、刀をパパパッと振るって巨大岩蟲の頭部を滅多切りにしていった。

　サツキの刀にはあらかじめ魔力武器エンチヤントウエポンの呪文を付与してある。彼女自身の高い攻撃力とも相まって、岩のように硬いロックワームの表皮をさほど苦もなく斬きり裂さいていた。

　そうしてロックワームは、反撃に転じる間もなく、あっさりとその生命力のすべてを失った。

　苦痛にのたうっていた後部胴体も大人しくなって、坑道の地面に横たわる。

　それを確認して、サツキが刀を収めて戻ってきた。

「えっと……このクエスト、ひょっとしてこれで終わり？」

　サツキは首を傾かしげていた。どうにも納得がいかないという様子だった。

　俺は彼女に状況を説明する。

「確かに一体でも倒せば、クエストの達成に必要な最低限の条件は満たしたことになるな。あとはそれ以上の戦果を求めるかどうかだが」

「ロックワームは複数体いるらしいっていう話だものね」

　シリルによる補足に、俺はうなずく。

「ああ。そして複数体のロックワームを退治すれば、その分だけ追加報酬がもらえる。まだ余力も十分に残っているし、追加報酬にチャレンジしてみてもいいだろう」

「だな。これじゃクエストやった気になりゃしねぇし。ちゃんとひと仕事終えてからじゃねぇと、温泉も気持ちよくないしな」

　サツキはそう言って、まだまだ動き足りないというようにストレッチをしていた。

　ちなみにノーバンに観光客用の温泉施設があることは、サツキの強い要望によりすでに確認済みだった。

　その一方ではミィが、俺のもとに寄りつつこんなことを聞いてくる。

「でもウィリアム、ロックワームは本当に何体もいるですか？　こいつがあっちこっちの坑道に出没していたっていう可能性はないです？」

　このミィの見解はもっともなものだ。

　ロックワームが地中を移動する能力を持っていることを考こう慮りよすれば、今倒したこの個体が、複数の坑道に出没していた可能性もなくはない。

「ああ、ミィの言う可能性は否定できない。が、そうでない可能性もあるし、このノーバンの人々の安全を考えれば、確認のためにももう少し探索してみるべきだろうと思うが、どうだろう？」

　俺が何とはなしにミィの頭をなでながらそう問うと、三人の少女はみな賛成の意を示した。

　ちなみにミィはいつも通り、猫のように気持ちよさそうに俺になでられながらの意思表明だった。

　実は俺は、その段に至って初めて自らの手が彼女をなでていることを意識するのだが……。

　相変わらず恐るべき魅力だ。つい無意識的に頭をなでている。

「ミィ、キミのそれは、猫耳族ミヤールに伝わる何らかの秘術だったりするのか？」

「……？　何の話ですか、ウィリアム？」

「いや……何でもない」

　我ながらバカなことを聞いたと思った。

　そんなのは俺の気の迷いに違いないのに、ミィのせいにしてしまうなどと……。

　俺はそんなことを恥じ入りつつ、再び坑道の探索を開始したのだった。
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　──ズゥンッ！

　サツキの猛攻でロックワームは息絶え、その身を地面に横たえた。

　サツキは刀を腰に収めつつ、大きく息をつきながら俺たちのもとへと戻ってくる。

「ふぅっ……これで三体目か。……なあ、さすがにちょっと数多くねぇ？」

　サツキのその率直な感想は、おそらくは俺たち全員の思いを的確に表現していたのだと思う。ミィとシリルも、その表情に徐々に緊張の色を濃くしているように見えた。

　坑道の探索を続けていた俺たちは、すぐに別の一体のロックワームと出遭い、これを撃退した。

　だがそれからほどなくして、また別の一体と遭遇。それをたった今、サツキが沈めたところだった。

「俺もサツキに同感だ。この短時間にこれだけ遭遇するのは、いくら何でもロックワームの大安売りが過ぎる」

「ねぇウィリアム、ロックワームって普通どのぐらい群ぐん棲せいするものなの？」

　シリルが少し不安そうな顔で質問してくる。

　俺は脳内に収めた知識を検索し、そこから答えを拾ってきた。

「俺が知る限り、ロックワームの群れの形成に関する研究を扱った論文はないが──一般論としては、ロックワームは単体、あるいは多くても二、三体が同一地点に棲息している程度のはずだ。……だが今回、この頻度で遭遇して、これで終わりとも思えん」

「ミィもそう思うです。──一度撤退するですか、ウィリアム？」

　ミィが俺を見上げながら聞いてくる。

　俺はその猫耳族ミヤールの少女の頭に無意識的に手を置こうとして──ギリギリでそのことに気付き、手を引っ込めた。

「……あ、ああ。俺もそれを考えていたところだ。クライアントに報告の必要もあるし、俺の魔マ素ナの残量もそろそろ心こころ許もとない。一度帰還したほうがいいだろうな」

「オッケー。ま、こんぐらい動けばあたしも満足だ。そろそろこの狭いところからも出たいしな」

　そう言って、んっと小さく伸びをするサツキ。

　シリルのほうを見ると、彼女も同意するようにうなずいた。

「よし、では一度街に帰還しよう。……ん、どうしたミィ？」

　俺がきびすを返し、来た道を戻ろうとすると、その横でミィが何やら複雑そうな顔で突っ立っているのが見えた。

　だが彼女はふるふると首を横に振り、

「何でもないです。……ウィリアムはミィのこと、嫌いになったわけじゃないですよね？」

「ん……？　あ、ああ、それはまあ、嫌いではないが」

「そうですか。ならいいです。気にしないでほしいです」

　そう言ってミィは俺の横をとてとてと通り過ぎ、帰り道を先行して歩き始めた。

　俺としてはよく意味が分からなかったのだが、気にするなと言われたので、ひとまずそうしておくことにした。




　──そうして俺たちは、その日の坑道探索を終えた。

　入り口の縦穴に掛けられた梯子を上って外に出ると、外界はまもなく山やま間あいに日が沈む頃合いで、よく晴れた空が紫と朱色にわずかに染まりはじめていた。

「うっしゃー、外ーっ！　──温泉、温泉♪」

　井戸のような縦穴から飛び出したサツキは、小躍りするように街の人通りの多い方へとスキップしていった。

　ミィやシリルは、そのサツキの姿にあきれた様子を見せつつも、彼女のあとをついていく。

　俺もそうした様子を微笑ましい気持ちで眺めながら、久々の外の空気を満喫したのだった。














　鉱山都市ノーバンには、公衆の温泉浴場が存在する。

　だがそこはノーバン市民たちで大変賑にぎわっており、もっと端的に言えば芋洗い状態であり、ゆっくりと入浴を楽しむという雰ふん囲い気きではないようだった。

　一方でノーバンには、公衆浴場以外にも温泉を併設している施設がある。

　それはどこかと言えば、旅人用の高級宿だ。

　俺たちはサツキのたっての希望もあり、たまには多少の贅ぜい沢たくもいいだろうと、「白はく鳥ちようの翼つばさ亭てい」という高級宿に宿泊することに決めた。

　そして宿にチェックインした俺たちは、早々にひと風呂浴びようと浴場へ向かった。

　子供のようにはしゃぐサツキに引っ張られ、ミィやシリルとも一緒に更衣室へ。

　混浴とはいえ、さすがに更衣室は男女別室だ。俺は三人と別れ、男性用の更衣室にて脱衣をする。

「なー、ウィルー！　着替え終わったー？」

　男女の更衣室を隔へだてる仕切りの向こうから、サツキの声が聞こえてくる。

　なお、男性用の更衣室にほかに客はいなかった。

　サツキの様子から察するに、おそらくは女性用もそうなのだろう。

　ちなみに脱衣であるから「着替え」と呼ぶのはやや不適切なのだが、脱衣した裸身の上にバスタオルを巻き付けるのだから、まあ完全に間違っているとも言えない。

　俺はアレンジ型の布形成クロスフォームの呪じゆ文もんで作られたであろう布地を腰に巻き終えると、浴場へと向かう。

「ああ、準備はできた。先に浴場に行っている」

「あ、待って！　あたしも行くから！」

　仕切りの向こうでバタバタと駆ける音が聞こえた。

　本当に子供のようだと苦笑しながら、俺は更衣室から浴場へと出る扉をくぐった。

「わあっ、すっげぇ……！　広い！　外！　雰囲気いい！」

　俺が浴場に出たのとほぼ同時に、少し離れた場所にある女性用更衣室側の扉からサツキが出てきていた。

　彼女はその露天式の浴場を見渡し、大変感動している様子だった。

　確かに浴場は、雰囲気の良い落ち着いた感じの露天風呂だ。岩場に丸型の大きな湯船が拵こしらえられており、周囲には木造の屋根と柵さくが設けられている。

　そろそろ暗くなり始めた夕刻過ぎの時間だが、灯あかりとして設しつらえられたランタンにも風情があった。

　体を洗う場も十人分ほどが用意されていて、それぞれに腰掛け椅い子すや手て桶おけ、石せつ鹼けんなども設置されている。この至れり尽くせり感は、さすがに高級宿といったところか。

　だが、それよりも──

　俺はそうして感動して浴場を見渡す、サツキ自身の姿のほうに見み惚とれていた。

　無邪気な様子で飛び出してきた彼女だが、その体つきまでが子供なわけではない。

　バスタオルを巻かれた姿からでも、その抜群のプロポーションが分かる。

　少女と大人の女性の過渡期にある瑞みず々みずしい肢し体たいは、男ならば誰でも虜とりこになってしまうのではないかと思うほどに魅力的だった。

　また少しドキッとさせられたのは、彼女が普段のポニーテイルではなく、その黒髪をほどいた美しいロングヘアーの姿であったことだ。

　普段から美人だとは思っていたが、こうして普段と違う姿を見せられると、初めて出会う人物のような新鮮さを覚える。

　そんな彼女が俺に気付き、視線を向けてくる。

「おーっ、ウィルの裸！　やっべぇ！　初めて見た！」

　そう言ってサツキは、パタパタと俺のほうに駆けてくる。

　浴場で走ると危ないぞ、などと子供に向けるような注意の言葉が浮かぶが、頭抜けた運動能力を持つサツキに言うことでもないかと思い直す。

　そんな無駄な思考を回している間に、サツキは俺の目の前まで来ていた。

　そしてサツキは──

「ふぅん、やっぱ魔術師メイジだけあって、そんなに筋肉はついてねぇな。ひょろひょろって感じでもねぇけど……普通？」

　そんなことを言いながら、ペタペタと俺の胸や腕などを触ってきた。

「……お、おい、サツキ、何をしている……」

「んあ……？　あ、わりぃ、嫌だった？」

「いや、別に構わんのだが……」

　……妙に気恥ずかしい。

　というか、この娘むすめに恥じらいというものはないのだろうか？

「そんなことよりウィル、早く温泉入ろうぜ！　一緒に！」

　そう言って俺の手を取って湯船のほうへと引っ張っていく。

　いや、その前に掛け湯だろう、などと思っていると──

「……ねぇミィ？　あれってサツキの自然体なのかしら？」

「そうっぽいですね。……あれがナチュラルにできるサツキには、ときどきすごい脅威を感じるです」

　女性用更衣室の入り口を見れば、そこからシリルとミィの二人が姿を現していた。

　だが俺はその姿を見て、唖あ然ぜんとしてしまった。

　何に唖然としたかと言えば、シリル──神官衣を脱いだその金髪美少女のルックスにだ。

　もちろんバスタオルは纏まとっているのだが、そのバスタオルが今にもはちきれるのではないかと錯覚するほど、シリルの体は豊かだった。

　サツキを抜群のプロポーションと評したが、サツキをそう表現してしまった前提で、シリルをどう言い表せばいいのか。

　豊満だとか、母性的だとかいう言葉で片付けていいものなのか。

　普段の神官衣姿でも目を見張るものがあるが、それでも実態よりは大人しく見えていたのだと思い知らされる。

　その一方で、彼女の隣に立つ猫耳族ミヤールの娘はと言えば、こちらは大変に可愛かわいらしい姿だった。

　女性らしさよりも、子供らしいあどけなさが前面に出た魅力とでも言おうか。

　それはまさに、今すぐ彼女の元に行って頭をなでたくなるような愛くるしさだった。

　……と、ついじっくり観察していると、顔を赤くしたシリルから咎とがめの言葉が飛んできた。

「……あ、あの、ウィリアム？　混浴のお風呂に一緒に入るって言っておいて何だけど……あんまりじっくりと見ないでもらってもいいかしら。さすがに、恥ずかしくて……」

　……まったくもって彼女の言うとおりだった。

　俺は不ぶ躾しつけに、何をじろじろと品評しているのか。

「す、すまん……！　あまりにも綺き麗れいなもので、つい魅み入いってしまった」

「うっ……そ、そう。まあ、謝ることはないわ。私も覚悟はしておくべきことだったのだし」

「それにしても、ウィリアムはときどきとてつもない天然ぶりを発揮するから怖いです」

　ミィはそんなことを言いながら、とてとてと歩いて手桶を取りに行き、それから湯船のほうに向かっていって自分の体に掛け湯をする。

　俺を引っ張っていたサツキも、「あ、そっか」と気付いてミィに従った。

　──それにしても、混浴の風呂というのは初めての経験だから、どうにも勝手が分からない。

　普通にしていればいいのだろうとは思うのだが、こう見み目め麗うるわしい少女たちが揃そろい踏ぶみだとどうにも落ち着かないし、裸身に近い姿なものだからどうしても意識をしてしまう。

　それは彼女たちも同じことなのか──と見れば、サツキはまったくの自然体に見えるし、ミィも特にどうこうという意識はないのか淡々としたものだ。

　シリルだけが強く俺を意識している様子で、ときおりチラチラとこちらのことを気にかけているように見えた。

　混浴風呂での一緒の入浴は、サツキのたっての希望でまあいいかと乗ってしまったが、これではとても入浴で疲れを取るという具合にはならなそうだ。

　緊張しっぱなしだし、それ以外の意味でもかなり気を張り続けなければならない。

　混浴文化は、地域や時代によっては性風俗の乱れの温床になっていたとも聞くが、こうして体験してみると納得するほかはない。

　バスタオルを着用しているから問題ない、などと言うのは明らかな戯ざれ言ごとだ。そんなことを言う輩やからには、ここに来て実際に体験してみろと言いたい。問題がないはずがない。

　……などと思っていた俺だったのだが。

「ふぅ～」

「はぁ～、気持ちいいわね」

「ですです。とけてしまいそうです」

「まったくだ」

　やがてみんなで湯船に浸つかってしまえば、意外とこの状況にも馴な染じんでしまった俺がいた。慣れというのは恐ろしいものだ。

　見た感じシリルも緊張がほぐれたようで、気持ちよさそうに湯を堪たん能のうしていた。

　そんな中で、サツキがゆるゆるに溶けた声で言葉をかけてくる。

「な～、ウィル～」

「なんだ、サツキ」

「大好き～」

「ぶっ……！　げほっげほっ……！」

　湯船の中でずっこけて湯を飲んでしまった。

　気が抜けていたところに来たものだから、不意打ちもいいところだ。

「き、キミは、何を……」

「えへへ～、また言っちゃった～」

　横にいる彼女を見ると、その少女の緩ゆるんだ横顔は、まったくの無邪気に見えた。

　……非常に対応に困る。

　シリルのように、割り切って俺をからかってくれている分にはまだいいのだが……。

「まったくウィリアムは罪作りな男です」

「本当ね～」

　ミィとシリルが、のほほんとした様子で同調する。

　裸の付き合いは心の距離を縮めるとも聞くが、なんだか妙な方向に縮まっている気がする。

「……わかった。もう何とでも叩たたいてくれ。全部俺が悪い」

「あははっ。そうね、ウィリアムが全部悪いわ」

「ウィリアムが全部悪いです」

「全部ウィルのせいだー」

　何だか楽しくなってきた。もう全部それでいいんじゃなかろうか。

　俺がそんな風に思考まで溶かし始めた──そのとき。

「お、何だ。随分と別べつ嬪ぴんの先客がいるな」

　男性用更衣室から、一人の男が姿を現したのだった。
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　浴場に現れたその青年は、明らかに武芸者といった体つきをしていた。

　体格が良く、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしていて、背丈は俺よりも幾分か上──おそらくは百八十センチを超えるだろう。

　だが鈍重そうな雰囲気は微み塵じんもなく、その引き締まった肉体は虎とらのような大型の肉食獣を連想させた。

　歳としの頃は俺やサツキたちと同じぐらい──十六、七といったところだろうか。

　燃えるような赤髪と、同色の瞳ひとみが特徴的な、かなり整った顔立ちの青年だった。

　ただ、その青年には一つ大きな問題があった。

　それは、かなり下品な物言いになるのだが──

　ああ、赤毛の人物というのは下の毛もやはり赤なのだな……ということが分かってしまう着衣状態だったということだ。

　その状態の青年は、バスタオルを肩に引っかけ、威い風ふう堂どう々どうとした態度で湯船のほうへと向かってくる。

　するとそれを見たシリルが、不快感をあらわに立ち上がった。

　胸に巻いたバスタオルを手でしっかりと押さえつつ、青年に抗議の言葉を向ける。

「あなたね……タオルも巻かないで混浴風呂に入ってくるなんて非常識よ。入浴マナーを守りなさい」

　またミィも、湯船に浸かったまま興味がなさそうな様子で、シリルに同調する。

「まったくです。自信があるんだか知らないですけど、単純に不快です」

　二人の少女による苦言。

　まったりとした雰ふん囲い気きだった夜の露天浴場の空気が、一人の青年の闖ちん入にゆうにより一気に緊迫していた。

　だが二人の少女から非難された青年は、まったくそれを意に介した様子もなく、なおも湯船のほうへと歩み寄ってくる。

「ほう、非常識ね。だが女、常識なんてものに囚とらわれていたんじゃ人生面白くないぜ。あとそっちの猫、お前が不快かどうかなんて関係ねぇよ。俺は俺のやりたいようにやる」

　そして青年は、掛け湯もなしにざぶんと湯船に浸かった。

　それによって跳ね散った湯水が、俺たち四人に降りかかってくる。

　……良くない手合いだ。

　俺は顔にかかった湯を拭ぬぐいつつ、そう感じる。

　こういった輩には──はなはだ不愉快なことではあるが──なるべく関かかわり合あいにならないのが得策だ。

　こうした手合いを見ると暴力的手段で叩きのめしたくなるのが人の性さがというもので、俺も感情的にはそうなのだが、実際にそれをやってしまえばこちらが無法者だ。

　だが、俺たちのパーティには一人、そうした理性的な判断をしない者がいる。

　彼女は立ち上がり、いきり立ったシリルを抑えて前に出ると、湯の中をざぶざぶと歩いて、対面で湯に浸かっている青年のほうへと向かっていった。

「へぇ、そうかよ……。だったらあたしも──」

　そう言って、腰まで湯に浸かった青年の前に立ち、拳こぶしを握ったサツキは──

「──やりたいようにやらせてもらうぜ！」

　命気オーラを纏まとったその拳を、青年の顔目掛けて振り下ろした。

「──グレン様！」

　女性更衣室の入り口のほうから別の女性の声がしたが、それが制止には間に合わないことは明白で──

　ぶわっと、青年の赤髪が揺れた。

　サツキの拳は、しかしそれでも、青年の顔の前でピタリと止まっていた。

　青年が受け止めたりしたわけではない。

　サツキが元より、寸止めをするつもりでいたのだ。

　一瞬の静寂。

　次に声を発したのは、サツキに殴り掛かられた青年だった。

「くっ……くくくくっ……いい、いいぜお前。なかなか俺好みだ」

　そう言いながら、青年は素早く、殴り掛かったサツキの手首をつかんでいた。

　あのサツキが、それをよけられない。

「くっ……テメェ……！　全部見えてやがったのに、よけようともしなかったな……!?」

「当たり前だ。最初から寸止めするつもりの拳を、どうしてよける必要がある。──自分から俺に食われにきたか、女」

「くっ……ぅあっ……！」

　青年は自らも立ち上がり、サツキの腕をひねり上げた。

　サツキは苦く悶もんの声を上げ、長身の青年の手によって宙ちゆう吊づりにされる。

　そのサツキに、青年のもう一方の手が伸び──

「──やめろ、そこまでだ」

　俺は立ち上がり、青年に向かって警告の声を発していた。

　無法はお互い様と思って経過を見ていたが、度が過ぎるようならば見過ごせない。

　暴力的な手段は避けたいが、より大事なものを守るためなら、ときに社会悪的手段を取ることを厭いとうつもりもない。

　なお魔術師メイジは、杖つえがなくとも一応の魔法の行使は可能だ。魔術師の杖はより強力な呪文を行使するための補助道具に過ぎない。

「あん？　……なんだお前、こいつらの男か？」

　青年の注意が俺のほうへと向き、ひねり上げていたサツキを手離す。

　サツキの体が、ざぶんと湯の中に落ちる。その後浮上して、少女はケホケホとせき込んだ。

　俺はその様子を視界の端に収めつつ、青年に向かって言葉を返す。

「そうだ、と言ったら？」

　俺のその言葉を聞いて、サツキ、ミィ、シリルの三人が俺のほうをまじまじと見てきた。

　売り言葉に買い言葉というだけのものではあるのだが──一方で俺は、確かに彼女らを自分の支配下に置いておきたいと思っている、その醜みにくい自意識をも同時に自覚していた。

　一方で青年は、その赤髪をかき上げ、俺の問いに対してこう返事をしてきた。

「だったら自分の女のしつけはしっかりしておけ」

「……キミはどこまでも、人に対する礼儀がなっていないようだな」

「礼儀なんてもんは俺が生きるのに必要ねぇよ」

「そうか。どうやらキミとは何を話しても無駄のようだ」

「同感だな。──興が冷めた。お前らさっさとどっか行っちまえ」

「ああ。キミの要求に従うのは業ごう腹はらだが、こちらもキミと一緒に湯に浸かりたくなどない。──行こう、みんな」

　俺はこくこくとうなずく三人の少女を連れて、足早に浴場を出ていった。

　その途中、一人の女性が入れ替わりで青年のほうへと向かっていったが、そんなことはどうでもよく、俺は一刻も早くこの不快な場から離れるべきだと感じていた。
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　更衣室で体を拭ふき、着替えて外に出る。

　そこでしばらく待っていると、女性側の更衣室からサツキ、ミィ、シリルの三人が出てきた。

　ほかの二人はそうでもなかったが、サツキはじっとうつむいていて、その表情を俺に見せようとはしなかった。

　またよく見ると、彼女はその手をぎゅっと強く握りしめているようだった。

　彼女が何を考えているのか、俺には分からない。あの赤髪の青年に事実上敗北し、手玉に取られたことが悔しいのだろうとは思うが……。

　こういうときはどうしたらいいのか。何かアプローチをかけるべきなのか、そっとしておくべきなのか。

　そんなことを考えていると──サツキがぽつりと、こんなことをつぶやいた。

「……なぁ、ウィル。あたし……なんでこんなに弱いんだろ……」

　その声は震えていた。

　今にも砕け散ってしまいそうな少女の声。

　以前に王都グレイスバーグの王城で、彼女がアイリーンに敗北したときのことを思い出す。

　だが今回の悩みは、あのときよりも深刻なようだった。

「あの野郎に腕っぷしで負けるだけならまだしもさ……だってあたし……ウィルに泣きついて慰めてもらいたいって……そんなあさましいこと考えてんだぜ……？」

　そう言ってサツキは顔を上げ、その表情を俺に見せた。

　端正な顔立ちはぐしゃぐしゃに歪ゆがみ、瞳にはいっぱいに涙をためていた。

「ホント自分が嫌になる……あたし、あたし……どうしてこんなに弱いんだよ……もうやだよ、こんなあたし……ひぐっ」

　悔しさとやるせなさと、自分の不ふ甲が斐いなさ──

　そして、それを自分の胸のうちにしまっておくことすらできないほどに追い詰められたという少女の姿。

　俺は彼女に手を伸ばしそうになって、躊ちゆう躇ちよする。

　そうすることは果たして正しいのか、彼女のためになるのか。

　ふとシリルとミィを見る。

　するとその二人の少女は、俺の目を見てうなずいた。

「誰だって強くばかりはいられないわよ。あなたがいいなら、やってあげて」

「ですです。それはミィの仕事じゃないです。折角好きな男が目の前にいるです。そっちのほうがいいに決まってます」

　二人の言葉で後押しをされてというのも情けない話だが、俺はそれで決意した。

　俺自身がサツキに以前、泣きたいときには泣くことだ、胸ぐらいは貸す、と言ったことも思い出していた。

　俺は泣きべそをかく着物姿の少女を、そっと抱き寄せる。

　それから彼女の背に腕を回し、その背中をポンポンと叩いた。

　するとサツキは俺にぎゅっと抱きついてきて、そして子供のように大泣きした。

「うわあああああっ！　ウィル、ごめん……！　あたし弱くてごめん！　こんな弱っちいあたし嫌いだ！　でも、でも……うぁああああああん！」

　俺はその少女の体を抱きしめつつ、彼女にかける言葉を探す。

　繊せん細さいな人間感情なんて意識して扱ったことがないから、どう言葉をかけていいものか悩んだが──

「……いや、サツキは頑張っている。自分を否定するべきではない。まずは今の自分を愛してやれ。あと……俺はサツキのことが好きだ」

「……っ！　──ぅっ、うわあああああああっ！　ごめんっ、ごめんっ、ウィルっ！　あたしウィルのこと大好き！　あたしウィルのこと好きでよかった……！」

　そう大声で泣きじゃくりながら、サツキは俺に、さらに強く強く抱きついてきた。

　だが──そこには一つ、問題があった。

　命気オーラを含めて加減がないサツキの全力ハグは、はっきり言って殺人技だったのだ。

　サツキに抱きしめられた俺の背骨が、めきめきと悲鳴を上げはじめる。

「ま、待て、サツキ……ギブ、ギブアップだ……ぐふっ」

「ぐすっ……へっ……？　ああっ、ウィルごめん！　口から泡吹いてるし！　どうしようシリル、ミィ……!?」

　そんなサツキの悲鳴が聞こえてくる中、俺の意識はぷっつりと途切れたのだった。
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　さらりと、誰かに前髪をなでられたような気がした。

「んっ……」

　目を覚ますと、部屋の天井と、俺をのぞき込んでいる金髪の少女の姿が見えた。

　どうやら俺は、ベッドに寝かされているようだった。

「──っ!?　あ……お、おはよう。体調はどうかしら？」

　慌てて退しりぞく神官衣の少女に、俺は声をかける。

「シリルか……ここは……？」

「あなたの部屋よ。サツキの馬鹿力にノックアウトされたあなたを、ここまで運んできたの」

「そうか……」

　俺は頭を振って意識を覚かく醒せいさせ、上半身を起こしてあたりを見渡す。

　そこは確かに、俺の宿泊用にとった宿の部屋の中だった。

　部屋は一人用ながら広々としており、俺が寝ているベッドのほかに、テーブルや椅子、衣装箱などが配置されている。

　部屋の奥の大きな窓には透明のガラスが嵌はめられており、そこから鉱山都市ノーバンの夜景が一望できる構造になっていた。

　贅沢な作りだ。普段使いの安宿の、両手を伸ばせば壁から壁についてしまいそうな狭苦しい部屋とは大違いである。

　今回は特別に高級宿に宿泊したからこんな部屋だが、いずれは日常的にこういった部屋で暮らせるようになりたいものだと思う。

　その部屋にあって、シリルは俺のいるベッドのかたわらに椅子を移動させ、そこに座って俺を看みていてくれたようだ。

　神官ホーリーオーダーは治ち癒ゆ魔ま法ほうを使える関係上、怪け我が人にんや病人を看ることが多く、そのために神殿では一般的な看護の知識や技術も学ぶと聞く。

「シリルは意識を失った俺を看ていてくれたのだな。ありがとう。……サツキとミィは？」

「あ、え……まあ、一応、そうね。……サツキとミィは私たちの部屋にいるわ。サツキはウィリアムのことを看ていたいって言ったんだけど、今のあなたは重たいから私がダメって言ったの。だから怒らないであげて。ちなみにミィはサツキのお目付け役」

「そうか。シリルたちには色々と気を遣わせてしまったな」

「あなたが気にすることじゃないわ。……その代わりに、役得もあったし」

「役得……？」

「う、ううん。何でもないの。気にしないで」

　なぜか頰ほおを朱に染め、慌てた様子で取りつくろうシリル。

　先ほどから妙な仕草が多い気がするが……まあ、気にするほどのものでもないだろう。

「それじゃ、体調に問題がないなら、夕食にしましょう。私もうお腹なかペコペコ」

「ああ。……しかし確か、食事は部屋に運ばれるのではなかったか？　俺を待っている必要もなかったと思うのだが」

　先にフロントで聞いた話だと、夕食は食堂で一斉にとるのではなく、個々の宿泊者の部屋に料理が運ばれる形式だったはずだ。

　また当然ながら、宿泊する部屋は男子と女子で別々にしてある。

　シリルたち三人は女子部屋で、俺は一人でこの部屋で食事をすることになるのだから、待つ必要性は特になかったように思う。

　だが俺のその発言を聞き、シリルはムッとした様子で眉まゆを寄せる。

　それから彼女は腰に両手を当て、子供を叱しかりつけるようにこう言ってきた。

「あなたね、まさか一人で寂しく食事するつもりだったんじゃないでしょうね？　あなたの分の夕食も、私たちの部屋に運ぶように宿の人に言ってあります。私たちの部屋まで一緒に来ること」

「あ、ああ……そうか、分かった」

「ん、よろしい」

　シリルは俺の返事に満足したのか、今度はにっこりと笑顔を向けてきた。美人なので、こうまっすぐに笑顔を向けられると少し心が浮ついてしまう。

　しかし最近のシリルは、ときどき妙に俺の保護者面をすることがある。もし俺に姉がいたら、こんな感じだったのだろうか……。

　そんなことを思いながら、俺はシリルに連れられ自分の部屋を出て、彼女たちの部屋へと向かったのだった。
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　三人の部屋に着くと、そこは俺の部屋よりもさらに大幅に広い立派な部屋だった。

　本来は四人用の部屋なのか、ベッドは四台が置かれている。

　テーブルや椅子も四人用のようで、ちょうど今そこに、宿の従業員が料理を配はい膳ぜんしているところだった。

　料理はかたまり肉のステーキや、彩り豊かな野菜を使ったソテー、ポタージュスープ、焼きたてのパンなどが次々と並べられていく。

　シリルはお腹がペコペコだと言っていたが、俺もそれらの料理を見れば空腹を覚える。

　やがて配膳を終えた宿の従業員は、一礼して部屋を出ていった。

　そうなれば、いよいよ食事の時間である。

　だが、その前に──

「──サツキ」

　俺がそう呼びかけると、向こうのベッドのうちの一つに腰かけこちらに背を向けていた少女が、びくりと震えた。

　だがそれだけで、またそのまま動かなくなる。

　着物姿の少女の背中は、なんだか真っ白に燃え尽きた拳闘士のように見えた。

「サツキ～、ウィリアムが呼んでるですよ～」

　ミィがそう声をかけるも、反応なし。

　獣人の少女はとてとてと歩いて、サツキの前に回って何かを語り掛けるが、それに対してもサツキはふるふると首を横に振るだけだった。

「……ダメです。相変わらず目が死んでるです」

　匙さじを投げたミィが戻ってきて、ぴょこんと自分の席に座った。

　どうやらサツキは重症らしい。

　俺はミィと入れ替わりで、サツキのいるベッドへと向かう。

　そして彼女の前に立つと──何やらとても小さな声で、少女が何かをつぶやくのが聞こえてきた。

　耳を澄すませてみると──

「……ごめんなさいごめんなさいあたし生きててごめんなさいもう無理ごめんなさい死にますごめんなさい……」

　呪文のようなそれは、謝罪の言葉というより、呪じゆ詛そのようだった。

　顔をのぞき込んでみると、カタカタと震える少女の瞳は、何も映していないかのように光を失っていた。

　確かに目が死んでいる。

「サツキ、大丈夫か。別に気にしなくていい。俺はこうして元気だ」

　そう声をかけてみるが、やはり反応がない。

　肩をつかんで揺さぶってみても効果なし。

　……参った。このままでは料理が冷めてしまう。

　一方では、その様子を見たシリルが大きくため息をつく。

「もう、サツキったらしょうがない子ね。──ねぇウィリアム、目覚めのキスでもしてあげたら？」

「……冗談だろう？」

「ふふっ、まあね。だいたい困ったことをしたサツキがいい思いをするっていうのも面白くないし、そうすると……」

　シリルが思案顔になる。

　すると少しして、何かを思いついたというようにポンと手を打った。

「何か妙案を考えついたのか？」

「ええ、少し荒あら療りよう治じになるけれど。ちょっと手を貸してもらえるかしら、ウィリアム？」

「ああ。それは構わんが」

　俺の返事に満足した様子のシリルが、俺のほう──サツキのベッドの脇へと移動してくる。

　……何をする気だろうか。

「ウィリアム、両手の手のひらを広げてみて」

「ん……？　こうか？」

　俺は彼女に言われるままに、両手を開いて見せる。

「そう。そのままにしていてね」

　そしてシリルは何を思ったか──

　俺の背後をとってぴったりと密着すると、その白魚のような手で俺の両手首をつかんできた。

　彼女が体重をかけてくれば、ローブ越しの豊満な胸が俺の背中に押し当てられる。

「シ、シリル……？　何をしている……？」

「いいから。両手はそのままよ」

「お、おう」

　有無を言わせぬ様子に戸惑うしかないが、俺も男子の端くれとして、こんなことをされれば胸が高鳴らないはずもない。

　そして、一方のシリルはというと、俺の手を動かし──

「えいっ♪」

　──ぽふっ。

　彼女はあろうことか、俺の両手をサツキの胸の上に乗せた。

「なっ……!?」

「……ふぇっ？」

　無反応だったサツキが、それに少しだけ反応する。

　それはいいのだが……。

「お、おい、シリル……！」

「んー、もう一押しかしら。じゃあ……」

　シリルは俺の抗議など聞く素振りも見せない。

　それどころか、さらに俺の手の上に自分の手のひらを重ねて、もにゅもにゅとその手を動かしはじめた。

　すなわち──俺の手が、サツキの胸を揉もむように。

「えっ……ふぇええええええっ!?」

　サツキの瞳に光が戻った。

　そしてバッと飛びのくように身を引くと、今にも泣き出しそうな顔で俺のほうを睨にらんでくる。

「な、何してんだよウィル!?　──じゃねぇ、シリルの仕し業わざ!?　何やってんだよ！」

「あら、おはようサツキ。目が覚めたかしら？」

「覚めたよ！　そりゃ覚めるよ！」

「良かった。それじゃあ夕食にしましょう」

　シリルは何事もなかったかのようにそう言うと、俺から離れて、食卓のほうへと移動し着席した。

　俺とサツキは二人、呆ぼう然ぜんとするよりほかない。

「……何をやっているですかシリルは」

　先に食卓についていたミィがシリルにジト目を向けるが、シリルはすまし顔で答える。

「罪ざい悪あく感かんのコントロールよ。罪つみと罰ばつ。罪の意識が強すぎる子には、罰を与えてあげたほうが気が楽になるのよ」

「あれが罰ですか……めちゃくちゃするですね」

「ふふふっ」

　シリルは楽しそうに笑っていた。

　愉ゆ快かい犯はんだな、あれは……。
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　そんなこんながありつつ、サツキも含めて食卓についた俺たち。

　四人で食前の礼をしつつ食事に取り掛かる。

「……いただきます」

　だがサツキの声には、いまだに元気がなかった。

　普段は必要以上にあれこれと喋しやべる彼女だが、今日はご馳ち走そうだというのにどうも元気がなく、暗い雰囲気でちまちまと料理を口に運んでいた。

　そして実は、サツキが喋りはじめないと会話が転がらないのがこのパーティだったりもする。

　こう言うとサツキをバカにしているようだが──あまり深く考えずに軽率に何かを喋る人間というのは、コミュニケーションの場において必要な存在なのだと思う。

　だがその点において当のサツキが機能していない以上、その代替役となる役者が必要だ。

　そういったことは得意ではないが、やむを得ない。

　そう思って、俺が口を開こうとしたとき──

「……なぁ、ウィル」

　サツキが先に喋りかけてきた。

　言葉少なに、彼女らしくなく。

「なんだ、サツキ」

「その……やっぱり、ごめん」

　うつむいたまま、そう言ってくる。

　やはりシリルの「荒療治」も、そう劇的に効いたわけではないらしい。

　シリルとミィも、その様子を見て小さくため息をつく。二人とも何かを言おうとして、それをのみ込んだ様子だった。

　一方の俺も、これ以上サツキに何かをしてやろうという気は起きなかった。

　おそらくサツキ自身も、何について謝っているのかも分からずに、謝罪の言葉を口にしているのだろう。

　──人は何か失敗をしたり、うまくいかないことがあれば、心にダメージを負う。

　それが短時間にいくつも積み重なれば、ダメージは甚大となる。

　例えば──俺にはこんな思い出がある。

　俺は子供の頃、不注意で家の高価な花瓶を割ってしまったことがあった。

　それはあらかじめ親から「高価なものだから気を付けろ」と言われていたもので、取り返しのつかないことをしてしまったと思った。

　俺もさすがに幼少期なので、子供の手の届くところにそんな高価なものを置いておくほうが悪い、などと責せき任にん転てん嫁かをするような小こ賢ざかしい知恵もなく、素直にショックを受けてしまっていた。

　だが、その一部始終を見ていた母親は、俺を叱らなかった。

　俺の前でしゃがんで目線を合わせ、「お父さんが帰ってきたら、ちゃんとごめんなさいするのよ」と言って、それに俺がうなずくと、「うん」と言って笑顔を見せ、頭をなでてくれた。

　それだけならまだ良かったのだ。

　それからすぐ──割ってしまった花か瓶びんの片づけが済すんだ後、父親が帰ってくるよりも前。

　罪悪感に苛さいなまれて茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた俺はさらに、水を入れて飲もうとした陶とう器きのコップをも、取り落として割ってしまったのだ。

　当時の俺はそれでついに頭が真っ白になり、気持ちがぐちゃぐちゃになった。

　結果、俺はわんわんと泣きじゃくり、さすがの母親もどうすることもできなかったようだった。

　それから俺は、帰宅した父親からこっぴどく叱られたが、その説教の内容はよく覚えていない。

　ただ自分を否定され、言葉で心を滅めつ多た打うちにされる時間だけが、何十分も、何時間も続いたように感じていたのを覚えているばかりだ。

　そして説教の時間が終わっても、その日はもう寝るまでずっと、悲しくて辛つらくて苦しくて、この世から消えてなくなってしまいたいという気持ちばかりが胸の内側をぐるぐると巡っていた。

　どうしたらその悲しみや苦しみから逃れられるのか、そればかりをずっと思って、ベッドでうずくまって、泣いて、泣いて。

　でも──

　その気持ちは一晩寝て、翌朝になれば概おおむね消え去っていた。

　そしてそこに至ってようやく、考えの整理もできるようになった。

　俺は前日には言い訳ばかりしていて言えなかった謝罪の言葉を、父親に言った。

　父親──まだ今よりも幾分か若かった頃のジェームズ・グレンフォードは、「よし」と言って俺の頭をなでた。

　あの男は、父親としては必ずしも不出来なばかりではなかったのだと思う。

　いずれにせよ──

　どうしようもなく滅多打ちに傷ついた心というのは、時間によってしか修復できないという側面はあるのだと思う。

　そして、今のサツキはおそらくそういった状態で。

　失敗に失敗を重ねてしまって、どうしたらいいかも分からなくて、ただ悲しくて辛くて苦しい、そんな精神状態で。

　それを即席でどうにかしたいと思うのは、俺のエゴなのであろう。

　だから俺は──

「──サツキ」

　俺が呼ぶと、対面でうつむいて食事をしていたサツキが、ビクッと震えた。

　その目は俺を見ようとしない。何かに怯おびえた小動物のようだった。

　俺は彼女に向けて、特になんてことのない言葉をかける。

「大丈夫だ。明日になったらでいいから、またキミの笑顔を見せてほしい。俺は存外、キミが笑顔でいる姿が好きらしい。あとこのスープ、なかなかいけるぞ」

「えっ……は……？　……う、うん。……あ、ほんとだ、うまい」

　頰を真っ赤に染めて驚いた顔をしたサツキは、それから俺の勧めのままにスープをすすり、少しだけポジティブな感想を述べたのだった。
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「おっはよー、ウィルーっ！　朝だよー！　起きてーっ！　起きないと襲っちゃうぞーっ！」

「むっ……」

　翌朝。大きなガラス窓から、朝日が注ぎ込む早朝。

　布団の上から揺さぶられ、俺は目を覚ました。

　俺は朝にはそれなりに強い方だ。

　すぐに完全な覚醒状態になった俺は、早速彼女に突っ込みを入れる。

「サツキ、なぜキミがここにいる」

　ベッドにあおむけに横たわった俺の視界には、その俺に覆いかぶさるようにして揺さぶる着物姿の少女の姿があった。

　彼女はにへっと笑うと、その場にいたもう一人の少女を示す。

「ミィに鍵開けピツキングしてもらっちゃった☆」

　俺が上半身だけ起こして見ると、獣人の少女がテーブル脇の椅子に座っていた。

「今回だけです。元気になったから今すぐウィリアムに会いたいって。今は脇役に徹してやります。感謝するですよサツキ」

　そう言ったミィは、存在感を主張しないようにか、我関せずといったポーズをとっていた。

　俺は彼女と、そしてサツキの様子を見て苦笑する。

「いや、鍵かぎのかかった部屋に侵入してくるのは、普通に犯罪なのだが……」
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「まあまあ、細かいこと気にすんなよ。ウィルさ、あたしの笑顔が見たいって言ってただろ。ほら、笑顔ー」

　にこーっと、俺に向かって満面のゆるい笑顔を見せてくるサツキ。

　あまりにも露骨過ぎたが、それでも俺は、少し微笑ほほえましい気持ちになった。

「もう大丈夫か、サツキ？」

「ああ。昨日はごめんなウィル。あたしから明るいとこなくしたら、何も残んないっつーのにな」

　そう言ってたははっと笑うサツキ。

　どうやら明るさを振る舞えるぐらいには、メンタルが回復したらしい。

　問題は残っているように見えるが、これは昨日の俺の言い方も悪かったかもしれない。

「いや、そんなことはない。どんな振る舞いをしていてもサツキはサツキだし、否定されるべきものではない。昨日のあれは俺の勝手なわがままだった」

　だがその俺の言葉にも、サツキは首を横に振る。

「ううん。あたし、ウィルに好きになってもらいたいから。これはあたしの希望なんだ」

　そう言ってまた、にっこりと笑顔を見せてきた。

　なるほど、どうやら彼女なりに色々考えたようだ。

「そうか。……シリルは？」

「部屋でまだ寝てる。昨日のお返しに、寝込み襲っちまおうぜウィル」

　ふひひっと笑って、手を多足の虫のようにワキワキとさせるサツキ。

　昨日のお返しというのは、例の「荒療治」のことを言っているのだろう。

　俺は少し頭が痛くなった。

「……シリルもそうなのだが、できればそういうのは俺を巻き込まないでやってほしい。俺の理性も無限ではない」

「えーっ！　ノリわりぃよウィル。一緒に、寝てるシリルをくすぐってやろうぜー！」

「…………」

　……そうか、そうだな。俺は一体何を想像していたのか。

　だが一方で、その様子を見ていたミィが首を横に振り、俺に同情するような視線を向けてきた。

「……ウィリアム、大丈夫です。今のはサツキが悪いです」

「へっ……？　あたしが悪いって、何が？」

「サツキはビッチなのかお子様なのかどっちかにするです」

「えーっ！　何だよそれー！」

　そう不満そうに叫ぶサツキを見て、ミィもまた微笑んでいたのだった。
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　シリルを普通に起こして四人で朝食をとる。

　それから俺たちは宿を出て、クエストの依頼人であるノーバンの女市長、ドワーフのイヴリアの屋敷へと向かった。

　なお昨日の探索を終えた後すぐに、短時間に三体ものロックワームに遭遇した件は報告してある。

　その際には討伐証明を確認してもらった上で、三体討伐分の報酬として金貨百二十枚を受け取っていた。

　ちなみに、昨晩俺たちが宿泊した「白はく鳥ちようの翼つばさ亭てい」の宿泊費は、高級宿だけあって、一泊二食付きで一人あたり金貨五枚とかなりの高額だった。普段の安宿なら二十泊できる宿泊費である。

　さすがに相当な金額だが、昨日の討伐による報酬はそれを支払ったうえでたっぷりとおつりが来るものだ。

　また、すでにクエスト達成条件も満たしている。

　ゆえに俺たちは、これ以上この件には深入りせずに、ここでクエスト終了を決めてアトラティアへと帰還しても良い立場ではあった。

　だが俺たちの報告を受けたイヴリアは、翌日また来てほしいと言った。一晩かけて検討し、対策を考えるとのことだった。

　なお、報告の場に一緒にいた先輩冒険者たちは、ボロボロになりながらもどうにか一体のロックワームを撃退してきたらしい。

　一方で彼らは、三体撃破したという俺たちの報告に全員あんぐりと口を開け、これ以上は自分たちには無理だと翌日の来訪は断った。今頃は都市アトラティアへと向け、帰還の途とについている頃かもしれない。

　そういったわけで、今日の市長宅への訪問は俺たち四人だけ──そう思っていたのだが。

「よう、待ってたぜ」

　市長の屋敷へと続く階段を上った先、屋敷の門の前には、一組の男女がいた。

　一人は体格の良い赤髪の青年で、黒衣と漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包み、背には大剣グレートソードを負っている。もう一人は銀髪ロングヘアーの女性で、黒のローブを身に纏い、手には魔術師の杖を持っていた。

　その二人の──特に赤髪の青年の姿を見て、サツキたち三人がその身に緊張を走らせる。昨晩に宿の浴場で出会った、あの不愉快な青年だった。

「……なぜキミたちがここにいる」

　俺は青年に問いかける。

　青年はその長身から、無造作に俺たちを見下ろしてくる。

「なぜってそりゃあ、俺たちもクエストを受けてこの街まで来たからだろ。何だっけ、虫退治だとか何とか──なぁ、セシリア？」

「恐れながらグレン様、ロックワーム退治です」

「ああそれだ。まあ何でもいいさ」

　かたわらに控えた銀髪の女性から助言を受けつつ、グレンと呼ばれた青年はそう答えてくる。

　よく見ると、青年と女性の首元にはそれぞれ銀の冒険者証が輝いていた。

「う、そ……Ｂランク……!?」

　シリルが驚きと怯えを含んだ声をあげる。

　俺たちが持っている青銅製の冒険者証がＥランクを示すものであるなら、彼らが身につけている銀製の冒険者証はＢランク冒険者の証あかしだ。

　Ｂランクというのは極めて優秀な、超一流の冒険者のみが持つ格付けと言える。

　一人前と見なされる冒険者でもたいていはＤランクか、有能な者たちでもＣランクであることがほとんどだ。

　俺たちが拠点としている都市アトラティアの冒険者ギルドでは、Ｂランクに到達している冒険者は二人のみと聞いていたが──つまり、彼らがその二人ということなのだろう。

　一方で青年は、先のシリルのつぶやきを聞きとがめたようだ。

「Ｂランク？　──ああ、この冒険者証か。だが冒険者ランクなんてのは飾りだろ。だいたいお前ら自身、Ｅランクって柄でもねぇ。そっちの女──確か東方の国の侍サムライっつったか？　あの風呂で見せた力、なかなか大したもんだったと思うぜ」

「チッ……！」

　青年の言葉に、サツキが苛いら立だたしげに舌打ちをする。褒ほめられたというより、バカにされたと感じたのだろう。

　俺はその肩に手を置き、彼女をたしなめる。

「落ち着け、サツキ」

「……ああ、分かってる、分かってるよ……」

　しぼり出すようなサツキの声。彼女は衝動的に刀に手をかけそうになるのを、必死に抑えている様子だった。

　一方の青年は、そんなサツキをあざ笑うかのように、こんなことを言ってくる。

「ハハッ、そんなに睨むなよ女。なにも今すぐお前らを取って食おうってわけじゃねぇ。無理やりってのも悪くねぇが、犯罪者呼ばわりされんのも色々と面倒だ。それにな、俺たちゃこれから仲間同士なんだ。ほどほどに仲良くやろうぜ？」

「……仲間？　どういう意味です？　ミィはお前の仲間になるつもりなんてさらさらないです」

　ミィがそう聞き返すと、青年はくっくっと笑う。

「こりゃあ随ずい分ぶんと嫌われちまったみたいだな。まぁいい、そのほうが面白い。──なぁに安心しろよ猫。仲間ってのは、同じ虫退治をする冒険者同士ってことだ。一緒のパーティで仲良しこよししようってわけじゃねぇ」

「……話はいまいち見えないですけど、それは確かに安心です。お前とパーティを組むとか、ミィはクソ喰くらえです」

　ミィは吐き捨てるように言う。

　だが彼女の言う通り、いまいちはっきりと話が見えない部分がある。

　彼らも昨日の俺たちと同様に、ロックワームを退治して回るということのように聞こえるが──

「まぁこんなところで立ち話してても何だ。お前らもさっさと依頼人から話聞いてこいよ。こっちの話はその後だ」

　そう言って青年は、市長の屋敷の門を示した。

　言われずともそのつもりだった俺たちは、彼ら二人を横目にしつつ、市長の屋敷を訪問した。
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「つまり、この件は当初想定していたよりも、遙はるかに由ゆ々ゆしき事態である可能性が高い──ということでの」

　昨日と同じ応接室。

　ドワーフの市長イヴリアは、少女のような顔立ちにやや憔しよう悴すいの色を見せつつそう言ってきた。昨晩はずっと街のことを考えていて、ろくに眠れなかったのだという。

　彼女がそうなったのは、無論、昨日俺たちが報告したロックワームの件が原因だ。

　彼女の副官が資料をひっくり返したところ、とあるマイナーな引退冒険者が書いた冒ぼう険けん譚たんの記述の一つに、今回のケースと似た事例を発見したのだという。

　俺もその冒険譚は読んだことがなかったから、話を聞いて驚いた。

「その『マザーロックワーム』というモンスター、本当に実在するのでしょうか？」

　シリルがそう聞くと、市長の隣に立っていた副官の魔術師メイジが首を横に振る。

「それは分からない。件くだんの冒険譚を記述した作家の創作である可能性も捨てきれない。だが現にこのノーバンの坑道でイレギュラーと呼べる数のロックワームと遭遇している以上は、実在の可能性を無視するわけにもいかないな」

「そうですよね……」

　シリルが思案顔でうなずく。

　俺も市長の副官の意見には賛成だった。

　副官が探し出してきたその冒険譚には、ロックワームを生み出す母体、マザーロックワームというモンスターの存在が記されていた。

　冒険譚の主人公──すなわち筆者が、仲間たちとともにとある遺跡を探索していると、そこで立て続けにロックワームに遭遇する。

　冒険者たちがロックワームからの逃走を繰り返していると、やがて一つの大広間に出る。

　そこにはうじゃうじゃと大量の小型ロックワームがいて、その中心には、何体ものロックワームを束ねたような形状のおぞましい怪物がいた──という、若干ホラーテイストの話であった。

　市長のイヴリアは、苦しげな面持ちで言葉をしぼり出してくる。

「もしそんな生き物がこのノーバンの鉱山内に棲すみついているのだとしたら、この都市そのものの存亡にも関わりかねない一大事だ。本来はお主ぬしらのような駆け出し冒険者に依頼するような件ではないのだが、何とか引き受けてもらえぬか？　当然、それに見合った報酬は払わせてもらう」

　俺たちが現在イヴリアから依頼されているのは、その実は昨日のクエストとほとんど変わらない。

　坑道を調査し、ロックワームを見つけ出して退治してほしいというものだ。

　一応、その際に何らかの情報を得たらそれを伝達するということも依頼内容に含まれているが、こちらとしては実質やることは変わらない。

　だが昨日の段階と違うのは、想定される危険度が大きく異なるという点だ。

　一体でも冒険者パーティの一団を苦しめるロックワームだが、場合によっては、とんでもない数のそれと遭遇するかもしれないのだ。

　それに加えて、そのロックワームの群れには親玉が存在する可能性があり、そいつの戦闘力は未知数──

　これはもはや、普通に考えればＤランクのクエストなどでは到底なく、最低でもＢランクの評価が適当なクエスト内容と言えるだろう。

　本来ならば、俺たちのようなＥランク冒険者が受けるようなクエストではない。

　だが一方で、ロックワームの脅威はいつこのノーバン市内を襲おそってもおかしくはない状況だ。事は一刻を争う可能性がある。

　あらためてＢランク以上のクエストとして近隣の都市の冒険者ギルドに発注しても、それを引き受ける冒険者パーティがいつ到着するかも分からない──

　そうした状況ゆえに、ちょうど今この場にいる俺たちに探索・調査依頼をし、せめて情報だけでも補強しておきたいというイヴリアの気持ちは分かるところだった。

　それらを踏まえた上で、俺はあらためてイヴリアに問う。

「表の門の前で二人のＢランク冒険者に遭遇したのですが、彼らには？」

「もちろん依頼したとも。だがこのノーバンにある坑道の数を考えれば、彼らだけに任せるのも心こころ許もとないのだ」

　この彼女の考えも、適切なものと思えた。確かに迅じん速そくな情報収集の必要性から、探索の手勢は多い方がいいだろう。

　となれば、あとは俺たちが受けるかどうかだが──

「サツキ、ミィ、シリル──どうする？　この臨時クエスト、引き受けるか？」

「ウィリアムはどう思うですか？」

　俺が仲間たちに問うと、逆にミィから質問を返された。

　少し考えてから、答える。

「俺の見立てでは、問題はないと思う。要は昨日と同じで、探索と撃退を繰り返す作業だ。無理な深入りをせずに慎重に事に当たることを心掛ければ、俺たちが命を落とす危険性はほぼないと思える」

　それが素直な俺の見解だった。

　すると、それを聞いた仲間たちは、

「だったら引き受けるでいいだろ。報酬もウマいみたいだし」

「そうね。ウィリアムがそう言うなら、私も賛成」

「ミィもです。ウィリアムの見立ては信頼できるです」

　と、いずれも二つ返事の賛成をしてきた。

　俺はそれを受けて、イヴリアに返事をする。

「ではそのクエスト、引き受けさせてもらいたい」

「そうか、助かる。よろしく頼む」

　そう言って頭を下げるイヴリアに、俺はしっかりとうなずいてみせた。





　　　　＊＊＊






「よう。話は終わったか？　待ちくたびれたぜ」

　市長の屋敷の門を出ていくと、そこには依然として、赤髪の青年とその相棒の女性が待っていた。

　これだけ会っていれば、そろそろ名前も覚える──グレンとセシリアと言ったか。

　しかしセシリアのほうは、先からの態度を見ていると、相棒というよりはグレンの付き人といったほうが的確であるようにも思う。

　彼女自身がＢランクの実力者であることを考えても、グレンという青年の人格から見ても、色々と不可解な部分のある取り合わせだ。

　だがいずれにせよ、この二人のうちのリーダーがどちらかと言えば、間違いなくグレンのほうだろう。

　俺は彼に向け、言葉を返す。

「待っていてくれと頼んだ覚えはないが」

「こっちに用事があるんだよ」

「Ｂランクのキミたちが、Ｅランクの俺たちにそこまで興味を持つ理由が分からんな」

「抜かせ、何がＥランクだ。お前からはぷんぷん匂におうんだよ。俺と同じ──強者の匂いだ」

「……それで、用事とは何だ」

　この青年と同類扱いされるのはあまり気分の良いものではなかったが、一方で俺も、彼の言うところの「匂い」を嗅かぎ分けているのは事実だった。

　すなわち──この男は相当の「格」の持ち主だ、ということ。

　戦士としての実力は、天才剣士の名をほしいままにするアイリーンと同格か、あるいは──

　だがその「格」というものは、人格の高こう潔けつさまでを約束するものではない。

　そして彼は、その極致とも評するべき言葉を放つ。

「そうそう用事だ。用事ってのはつまり、こういうことだ。──『お前が囲っているその極上の女たちを俺に寄よ越こせ』」

　グレンのそのあまりの発言に、俺は言葉を失った。

　あきれ果てるとはこのことだ。

　最もひどいのは、この言葉に限ったことではないが、彼の発言には他者に対する尊重の精神がまったく見受けられないということだ。

　殊ことに、女性をモノ扱い──まるで男の所有物であるかのような物言いをする。

　ほかにも色々な意味で論外も甚はなはだしい内容だが……。

　しかしそれでも一応、こちらのスタンスを明言はしておくべきか。

　俺はそう考え、返事をしようとしたのだが──その前にグレンは俺に手のひらを向け、制止の仕草をしてきた。

「まあ待て、話は最後まで聞けよ」

「聞いても無意味だと思うが。それにキミのその世よ迷まい言ごとは、聞いているだけで不快だ」

「そうかい。じゃあ手短にしてやる。──『賭かけ』をしようぜ」

　端的にそう言われた。

　俺は賭け事はしない主義だ──そう返そうと思ったが、また最後まで聞けと言われても二度手間で面倒だ。

　俺はグレンに、無言でもって先をうながす。

　それに彼はくくっと笑い、先を続けた。

「ロックワームとかいう虫けらをどんだけ倒せるかで勝負だ。賭けるのは互いの女。俺が賭けるのは──このセシリアだ」

　そう言ってグレンは、彼のかたわらに佇たたずんでいた銀髪黒ローブの美女を、片腕でぐいと抱き寄せる。

　そのようにされたセシリアという女性は、彼の腕の中に納まりながらも、口元に薄く笑みを浮かべ、挑発するようにこちらに視線を送ってきた。

　グレンの考え方も常軌を逸しているが、あのセシリアという女性も相当に不可解だ。

　おそらくはグレンを異性として慕したっているのだろうが、だとしても──いやだからこそ、賭と博ばくの交換物のように扱われて不満一つなさそうにしているあの姿には、違和感しか覚えない。

　何らかの魔法的手段などによって、洗脳の類たぐいでも施されているのか。

　そして、その違和感を抱いたのは、俺だけではなかったようだ。

「なあ、あんた──セシリアっつったか。なんであんた、そんなクズ野郎に嬉うれしそうに付き従ってんだよ」

　そう聞いたのはサツキだった。

　見ればミィやシリルも、口にこそ出さないものの、サツキと同感という様子だった。

　一方それを聞いたセシリアは、グレンの腕の中でくすくすと笑う。

「ねぇグレン様、クズ野郎ですって。あんなグレン様の魅力も分からないようなお子様ですよ、それでも欲しいのですか？」

「おいおい、もう昔の自分を棚上げかセシリア？　お前だって最初は俺のこと毛嫌いしてたじゃねぇか」

「むっ……まあ、それはそうですけど。でも今はぞっこんですよ？」

「知ってるよバーカ」

「きゃんっ♪」

　グレンが空いているほうの手で、セシリアの髪をぐしゃぐしゃとなでる。

　セシリアは嬉しそうに、されるがままになっていた。

「……どうやら洗脳をされているとか、そういったことじゃなさそうね」

「みたいですね。あんなのに惚ほれる気持ちは全っっっ然分からないですけど」

「同感だわ」

　シリルとミィが、スキンシップをとる男女の様子を見てそう評していた。

　だがそこに、頭なでから解放された当のセシリアから反撃が来る。

「それはこちらの台詞せりふよ、お子様たち？　そんな道徳が服を着て歩いているだけみたいな男と一緒にいて、何が面白いのよ。ゾクゾクしないでしょう？　興奮しないでしょう？　女の悦よろこびも教えてくれないでしょう？」

「「「はあぁあああああっ!?」」」

　うちの女性陣が全員で、一斉に声を張り上げた。

　……お、おう、びっくりした……。

「バァアアアカ！　何言ってんだ、めっちゃゾクゾクするし興奮もしますぅ！」

「ですです。あー、わかったわかったです。あれはサツキやシリルとは違う、本物のビッチですね。好きな人と一緒にいられるだけで幸せだっていう、一番大切な気持ちが分かんないんです」

「本当ね。しかも不道徳が男の魅力だと思っていて、なおかつそれが大人だと勘違いしているなんて、可か哀わい想そうな人ね」

「……何よ？　お子様たちが随分と吠ほえるじゃない」

　…………。

　……なぜか、気が付いたら女子同士のバトルが始まっていた。

　一対三でキャンキャンと、ああだこうだと言い合いをしていた。

　ちなみにお子様お子様と言っているが、セシリアもせいぜい二十歳か、もっといっていたとしても二十代前半といったところだろう。確かに俺たちよりは年齢は上だが、大差はないものと思われる。

　……しかしそうしてあらためて見ると、彼女はグレンよりも年上なのか。ますますもって不可思議な二人だ。

　一方、その女子同士の言い合いの最さ中なかに──

「──だいたいねぇ、本当に誠実な人間が三人も女を侍はべらせるものですか。そいつはニセモノよ。あなたたちにだっていずれそれが──」

「……おい、セシリア」

「何ですかグレン様、止めないでください。グレン様をけなすバカ女どもを──」

「分かったからお前ちょっと黙れ」

「で、でもっ──んむっ!?」

　グレンが唐突に、セシリアと口づけを交わした。

　しっかりと抱きしめ、ディープなキスをし始める。

「「「おおぉっ……!?」」」

　サツキ、ミィ、シリルの三人も、それには度肝を抜かれたようだった。

　少女らは、抱き合い絡み合う二人の様子を、頰を染めてまじまじと見つめていた。

　それから三人とも、チラッと俺のほうへと視線を向けてくる。

　……待て、なぜそこで俺を見る。

　一方、ディープキスを交わす二人の男女も、やがてその口づけを終える。

「──ぷはっ。ぐ、グレン様ぁ……」

「もういいから。お前は黙ってろ。分かったな」

「……はい」

　大人しくなって、グレンにしなだれかかるセシリア。

　とことんまで常識外れの世界が広がっていた。

　世の中には色々な人間がいるのだから、ああした男女がいてもおかしくはないのかもしれないが……ううむ。

「で、どうなんだよ魔術師メイジ。やるのかやらねぇのか」

　仕切り直したグレンが、改めてそう詰きつ問もんしてくる。

　はっきり言って、検討の余地もない問いかけだったが──

　しかし一方で、一部だけなら乗ってやってもいい、俺はそう考えてもいた。

　いい加減、この男に付きまとわれるのも鬱うつ陶とうしい。

　俺は別に世界平和を守る正義の味方ではなく、ゆえに彼の生き方に関してどうこう言うつもりもないが、俺の守備範囲に手を出そうとするならばそれをどこまでも看過するいわれもない。

　だが一方で、いかに問題のある人物と言っても、暴力によってその存在を抹消するといった手段が現段階で妥当であるとも思えない。能力の面でそれができるかできないか以前の問題として、人倫の問題がある。

　相手が無法者だからといって、こちらがそれを超える無法を働けば人の道を外す。「怪物と戦う者は、その過程で自らが怪物とならぬよう心せよ」とは、過去の賢者の言葉だったろうか。

　いずれにせよ、彼をどうにかするためには、暴力的でない何か別の手段を考える必要があるだろう。

　そしてそのための手段として、彼の提案はそれなりに「使える」ものであった。

　俺はそうした考えのもと、ひとまずは布石としての返答をする。

「断る。その『賭け』には乗らない」

「へぇ。俺に勝てねぇから尻尾しつぽ巻いて逃げるのかよ。力はあってもくだらねぇ男だ」

「安い挑発だな。またそういう問題でもない。自分を慕う者を自らの所有物と勘違いしてギャンブルのチップにするなど、勝ち負け以前の人間性の問題だと言っている」

「ハッ、人間性か！　それこそ安い言葉だ。そんなもの──」

　と、言葉を続けようとしたグレンを、俺は手のひらを突き付けて制止する。

　グレンはそれを見て、眉まゆをひそめて不快そうな顔をした。

　俺は口元を吊り上げ、彼に向けこう続ける。

「まあ待て、話は最後まで聞け。──『賭け』には乗らないが、『勝負』には乗ろう」

「……あぁ？」

　怪け訝げんそうな顔をするグレンに、俺は言葉を続ける。

「どうやらキミは、自分に対しては本物のプライドを持っている、その点だけは信頼できそうだ。キミは他人が嵌はめようとする枷かせはどんなものであれ鼻で笑って引き千切るが、自分が嵌めた枷だけは絶対に外さない、そういう類たぐいの人間だろう？　つまりキミは、俺に敗北したなら、もう俺の女に手を出そうとしなくなる──そうだな？」

　不可解なりにも、俺は目の前のグレンという男について、幾ばくかの認識をしていた。

　おそらくこの男は、自分の中では一本の筋を通している。その筋を曲げることだけはしないはずだ。

　そして彼の価値観ならば、男として──いや、オスとして一度「敗北」をしたなら、自分を制したオスの獲物をいつまでもつけ狙って横取りするような「みっともない真ま似ね」はしなくなるだろう。

　ゆえに、彼を服従させるのに「賭け」をする必要はない。

　ただ「勝負」をして、それに勝てばいいだけの話だ。

　なお「俺の女」のくだりは、彼に分かりやすくするための演出だ。サツキたち三人には、あとできちんと説明をすればいいだろう。

　そして、俺のその返答を聞いたグレンはというと──

「くっ、くくくくくっ……！　ハーハッハッハッハッハ！　面白れぇ、面白れぇわお前！　──俺を『把握』して『利用』した!?　いねぇぜそんなやつ、今までに会ったことねぇ！」

　そう言ってひとしきり笑った後、よだれを垂らした肉食獣のような獰どう猛もうな表情を見せてきた。

「いいぜお前、最高だ！　──だが覚悟しろ。俺が勝ったらもうブレーキはねぇぞ」

「そうか。だがこちらも負けるつもりはないのでな」

「クーッハッハッハッハ！　そうだ、そうこなくっちゃ面白くねぇ！」

　ひとしきり笑ったグレンは、やがてセシリアを連れてその場を去っていった。

　残されたのは、俺たち四人。

　俺は仲間たちに向き直る。

「──というわけだ。犬に嚙かまれたのは残念だが、クエストは粛しゆく々しゆくと進めることにしよう。あの男も頑張ってくれれば、俺たちの労力も半減するというものだ」

　俺がそう言うと、少女たちはぽかーんとした様子で俺を見つめていた。

　やがてそのうちの一人が我を取り戻し、声をかけてくる。

「……あ、あらためてあなたって凄すごいのね、ウィリアム。……でも、本当にあいつに勝てるの？」

　そう聞いてくるシリルに、俺は淡々と答える。

「ああ、おそらくは問題ない。その上で万一があった場合には、こちらもブレーキを外して無法には無法で対抗するまでだ。その辺は安心してくれ」

「うはぁ……ミィはウィリアムが一番の極悪人の気がしてきたです……」

　そのミィの感想に、そういうものかと思いつつも、俺はあらためてロックワームの群れを攻略する手はずを考えていた。














　魔術学院を卒業したセシリアが、とある貴族家に宮廷魔術師として仕つかえることになったのは、今より四年前のことだ。

　この国における宮廷魔術師という職名は、狭義では王家に仕える者のみを指すが、広義では王家に限らない領主お抱えの魔術師メイジ全般を指すもので、セシリアが就任しようとしていたのも後者の意味での宮廷魔術師である。

　学院を一年留年したセシリアは、その当時まだ十八歳の少女であった。

　そんな少女が赴ふ任にんした貴族の屋敷。

　そこでセシリアは、一人の少年と出会う。

　自分よりも五歳年下──十三歳の若き少年は、セシリアが仕えることになった貴族家の、二番目の嫡ちやく子しだった。

　だが、曲まがりなりにも魔術学院を卒業した導師ウイザードとして英才の自負を持っていたセシリアは、その少年──グレン・マクダレンと出会って、度肝を抜かれることとなった。

「お前が今度の宮廷魔術師か。なかなかいい女だな。──よし、決めた。お前、俺の女になれ」

　初めて訪れた彼の私室で、まだ当時声変わりもしていなかった十三歳の少年からそう言われ、セシリアは呆あつ気けにとられた。

　何を言っているんだこのクソガキは。どれだけ甘やかされて育ったのか。

　それがセシリアの、グレンに対する最初の印象だった。

　確かに顔立ちの整った美少年ではあったが、だからと言ってそんな横暴が許されていいわけがない。

「……恐れながらグレン様。私はこの屋敷に、宮廷魔術師として参りました。グレン様のおっしゃるような立場の者として、こちらに赴任したのではありません」

　セシリアもどちらかと言えば癇かんの強い人間であり、導師ウイザードとしてのプライドもあった。

　まだ子供とは言え、地位にあぐらをかいてそうした要求をする少年に、セシリアは少なからぬ不快感を抱いていた。

　だがグレンは、そんなセシリアの不快さをにじませた発言に怯ひるむことなどまるでなく。

「んなことは分かってるよ。その上で言ってるんだ。お前、俺の女になれ」

　豪ごう奢しやな座ざ椅い子すにふんぞり返り、年上の導師ウイザードの少女に向かってそう言うのだ。

　セシリアはあきれかえった。

　彼女は今度は、明確な拒絶の意思を乗せて言った。

「いいえ、お断りします」

「そうか。でも俺がそうすると言ったらそうするんだ」

「…………」

　まるで対話にならない。

　これはどうにも面倒なところに赴任してしまったなと、そのときのセシリアはそう感じていた。

　──ただ、セシリアの見立ては、ある点において間違っていた。

　グレンという少年の横暴は、甘やかされてそうなったのではなく、また地位にあぐらをかいているばかりでもなく、それは彼の個人的な才覚によって裏付けられたものでもあったのだ。

　グレンは十三歳という若さにして、戦士としての実力は、戦闘のプロフェッショナルである騎士たちの実力をも凌りよう駕がしていた。

　先天的に命気オーラを操る能力に長たけ、なおかつ恵まれた肉体を持つ彼に並ぶ実力を持つ者は皆無で──つまり彼は戦士として、セシリアが屋敷で出会うほかの誰よりも頭抜けて有能だった。

　また戦士としての実力ばかりではない。

　セシリアは家庭教師としてグレンに様々な知識を教えたが、彼は意外なことに勉学を嫌がったりせず、むしろ貪どん欲よくに「知の力」を得ようとする姿勢を持ち、一を教えれば十を学ぶ吸収の速さでセシリアを驚かせた。

　グレンの兄である第一子も、一を教えて一を学ぶ力を持つ優秀な人物であったが、グレンという神童の前には霞かすんでしまう──それがセシリアの得た印象だった。

　セシリアは赴任してからしばらく、グレンという少年と否いや応おうなく一緒の場にいることで、彼の才能をまざまざと見せつけられ続けることとなった。

　周囲の人物との圧倒的な才覚の差。

　それを当たり前のように見続けることで、セシリアは、彼以外の男がとてもくだらないものに思えるようになってきてしまった。

　彼が「俺の女になれ」と言うたびに、最初は「はいはい」といなしていたセシリアも、やがては同じセリフを言いながらも、心の内ではそれも悪くないかもと思うようになっていった。

　あれだけ嫌っていた相手に対する自らの心情の変化にセシリア自身も戸惑ったが、動物のメスというものは強い子孫を残すために強いオスを好むものだという生物学の見解を思い出し、自分も動物なのだから仕方ないかと納得したりもした。

　しかし、だからと言ってグレンという少年の素行の悪さが改善したわけではない。

　変わったのは、セシリアの彼に対する見方だけだ。

　グレンの素行の中でも特に目に余るのは、彼の女おんな癖ぐせの悪さだった。

　彼は屋敷に仕える若いメイドや、マクダレン伯はく爵しやく家け領りよう内ないに住む町娘など相手構わず、自分が気に入った女性には片かたっ端ぱしから手を出した。

　手を出す、というのはもちろん、性的な行為にまで及ぶ。

　グレンの異性を惚ほれさせる能力はその容姿と才覚、地位も相あいまって相当なもので、一時的には合意の上での行為となる。

　ときにはセシリアは、その行為の真っ最中の部屋の前に見張りとして立たされ、中から聞こえてくる喘あえぎ声ごえを聞かされ続ける破目にもなった。

　勉学に打ち込んできて、異性との交際経験がなかったセシリアにとって、それはどうにも強すぎる刺激だった。

　しかし、それはまだいい。問題はその後だった。

　グレンは性的な交渉を行った女性に対しても、飽きたらすぐに見向きもしなくなった。

　女の側がしつこくつきまとえば、最終的には暴力と権力と金で片付けた。

　いかに憎からぬ相手の行為とはいえ、その彼の態度は、セシリアにとって看過できるものではなかった。

　セシリアはある日、意を決してグレンに問うた──何な故ぜそんなことをするのか、と。

　するとグレンはこう答えた。

「欲しいモノは力の限りを尽くして手に入れる。いらなくなったら捨てる。それだけだろ？　道徳とか責任とか義務とかってのは、それをされたら都合が悪い連中──つまり弱者が作った弱者のための強者を縛る鎖だろ。俺みたいな強者が、そんな連中の都合に合わせてどうすんだよ」

　それはどこまでも身勝手な物言いだとセシリアは思った。

　しかし、それでもセシリアは、グレンを嫌いにはなれなかった。

　ああ、この子はこういう形なんだと、そう思っただけだった。

　セシリアは自分の中に、グレンの存在がとても大きく居座っていることに気付いていた。

　そしてセシリアは、グレンに対する想おもいを募つのらせていく。

　セシリアには、自分はいつもほかのどんな女よりも彼の近くにいて、彼の姿を見続けてきたという自負があった。

　そして今後も、そうありたいと思った。

　だからセシリアは、こうも思った。

　彼に嫌われたくない。彼に捨てられたくない。

　彼のモノになり、そして、彼にとって価値のあるモノであり続けたいと。

　ずっとは無理だろう。いずれ捨てられるのは間違いない。

　でも少しでも長く、彼のモノであり続けたい。

　彼の邪じや魔まをせず、彼のかたわらでひっそりと、慎つつましく──

　セシリアは、次にグレンが「俺の女になれ」と言ったとき、「いいですよ」と答えた。

　そしてその晩、身を重ねた。

　ベッドの中、二人で行為を終えた後、グレンはすぐに眠ってしまった。

　その寝顔だけは歳とし相そう応おうに可愛かわいらしくて──ああ、ずるいなぁと思いながら、セシリアは少年の髪をなでた。

　──そして、それから二年後。

　グレンは屋敷の安あん穏のんな生活に飽あきた、刺激がほしいと言い、屋敷を出しゆつ奔ぽんして冒険者を始める。

　セシリアは当然のように宮廷魔術師の地位を捨て、彼に付き従った。

　さらに二年という月日を冒険者として過ごせば、二人はＢランクという肩書きを得ていた。

　Ｂランクというのは冒険者としては相当な階位であり、アトラティアのような中規模都市の冒険者ギルドでは、ほかに並ぶ者のない卓越した実力者を示すものだ。

　しかし、とセシリアは思う。

　そんなものは、グレンの本当の才覚の前では、飾りでしかないのだと。

　セシリアは、ノーバンの街中を無造作に歩く青年の背中を前にして、少し小走りをして彼の横につく。

　そして青年の腕に、自らの全身をつかって抱きついてみせる。

「グレン様」

「なんだ」

「セシリアは、グレン様のことをお慕したいしております」

「知ってるよ」

「ふふふっ」

　自分はいつまでこの人の隣にいられるのか。

　彼に飽きられないよう自分のすべてを尽くし、精しよう進じんすることも続けよう。

　ときどき、自分はいったいどうして人生を踏み誤ってしまったのかなどとも思うのだが──それでも今が最高に幸せだからいいかと、そんな風にも考えるセシリアだった。














　トロールというモンスターがいる。

　亜人種デミヒユーマンに分類されるモンスターだが、ゴブリンやオークなどと比べると段違いに強力で、モンスターランクはＣという評価になる。これはオークのロード種に匹敵する格付けだ。

　トロールの体長は、直立すれば人の背丈の二倍近くにもなるが、穴倉で暮らしていることが多いため前まえ屈かがみの姿勢が常であり、異様に長い腕を地面にひきずりそうな歩き方をする。

　その巨体が生み出す怪力、鋭い爪つめと牙きば、尋常ならざる生命力に加えて、多少の傷ならばすぐに再生してしまうほどのおそるべき再生能力を持つこのモンスターは、なまじの冒険者では束になっても太刀打ちできるかどうかという強さになる。

　今、そのトロールが二体、連れ立って洞どう窟くつを歩いていた。

　洞窟は比較的広く、天井も高めで、巨体のトロールでも背を屈めたいつもの姿であれば問題なく通行できる。

　二体のトロールの兄弟は、その洞窟を前後に並んで進む。

　目的は、彼らの食い物となる獲物を探すことだ。

　もともと知能があまり高くない上に、しばらく獲物にありついていなかった彼らの目は、まさに飢うえた獣のそれであった。

「──ウガッ？」

　そのとき、前を歩いていた兄トロールが立ち止まった。

　突然のことに、後ろの弟トロールが兄トロールの背中に鼻をぶつけて苦情の声を上げる。

　だが兄トロールは、弟トロールをなだめ、道の先を見るようにうながす。

　弟トロールは、兄の横から首だけ出してその先を見ると、そこにあった光景を見て歓喜の声を上げた。

　二体のトロールが歩いてきた洞窟の先には、すり鉢ばち状じようになった極めて広い地下空間があった。

　その広大さは、ドラゴンの棲すみ処かにもできるのではないかと思えるほどだ。

　だがトロールたちが喜んだのは、居心地の良さそうな棲み処を見つけたからではない。そこに彼らの空腹を満足させるであろう、獲物の群れを見つけたからだ。

　それはロックワームの群れであった。

　巨大なミミズか芋虫かといった姿の蟲むしが、うじゃうじゃと蠢うごめいている。その数は、ざっと数えても三十体はくだらないだろう。

　ただ厳密には、ロックワームの成体ではなく幼体のようだ。体長は概おおむね二メートルから三メートルほどで、成体と比べると半分ぐらいの大きさである。

　なおロックワームの成体は、トロールにとっても単なる獲物と言えるほど格下の相手ではない。一対一であれば、死闘を繰り広げた果てにどうにか勝利するといった相手になる。

　だがあの程度の図ずう体たいの幼体であれば、取るに足らないであろう。肉も少なすぎず、ちょうどいい獲物だ。あれだけ数がいても蹴け散ちらせるだろう──少なくとも、トロールの兄弟はそう考えた。

　トロールの兄弟が今いる場所は、すり鉢状の空間の比較的上のほうにある穴だった。彼らが獲物にありつくには、洞窟を出て、坂道を下りていかなければならない。

　だが躊ちゆう躇ちよする余地はない。トロールの兄弟は意気揚々と洞窟から飛び出すと、坂道をどしどしと駆け下りていった。

　だが、しばしの後。

　兄と競うようにして坂道を駆け下りていた弟トロールは、その途中、視界の端に奇妙なものを見る。

　すり鉢状の空間の底のほうにある穴──トロールたちが通ってきたのと同じような洞窟だが、それよりも段違いに大きい──に、何やらおぞましい姿のものが隠れていたのだ。

　それは複数のロックワームを束ねて、根っこを紐ひもで結んだような形状をしていた。

　束ねられたそれぞれのロックワームは一つ一つが成体ほどの大きさを持っているが、円環状に束ねられた中にある中央の一つだけはさらに大きく、直径にして他の倍ほどもあった。

　またそれに加え、束ねられた根っこのあたりからは、長い触手のようなものが無数に生えて蠢うごめいていた。

　その姿を見て、弟トロールはゾワッとした悪お寒かんを感じる。

　──アレハ、ヤバイ。ハヤクニゲナケレバ。

　だが前を行く兄トロールはそれに気付いておらず、獲物に夢中で坂道を駆け下りていって──

　触手が洞窟から一斉に伸びた。

　それは素早く、あっという間に兄トロールの手足や胴体を絡め取った。

　兄トロールは、困惑の声を上げ、その触手に抵抗する。

　トロールは怪力だ。なまじの束縛物では拘束などできない。

　だが触手は柔軟で伸縮性があり、トロールが手足を動かして引っ張っても意味はない。

　また両手を使ってどうにか一本を引きちぎっても、その間にさらに何本もの触手に絡みつかれて──やがて全身がぎちぎちに絡め取られてしまう。

　そうしてあっという間に、兄トロールは束縛された。

　触手一本一本の力ではトロールの腕力に敵かなわずとも、二十、三十という数で一斉に締めつけられれば、いかな怪力を持っていても、もはや逃れるすべはない。

　そして、馬ほどの体重を持つトロールの巨体が、絡みついた多数の触手によってゆうゆうと持ち上げられていく。

　兄トロールの体は、触手によって本体のもとにまで引き寄せられ──

　──メキッ、グシャッ、バリッ、ボリッ！

　中央の巨大ロックワームの大口に放ほうり込こまれた兄トロールは、肉体再生の余裕などまったく与えられることなく嚙かみ砕かれ、絶命した。

　そうして死体となった兄トロールの体は、巨大ロックワームの口から吐き捨てられ、地面に転がった。

　その死体の肉にロックワームの幼体たちが群がっていって、トロールの姿はあっという間に見えなくなってしまった。

　一方の弟トロール。

　彼は一部始終をぼーっと見ていたわけではない。

　兄が触手に捕まってすぐに、すり鉢状の坂道を這はい上あがって、その場から逃げ出そうとしていた。

　だが坂道は登ろうとしてみれば意外と傾斜がキツく、またロックワームの体液なのかぬめぬめとしたものが地面にまとわりついていて、なかなかうまく這い上がれずにいた。

　そうして慌てる最さ中なか、おそるおそる後ろを見れば、兄がロックワームの幼体に群がられる姿が見えた。

　弟トロールはいよいよ焦って坂道を這い上がろうとするのだが──

　そのとき、ロックワームの親玉のおぞましい姿が洞窟から這い出てきた。

　それは坂道をゆっくりと、しかし確実に上ってきて──

　──シュルルルッ。触手が伸びる。

　その触手が弟トロールの足を捕まえると、さらに次々と巻き付いた触手によって、彼はずりずりと引きずりおろされ──

　そうして弟トロールも、兄とまったく同じ運命をたどることとなったのである。














「ところでウィリアム。さっき言っていたあれって、何か根拠はあるの？」

　シリルがそう聞いてきたのは、俺たちが昨日と同様に坑道に下り、探索を始めたときのことだった。

　坑道を進む俺たちは二列縦隊で、前列にサツキとミィ、後列に俺とシリルという隊列をとっている。

　俺が相変わらず低めの天井に注意を払いながら歩いていると、隣を歩いていたシリルがそう尋ねてきたのだ。

「『さっき言っていたあれ』というのは、どれのことだ？」

　横目にシリルを見ると、彼女の白の神官衣を押し上げる胸が、その歩調に合わせてたゆんたゆんと揺れているのが目に入ってきた。

　……どこを見ているんだ俺は。

　とっさに視線を前方に戻して、雑念を消し去る努力をする。

「……？　んー、ほら、グレンに喧けん嘩かを売ったときに、私が『本当にあいつに勝てるの？』って聞いたら、ウィリアムは『おそらくは問題ない』って言っていたでしょ。あれって何か根拠があるのかなと思って」

「……ああ、それか」

　不思議そうに俺の顔をのぞき込んでくる彼女の仕草。

　俺は努めて意識しないようにしつつ、言葉をしぼり出す。

「まず、あまり確たる勝算ではないが、単純な有利不利の要素数で言えば、俺たちのほうがだいぶ有利というのはある。例えば──その一つが、これだ」

　俺は手にした杖つえで、坑道の低い天井をコンコンと叩たたく。パラッと、細かい砂クズが落ちてきた。

　それを聞いて、シリルは得心したという顔になる。

「確かにグレンは図ずう体たい大きかったものね。この天井の低さだと、実力を出し切れないっていうのはありそうね」

「ああ。それにあの男の武器は、身の丈ほどの長さを持った大剣グレートソードだ。ここでは満足に振り回せないだろう」

　するとそこに、前を歩いていたサツキが口を挟んでくる。

「だと思うぜ。あたしが刀振るのも窮きゆう屈くつなぐらいだ。とてもじゃねぇけどあんな獲物、ここじゃまともに役に立たねぇよ。突きに使うぐらいならできるだろうけど、それじゃ大剣グレートソードの強みはないしな」

　俺はサツキのその言葉にうなずく。こと武器を使った戦闘に関しては、彼女の感覚的な意見は頼りになる。

　しかしそのサツキが、低い声でもう一言を付け加える。

「でも──それでもあいつ、あたしより強いだろうけどな」

　浴場で一度拳こぶしを交まじえたサツキは、あの男の実力を肌で感じ取ったのだろう。おそらく彼女が下すグレンの戦力評価は的確だ。

　そしてサツキは、魔法で簡単な援護をしてやれば、ほぼ単身でロックワームを撃退できるだけの実力を持っている。

　その「簡単な援護」は、セシリアが行えるだろう。

　つまりロックワームを仕留める能力は、グレンたちも確かに持っているということになる。

「じゃあ、こっちと向こう、戦力はほとんど互角です？　それって運の勝負っていうことにならないです？」

　前を歩くミィが、少し心配そうに聞いてくる。

　セシリアもＢランク冒険者の実力を持つ魔術師メイジなのだし、ここまでの話を聞けばそう思うのも分からないでもない。

　だが──

　俺はそのミィの頭に手を置き──彼女の魅力に負けたことに気付いたのは、あとになってのことだった──その髪をくしゃくしゃとなでる。

「いや、それでもだ。こちらには、向こうにないものがあるだろう？」





　　　　＊＊＊






　グレンとセシリアの二人は、ウィリアムたちとは別の坑道を進んでいた。

　前を進むグレンは、頭を屈かがめるようにして窮屈そうに、しかし大型肉食獣のようなふてぶてしさでのしのしと歩いていた。

「チッ……野郎が自信満々だったのは、このドワーフ用の坑道を知っていたからかよ」

　グレンは口をへの字に曲げ、しかめっ面をしていた。

　確かにこの地形はグレンにとって不利。彼自身が、そのことを一番よく承知していた。

　それでも苛いら立だちや不平を相方にぶつけようとしないのは、彼の人間性でありプライドである。

　ちなみに、グレンの背丈ほどもある黒の大剣グレートソードは、彼自身が背負っていると歩行の邪魔になるため、彼の後ろを歩くセシリアが斜めに抱きかかえるようにして持ち歩いていた。

　そしてむしろ不満たらたらなのは、そのセシリアのほうだ。

「こんなの小こ賢ざかしいです。まったく男らしくもない。男だったら自分の実力で真っ向から勝負できないものなのかしら。これだから魔術師メイジは……」

　そうぶつくさと文句を言うセシリア。

　そこにグレンが口を挟はさむ。

「んなこたねぇよ。知恵も戦術も策略も力だ。だいたいセシリア、お前だって魔術師メイジじゃねぇか」

「だからこそです。男は力強くて真っすぐで、ぎゅーって体が折れそうなぐらい抱きしめてくれる人が好きなんです。グレン様みたいに」

「……お前、本当に変わったなぁ。昔のお前もいいなって思ったが、今のお前、ホントいいな」

「えへへっ、光栄です♪　──んっ」

　探索中だというのに、口づけを交わす二人。

　だがグレンがセシリアを抱きしめようとしたとき、セシリアの手がバンバンとグレンの鎧よろいを叩いた。

　グレンはセシリアを解放する。

「どうした」

「はぁっ……反応、ありました、警戒アラートに」

「虫けらか？」

「はい、多分」

　セシリアがあらかじめ行使しておいた警戒アラートの呪じゆ文もんに反応があったのだ。

　それを聞いたグレンは、周囲に視線を走らせながら問う。

「どこから来る。タイミングは」

「……ごめんなさい、分かりません。反応があったのは前方下ですけど、そのあとどう動いてくるかは……」

　セシリアが進行方向先の地面を指さす。

　グレンはまたもしかめっ面だ。

　セシリアは申し訳なさそうにグレンに言う。

「すみません、グレン様。私に透視シースルーの呪文を使えるだけの実力があれば……」

「ああ、何、分からなきゃ分からないでいい。心配すんな」

「はい……」

　それから数十秒、二人は周囲の警戒をしつつロックワームの襲来を待った。

　いつ、どこから来るか分からない襲撃に怯おびえ、セシリアはグレンに身を寄せる。

　グレンは片腕でセシリアを抱き寄せ、もう片方の手で彼女が持っている大剣グレートソードを受け取った。

　彼は獣のような感性を研とぎ澄すませ──

「──セシリア、どいてろッ！」

「えっ……きゃっ！」

　グレンはセシリアを引っつかみ、後方へと投げ捨てた。

　地面に尻しり餅もちをつくセシリア。

　その一瞬あとに、グレンの頭上の天井が崩落し、そこからロックワームが大口を開けて落ちてきた。

　ロックワームの大口は、グレンの上半身を頭から呑のみ込こみ──

「グレン様ぁあああ！」

　セシリアの悲鳴が、坑道に響き渡った。
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「──私たちにあって、向こうにないもの……？　それって、私やミィの能力のこと？」

　そう聞いてくるシリルに、俺はうなずく。

「ああ。ミィの聞き耳などによる索敵能力があると無しとでは、奇襲への対応能力がまるで違ってくる。セシリアが透視シースルーの呪文を使えればその限りではないが、仮に使えたとして、あれは魔マ素ナの消費量が大きく、持続時間も短いからそれだけで賄まかなうのは厳しいはずだ。ミィのような有能な盗賊シーフがいてくれるのは、俺たちの大きなアドバンテージだ」

　俺がそう言ってミィの頭をなでれば、獣人の少女はぶるりと震え、尻尾しつぽをふりふりと動かす。

「……ウィリアムのなでなでは猫耳族ミヤール殺しです。もうほかのなでなででは満足できないです」

「ん……？　何だ、ミィ？」

　ミィが小声で何かを言った気がしたが、ミィは「な、何でもないです！」と首をぶんぶん横に振った。少し疑問に思うが、まあいいかと話を進める。

「それでも彼らも実力者だ、そう易々とくたばったりはしないだろう。だが手傷の一つもなしにロックワームを撃退し続けるのも困難なはずだ。そうなったときに、シリルのような優秀なヒーラーがいるといないとでは、これもまた大違いだ」

「まあ……それはそうかもしれないわね。そこまで考えての『おそらくは問題ない』だったのね。さすがというか、何というか……」

　シリルは顎あごに手をあて、納得した様子でうなずいていた。

　俺はそこに付け加える。

「それと、もう一つ──」

「えっ……ま、まだあるの？」

　シリルのあきれるような声に、俺は大きくうなずいてみせた。
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「──ふん、虫けら風情が、手こずらせやがって」

　大剣グレートソードを手にしたグレンの前には、ロックワームの巨大な死体が横たわっていた。

　頭部から胴部中央にかけてまでが掻かっ捌さばかれており、坑道の地面に体液の染みを広げていた。

　それはグレンが内部から、大剣グレートソードの刃で引き裂いたものであった。

　ロックワームを始末し、捕食状態から脱出したグレンに、セシリアが心配そうに声をかける。

「グレン様、お怪け我がは大丈夫ですか？」

「ああ、どうってことはねぇよ。多少やられた程度だ」

　グレンはそう答えつつ、鞘さやに納おさめた大剣グレートソードをセシリアへと無む造ぞう作さに投げて渡す。

　それを慌てて抱えるようにして受け取るセシリア。

　ロックワームの凶悪な牙きばも、その体内から吐き出される酸も、グレンの命気オーラと漆しつ黒こくの板金鎧プレートアーマーが持つ防御力に防がれれば、グレンの肉体にさして大きなダメージを与えることもなかった。

　腹部の筋肉に少々牙が食い込んだのと、酸による軽い火傷やけどを負ったことを除けば、グレンはまったく元気な状態だった。

「すみません……少し、心配しました」

「まあ実際のトコ、思ってたよりは厄介な相手だな。もう一戦か二戦もやりゃあ勘もつかめるだろうが──おいセシリア、ぼーっと突っ立ってねぇで、さっさと行くぞ」

「あ、はい」

　また獣のように身を低くしてのしのしと歩き始めたグレンの後を、セシリアは小走りに追いかけていく。
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　俺は坑道を進みながら、仲間たちに説明を続ける。

　説明するのは、グレンたちとロックワームの戦力差についてだ。

「グレンとセシリアがともにＢランク相当、ロックワームがＤランク相当の戦闘力を持つと仮定するならば、そこには単純計算で八倍の戦力差があることになる」

「あ、ミィそれ知ってるです。ランク差の戦力二倍則ってやつですね？」

「ああ、それだ」

　ミィの相あい槌づちに、俺はうなずく。

　あくまでも一般的な指標としてだが、冒険者ランクやモンスターランクは、それが一つ上がるごとに二倍の戦力差に相当すると言われている。

　ゆえに、Ｄランクのロックワームより二ランク格上のグレンとセシリアは、一人でもロックワーム四体に相当する強さがあり、二人合わせればロックワーム一体の八倍の戦力となる。

「そしてそれだけの戦力差があれば、地形的な不利等を勘案しても、彼らがロックワームに敗北することはまずありえない。どの程度少ない損害でさばけるかは彼らの底力次第だが──可能性としては、大きな損耗なしにロックワームを退治し続けることもありうるだろう」

「ふーん。……んで、だとすると、どうなるんだ？」

　前を歩くサツキが首を傾かしげる。

　それに答えるのは、俺の隣を歩くシリルだ。

「その場合、結局のところ向こうも私たちも、遭遇した分だけロックワームを退治できるっていうことになるわね。……つまり、どっちがより多くのロックワームと遭遇したかで勝負が決まるっていうこと」

「うにゃー、それじゃ運ゲーです。サイコロを振って出た目の数が大きい方が勝ちっていうのと一緒です」

　シリルの発言を受けて、ミィがうなだれる。

　俺はそれにうなずきつつ、先を続ける。

「ああ、能動的にロックワームを探査する能力がなければ、ミィの言うとおり運任せの勝負になるな」

「えーっ!?　それって何とかなんねぇの？　ウィルがいつも使ってる呪文とか色々あるじゃん。ほらあの、何だっけ──あ、そう、魔法の目ウイザードアイとか。あれじゃダメなの？」

　サツキの考えはいつも大雑把だ。

　彼女はその直観でときどき本質を突くことはあるが、物事を論理的に考えてはくれない。

「いや、魔法の目ウイザードアイの移動速度は徒歩とほぼ変わらないし、壁抜けなどができるわけでもない。つまり魔法の目ウイザードアイを使っても、俺たちが徒歩で探索するのと効率は変わらない。分岐路で探索の手を二手に分ける、という使い方ならば役に立たなくはないが、少なくとも俺は精神集中のために、その場で足を止めることになる。魔マ素ナの消費量に対してコストパフォーマンスが見合うかというと、微妙なところだろう」

　ほかにも探索系、情報獲得系の呪文としては警戒アラート、透視シースルー、魔力感知センスマジツクなど色々とあるが、いずれも今回のケースで決定的な成果を発揮するものではない。

　それにそもそもの話、セシリアに使えるレベルの呪文であるならば、それはこちらの一方的なアドバンテージにはなりえない。

　Ｂランクという冒険者ランクから推察するに、セシリアは導師ウイザード級の実力は持っていると想定しておくべきだろう。つまり一般的な導師ウイザードが使えるレベルの呪文では、優位にはならないと考えたほうがいい。

「じゃあ、ミィたちはサイコロを投げて決める運ゲーに勝つしかないってことです？」

　ミィが少し心配そうに聞いてくる。

　まあ、負けるわけにいかない勝負なのだから、五分五分の運任せになるのは避けたいと考えるのは当然だし、俺もそれには同意するところだ。

　そして俺は、そのための手立てがあるからこそ、「おそらくは問題ない」という大口を叩いたのだ。

「いや、その点にも勝算はある。そのために、次に出遭ったロックワームは退治しないでおいてほしい」

「……ロックワームを、退治しない？　それって、生け捕りにするということ？」

　身を抱くようにして怯おびえながら聞いてくるシリルに、俺は首を横に振る。

「違う、生け捕りにはしない。どちらかと言うと──『放し飼い』だ」

「「「放し飼い？？？」」」

　三人の少女が、仲良く首を傾げた。
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　状況を整理しよう。

　ロックワームをより多く退治したほうが勝ちというこの勝負。

　もし両チームとも戦闘力が十分なのであれば、より多くのロックワームに遭遇したほうの勝利というゲームになる。

　これは普通に坑道を探索していたのでは、グレンたちと俺たち、どちらも条件は一緒ということだ。どちらも適当に散策した結果、「偶然」より多くのロックワームに遭遇したほうの勝ち、という勝負になってしまう。

　この状況を覆くつがえすためには、どうすればいいか。

　これには、偶然に頼るのではなく「能動的に」ロックワームを捜し出す手段が必要になってくる。

　ただ、そんな便利な呪文があるのであれば、俺も昨日の段階で使っている。あてどなく坑道を探索するなどという非効率的な手段は、そもそも用いていない。

　魔法の目ウイザードアイ、警戒アラート、透視シースルー、魔力感知センスマジツク──その他にも索敵に役立つ呪文はいくつかあるが、いずれも本件の状況下で決定的な成果を及ぼすものではない。

　しかしそんな中、例外的な呪文が一つある。

　魔獣使役テイムモンスターという呪文だ。

　これは俺も最近になって──エルフに協力してオーク退治をしている最中に行使が可能になった、俺が現在使える中でも最高位の呪文の一つだ。

　この呪文は、モンスターに分類されるものを含めた、あらゆる生物の制御を可能にする効果がある。

　かなり格下の相手でないと制御を成功させることは困難だが、今の俺の魔力のレベルから考えて、ロックワーム程度ならばおそらくどうにかなるだろうと思ったし、実際にもうまくいった。

　ちなみにこの呪文、極端な話、人間を制御することもできる。

　ただそれならば、同ランクでより魔マ素ナ消費量キヤパシテイが少ない魅了チヤームという呪文があり、人間やそれに類する生き物を制御するならばそちらで事が足りる。

　つまり魅了チヤームという呪文は、魔獣使役テイムモンスターの機能限定版であるというわけだ。

　ただ、魅了チヤームは対象を意のままに操れる呪文ではない。

　魅了チヤームは術者を、親友や恋人のように極めて親しい間柄であると対象に錯さつ覚かくさせる呪文に過ぎず、親友や恋人に言われても実行しようと思えないような内容であれば、それをさせようと思ってもうまくいかない。

　その上位互換である魔獣使役テイムモンスターも、基本的には同じ性質のものだ。対象にこちらを仲間あるいは群れの上位者であるように認識させ、その提案や指示に従わせる呪文になる。

　なお、この呪文の真の凄すごさは、ロックワームのような知能が低い生物に対しても一定の意思を伝えることができる点にこそあるのだが、その辺は少々学術的な話に突っ込むことになるため、さて置くとしよう。

「──と、ざっとそのような呪文なわけだが、理解してもらえたか？」

　俺は巨体ですり寄ってくるロックワームの頭部を手でポンポンと叩きながら、サツキ、ミィ、シリルの三人に確認をする。

　その三人はというと──やや引き気味に、俺から少し距離をとっていた。

　俺たちが今いるのは、例によって坑道だ。

　探索を続けると手頃なロックワームに遭遇したので、俺は魔獣使役テイムモンスターの呪文を行使し、そのロックワームを手て懐なずけていた。

「ね、ねぇウィル……そいつホント、大丈夫なの……？　ひぎゃあああああっ！」

　サツキが少し離れた場所から刀の先でロックワームを突つつつこうとして、ぐぱぁっと大口を開けたロックワームに威い嚇かくされていた。

　……いや、それはそうなるだろう。

　そもそも俺に懐なついているのであって、サツキたちを攻撃するなと伝えてはあるが、それ以上の何かがあるわけでもない。

「ご、ごめんなさい……私も無理……。理解はしたけど、生理的に無理……」

　シリルはというと、ほか二人よりもかなり距離をとって、ずっといやいやと首を横に振っていた。若干涙目にも見える。

　今思えば、シリルは昨日ロックワームと戦っていたときも、若干腰が引けていた気もする。彼女はこのような生き物が苦手なのかもしれない。

「ミィは別に無理っていうことはないですけど、かと言ってあまり近付きたいものでもないです」

　ミィは一人淡々としていたが、やはり一定の距離は保っている。

　まあ接し方としては、彼女の態度で問題ない。

「ああ、これと仲良しこよしをする必要はないし、それを推奨もしない。魔獣使役テイムモンスターの効果は半日ほどで切れる。最終的にはこいつも倒す必要が出てくるからな。あまりこれに愛着や愛情を持ってしまっても苦しむことになる」

　俺がそう説明すると──

「ふにゃっ？　それは、ウィリアムは大丈夫なのですか？」

　ミィが突っ込みを入れてきた。

　さすがに鋭いな。

　つまり彼女はこう心配してくれたわけだ。

　俺は、自分に懐いたものを倒すことになっても、苦しくはないのかと。

「確かに、気持ち的に若干厳しい部分があるから、あまり使いたい呪文ではないというのはあった。だが贅ぜい沢たくを言っていられる状況でもない。自分にとって大事なものに優先順位を付けていけば、この選択が最適解になると考えた」

　俺がそう答えると、今度はサツキがふと首を傾げる。

「……ん？　ウィルにとって大事なものって何？　『冒険』じゃないよなこの場合？」

　……この娘むすめは、こういうときばかり鋭い。

　仕方ない。無駄に噓うそをつくべき事柄でもない。

　俺はこほんと一つ咳せき払ばらいをし、それからサツキたち三人に向かって言う。

「この場合、俺にとって大事なものとは──き、キミたちだ」

「「「……えっ？」」」

　俺の発言を聞いて、我がパーティが誇る美少女三人が一斉に赤面した。

　ついでに言うならば、それを言った俺自身も、似たようなことになっているだろう。

　俺はさらに、もう一つ咳払いをしつつ、発言を続ける。

「じ、自分の気持ちに正直になったところ、俺はどうしてもキミたちを失いたくないのだということに気付いた、ということだ。身勝手な物言いかもしれないが、俺の中で、その……キミたちの存在が、かなり大きなものになっているようだ」

「「「えぇぇええええーっ!?」」」

　今度は三人、一斉に驚きの声をあげた。

　むぅ……どうせ普段の態度に出ているだろうと思っていたが、そこまで驚かれることなのか……。

「な、なあ、今のあたしの幻聴じゃないよな……？」

「違うです。ミィも聞いたです。驚天動地です」

「いやだどうしよう、こんなところで胸がドキドキしてきたわ」

　三者三様、キャーキャーと黄色い声を上げ始める。

　そこでさらに、サツキがこんな話を持ち出してくる。

「なぁウィル、そういやあのグレンたちの前で言ってたよな、『俺の女』がどうとかって。これってもうさ、あたしたちのことオーケーしてくれたってことでいいの？　あたしたち、ウィルの彼女ってことでオッケー？」

「……っ！　い、いや、それは……」

　しまった、それの説明を忘れていた。

　うろたえる俺に、さらにシリルがつかつかと歩み寄ってきて、追い打ちをかけてくる。

「もう、煮え切らないわね！　じゃあもう、この質問にイエスかノーかで答えて。ウィリアムは私たちのこと、好きなの、嫌いなの、どっち！」

　ずずいと間近に顔を寄せて、詰め寄ってくるシリル。

　それはイエスかノーかで答える質問になっていないとか、ロックワーム嫌いはどうしたんだとか、色々と突っ込みどころはあるのだが、そのようなことを突っ込める雰ふん囲い気きでもない。

　俺は気け圧おされながら、やむなく答える。

「そ、それは……」

「それは？」

「……まあ、その二者択一なら、『好き』が答えになるな」

「にゃーっ！　もう、ホント煮え切らないですね！」

　今度はミィが騒ぎ出した。

　まずい、こうなると制止役がいない。

　……と、思ったのだが。

「分かったです。サツキ、シリル、ちょっとこっち来るです」

　ミィが残り二人を呼び寄せて、少し離れた場所で何やら密談を始めた。

　……何とも嫌な予感しかしない。

　三人はしばらく密談を続けた後、話がまとまったようで、その後ミィが代表して俺のもとにやってきた。

「とりあえず、今は勝負の最中で時間も惜おしいですし、追及は避けます。でもこの冒険が終わってからミィたちも勝負をかけるので、そのつもりでいてほしいです」

「あ、ああ……分かった」

　そう答えるよりほかはない。

　しかし、「勝負」とは一体……。

　一方、そんな俺の戸惑いなど意に介さず、サツキが話をまとめに入る。

「──よっし、それじゃ話は決まりだな。そしたらさっさとこの冒険終わらせちまおうぜ。負けは絶対許されねぇからな！」

「もちろんよ」

「はいです！」

「…………」

　少女三人、謎の結束が強まっていた。

　やる気を出してくれるのは悪いことではないのだが、どうもやる気の方向性がおかしい気がするのだが……。

　ううむ……まあ、いいか。
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　魔獣使役テイムモンスターの呪文でロックワームを制御した俺は、早速そのロックワームに指示を下す。

「お前たちの巣穴、あるいは同胞が多数いる場所があれば、そこまで案内してくれ」

　すると、指示を受けたロックワームは巨体を方向転換させ、俺たちを案内するように坑道をずりずりと進み始めた。

　ちなみにだが、これは俺が発した言葉をロックワームが理解するわけではなく、言葉を発している俺の思念が直接ロックワームに伝わる、という意思伝達形式になる。

「さて、これであとは、多数のロックワームの巣そう窟くつになっているような場所があれば、こいつがそこまで案内してくれるはずだ。そこを一網打尽にするのが最も効率の良い討伐方法になるだろう」

　俺はそう仲間たちに伝えると、ロックワームの巨体が進むあとをついていった。

　仲間たちも俺に続く。

「なるほど、そういうことね。でもそんな呪文があったなら、どうして昨日の段階で使わなかったの？」

　シリルがそう質問をしてくる。

　だが、声が遠かった。

　振り向いてみると、彼女はだいぶ後方にいた。少し引きつった笑顔で、こちらを見ている。

　つまり──冷静になると、やはりロックワームにはあまり近付きたくないらしい。

　まあ、この程度の距離なら探索や戦闘などのパーティ行動に支障が出るわけではないし、特に問題はない。シリルもその辺りを考慮して、心理的にギリギリの距離があそこなのかもしれない。

　俺は苦笑しつつ、再びロックワームのあとについて歩き始めた。

　そしてシリルに向けては、少し声を張り上げて、言葉だけで返事をする。

「それは昨日の段階では、野良のロックワームを少数討伐するだけの想定だったからだ。多数のロックワームが一ヶ所に集まる巣窟がなければ、この方法には意味がない」

「あ……そうか。そう言われればそうね。昨日の段階だと、マザーロックワームなんていう親玉がいるなんて思ってもみなかったものね」

「ああ。もっともそういった巣窟や親玉が実際には存在しない可能性は、いまだに捨てきれないがな。だが、あの指示に対してああしてロックワームが誘導を始めたということは──」

「──実際に、近くにロックワームの巣窟があるんじゃないかってことか。んで、あたしたちは今そこに向かってる」

　シリルと違い、俺のすぐ隣を歩いていたサツキが、そう口を挟んできた。

「ああ、その可能性が高い。だが首尾よく巣穴に遭遇できたとして、そこからが本番だ」

「ま、そりゃそうだな。一体でも安い相手じゃないロックワームが、巣穴に行けばワゴンセールの大バーゲンだろ？」

「そうだ。加えて、戦力未知数の親玉がいる公算が大きい。気を引き締めてかかる必要がある」

「にゃー、その上にあのグレンたちとの勝負ですか。今回はいつにも増してヘビーなお仕事です」

　同じく俺のかたわらにいたミィが、そんな軽口をたたく。

　彼女の言う通り、確かに重量級の仕事ではある。

「どう考えてもＤランクのクエストじゃねぇよな。実際どんぐらいだ？　Ｃ？　Ｂ？　あ、バストの話じゃないよ？　にひひっ」

「……サツキ。どうしてそこでミィの胸を見るですか。ミィはアイリーンじゃないので、そんなことにコンプレックスは持っていないのですよ。だいたい、よくもあれがいる中で、胸の大きさをどうこう言えたものですね」

　サツキの視線を向けられたミィが、ジト目をサツキに向け返しつつ、後方を指さす。

　その先には、おずおずと神官衣を揺らし歩くシリルの姿。

「いや、あれはだって、規格外じゃん。あたしのは理想のプロポーションだろ。シリルのは……エロい？」

「うっわぁ……サツキ今、いろんな意味でとんでもないこと言ったの分かってるですか？」

「えー、だって事実じゃん。なあウィル、ウィルもそう思──ぁ痛っ！」

　俺は杖の先でサツキの頭を小突いていた。

「まったく……気を引き締めろと言っている。そもそもそこで俺に振るな。どう答えろというんだそんなもの」

「えー、そうだなぁ、例えば──『サツキはとても美人で可愛かわいい。俺の最高の嫁だ。だがシリルはエロい。とてもエロい』……とか？」

　俺の口くち真ま似ねなのか、妙な口調でそんなことを言うサツキ。

　俺はもう一度サツキを小突く。

「誰の口真似だそれは」

「痛っ！　えっへへー、ウィルの突っ込み～♪」
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　サツキはなぜか嬉うれしそうだった。俺は頭が痛くなった。

「……キミがマゾヒストだったとは初耳だ。──ともあれ、もう一度言うぞ。気を引き締めてくれサツキ。キミの力も必要になる」

　俺がそう言うと──

　サツキは今度こそ「よし」と言って、これまでとは違った精せい悍かんな表情を見せた。

　そして俺から視線を外し、前を向いて、こう言った。

「──ああ、任せろウィル。あたしだっていつまでも負け犬は嫌だ。──それになんか、やれる気がするんだ。姫さんに負けて、あのグレンとかいうクソ野郎にも負けて──でも、ここであたし、殻からを破れるんじゃないかって」

「……ほう」

　サツキが見すえているものは、どうやらロックワームではなかったらしい。

　彼女に見えているのは、二人の天才剣士の背中のようだった。

　それは足元が見えていないという意味で危なっかしくもあるが……。

　だが、サツキは俺のような足場を固めて進むタイプではなく、直感とイメージで飛躍するタイプだとも思える。

　ならば──

　俺はいくつか考えていた戦術プランのうち、一つをピックアップしてくる。

「サツキ。ならばやってみるか？」

「ん、やってみるって、何を？」

「『無双』だ」

「へっ、無双……？」

　サツキは首を傾げる。

　彼女にはそういった感覚的な表現のほうが分かりやすいかと思ったが、さすがに説明が足りなかったか。

「ああ。正しくは、サツキに支援を集中する一点強化の突破戦術ということになる。キミに支援魔法を重ね掛けして、単身でロックワームの群れに突入してもらう」

　俺がそう伝えると、サツキは一度きょとんとした顔をする。

　だが次には、俺に向かってニヤリと笑ってみせた。

「いいね、超燃える。それに何かつかめそうだ」

「そうか、期待しておこう。──ちなみに先ほど言っていたクエストランクだがな、俺の見立てでは、このクエストの実質難易度は、最低でもＢランクだ。そして場合によっては──Ａランク相当もありうる」

　──Ａランククエスト。

　それはアイリーンやグレン級の実力を持ったＢランク冒険者が、四人以上でパーティを組んで初めて受託可能になる水準のクエストだ。

　無論それは、そのクラスの冒険者パーティであれば大抵問題なくクリアできる水準のクエストという意味で、それだけの実力がなければ絶対にクリア不可能という意味ではないのだが。

　一方、それを聞いたサツキはと言うと、

「へぇ、そっか。──そりゃあゾクゾクするね」

　そう言って、今にも嚙かみつきそうな、飢うえた野獣のような顔を見せていた。

　どこかで見た顔だと思えば、グレンがよくこのような顔をしていたし、たまにアイリーンもこうした一面を見せていたようにも思う。戦士というのは、概おおむねこういった生き物なのかもしれない。

　そして彼女らを衝つき動うごかすのは情動であり、直感である。

　理性で動いていない彼女らに「油断をするな」などと言っても有益ではないだろうし、ある意味では普段から油断など微み塵じんもしていないのだろうとも思える。

　であるならば、彼女の足元は俺が守ることだ。

　油断なく隙すきなく目を光らせ、八十の確実性を九十五に、九十九に、あるいは百にしてみせるのが俺の仕事だ。

「ああ、存分に暴れてくれ。それでつまずいたなら、そのときは俺がキミのことを守ろう」

　俺がそう言うと、サツキは一瞬顔を赤らめ、それから再びにひひっと笑う。

「それって、初めての共同作業ってやつ？」

「……初めてではないと思うが」

「あ、じゃあ、あたしたちもう夫婦ってこと？」

「違う。何な故ぜそうなる」

「にははははっ」

　そう言って笑うサツキを見て、まあ、彼女はこれでいいのかもしれないな、などと思う俺だった。
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　ロックワームに案内されて進んで行く。

　やがて坑道を外れ、ロックワームが掘り進んだと思われるトンネルの一つを進んで行くことになる。

　人の背丈ほどの直径を持つロックワームが通れるトンネルなのだから、人間が歩いて通れない道理もない。だがドワーフ用の坑道がそうであるのと同じ程度には、窮屈な高さだった。

　一方、トンネルの横幅に関して言えば、坑道よりも明らかに狭い。

　坑道では二列縦隊で進んでいた俺たちだったが、ロックワームのトンネルに入るところから、縦一列で進むことになった。

　ロックワームの制御者である都合上、俺が最前列で、そのあとにサツキ、ミィ、シリルが続く形だ。

「うぇぇ……なんか足元とか壁がぬるぬるネバネバすんだけど……うわっ、なんか上から垂れてきた！」

「にゃうぅ、多分実害はなさそうですけど、長居したい場所ではないですね」

「もう死にたい……早く帰ってお風呂に入りたい……」

　意外なことに、最も泣き言がひどいのはシリルだった。

　いや、泣き言というか、実際ひっくひっくと泣いているような声が後ろから聞こえてくる。

　どうも本当に苦手なようだ。それでも嫌だ嫌だと駄々をこねたりせず、頑張ってついてくるあたりはさすがの自制心だが。

　そんな調子でしばらく進むと、やがて前を進んでいたロックワームが動きを止めた。

　トンネルの狭さの都合上、ロックワームは振り返れないのだが、尾部をぶんぶんと動かして何かを俺に伝えたがっているようだった。
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　俺は後ろを振り返って、仲間たちに声をかける。

「おそらく目的地に着いたのだと思われる。……大丈夫かシリル？」

「ぐすっ……大丈夫じゃないけれど、頑張る」

　最後尾のシリルは涙目だったが、ぐっと歯を食いしばって我慢している様子だった。

　……まあ、頑張るというのだから、ひとまず信じよう。

　それはともかく。

　おそらく目的地にたどり着いたのはいいが、制御しているロックワームが邪魔でその先の様子が見えない。どうしたものか。

「──ロックワーム、道を空けられるか？　キミの同胞たちには気付かれないようにしたい」

　ひとまずそう指示を出してみる。

　するとロックワームは、自分の横手の壁を食い破って進み、そちらへと自分の身を退避させてみせた。……なるほど。

　そうして、それまで俺たちの前方をふさいでいた案内役のロックワームがいなくなると、その先の光景が見えるようになった。

　俺はさらに数歩を進み、そこにあったものを眺める。

「これは……驚いたな。ある意味で、なかなかに壮観な景色だ」

「えっ、なになに、あたしも見たい。──って、うげぇっ、なんじゃありゃ」

　サツキがすぐ後ろに引っ付いてきて、俺の肩越しにその光景を見ると、すぐさま嫌悪の声をあげた。

　そういった声をあげたくなる気持ちは、俺も分かるところだ。

　俺たちが進んできたロックワームのトンネルは、ある開けた地下空間に繋つながっていた。

　そこはすり鉢ばち状じようになった空間だが、おそろしく広大で、その広さは王都グレイスバーグの王城が城壁ごとすっぽり収まってしまうのではないかと思えるほどだ。

　俺たちは今、そのすり鉢状の地下空間を見下ろす位置にいる。

　今いるトンネルを抜け出して、その先の傾斜の急な下り坂を下りていけば基底部にたどり着くといった立ち位置になる。

　この位置からは、どちらかと言えば天井のほうが近く、浮遊レビテーシヨンの呪文を使って浮上すれば鍾しよう乳にゆう石せきが垂れさがる天井まですぐにたどり着けるだろう。

　なおその地下空間の外壁には、俺たちが今いるトンネルのほかにも、いくつもの「穴」が見受けられた。

　いくつものトンネルからこの空間に繋がっている──というよりは、この空間を起点にしてロックワームがあちこちにトンネルを掘り進めた結果と考えたほうが、おそらくは妥当なのだろう。

　またその地下空間の地面や天井などには、ヒカリゴケ──周囲の魔マ素ナを微量だけ吸収して半永久的に自然発光するコケ植物の一種──があちこちに点在しており、それのおかげでたいまつなどの灯あかりが届かずとも問題なく視界が確保される状態だった。

　その広大な地下空間に、大量に蠢うごめいているものがいた。

　サツキ同様に俺の横から首を出したミィが、小さく声を上げる。

「あれはロックワーム……の、幼虫ですか？　数は……三十以上は確実ですね。多分四十……もしかすると五十ぐらいいるかもです？」

「幼虫ってデカさじゃねぇけどな。でも確かに、普通のロックワームと比べると半分ぐらいの大きさか。でもあれでも、あたしたち丸呑みにしてすっぽり腹の中に納めちまうぐらいはできるだろ」

　そうミィとサツキが言うとおり、地下空間の底には、大量の小型ロックワームがうじゃうじゃと蠢いていた。

　ただ小型と言っても、全長は人の背丈の五割増しほどであるし、口を開けば人間一人を頭からどうにか丸呑みにできるぐらいのサイズではある。

　ちなみに、一人反応がないので後ろを見てみると、そこにいたシリルは置物のように固まって涙目でぷるぷると震えていた。

　あの位置からだと地下空間の光景はほとんど見えないと思うが、サツキたちが喋しやべっている内容だけでもうダメなのかもしれない。

　まあ、シリルはひとまず気にしないでおこう。今回の作戦上、彼女が決定的な役割を果たすこともないだろうし。

　一方でミィとサツキは、

「でも成虫は──見た感じいないですか？」

「みたいだな。大人は餌えさ探さがしの出稼ぎにでも行ってんのかね？」

「ありうるです。でも幼虫の護衛に何体かは残っていそうなものですけど」

「んー、言っても幼虫でもそんじょそこらのモンスターより強そうだしなぁ。あれに護衛っていらないんじゃねぇ？」

「そうかもですけど……」

　ミィは腑ふに落ちないという様子で考え込んでいた。

　俺もどちらかと言えば、ミィと同じ危き惧ぐをしていた──すなわち、どこかに「護衛」が隠れ潜んでいるのではないか。

　少なくとも、その可能性は視野に入れて動くべきだろう。

「魔法の目ウイザードアイを使って偵察をする。少し待っていてくれ」

　俺はそろそろ定番となってきた魔法の目ウイザードアイの呪文を行使し、俺の目の前に現出させた透明な「目」をトンネルから出して、地下空間へと進ませた。

「目」を進めるための精神集中をするかたわらで、ミィとサツキの会話が聞こえてくる。

「サツキ、分かるですか、この魔法の目ウイザードアイの凄さが？　実際に下りていかなくてもこの先が調べられるっていうのが、どれだけ凄いことか。自分の身を危険に晒さらさなくて済むですよ？　反則もいいところですよ？」

「わーってるよ。ウィルの凄さはあたしが一番よく分かってんの！」

「ホントですかぁ？　ミィのほうがウィリアムの凄さをよく分かってると思うですけど」

「んなことないし！　あたしのが分かってるし！」

　妙なことで張り合っている二人がいた。

　だが自分の仕事の価値を正当に評価してくれる仲間というのは、意外に得難いものだとも聞く。そのあたりも俺は、仲間に恵まれているのだろう。

　それはともあれ、俺は「目」を進めていく。

　下り坂の地面から常に一メートル半ほどの高さ──俺の目線の高さを目安にキープして浮遊させ、すり鉢状の地面に沿ってゆっくりと前進、下降させていく。

　そして「目」を進めながら、あちこちのトンネルを見て、隠れているロックワームがいないかを注意深く観察していく。

　見たところ、そうした様子はないようだが──

　──いや、いた。

　すり鉢状の底、ロックワームの幼虫が大量に蠢いている場所のだいぶ近くまで来たとき、基底部近くの大トンネルの中に、そのおぞましい怪物が潜んでいるのを発見した。

　それは複数体のロックワームを一つに束ねて、尾の部分で接着したような形状をしていた。例えるならば、ヒュドラのようだとでも言えばいいのか。

　そしてヒュドラで言うところの胴体に当たる部分から、長い触手のようなものが無数に生え、それがじゅるじゅると蠢いていた。

　あれがマザーロックワームだろう。

　偵察をしておいて正解だった。あれの存在を意識せずに攻めていたらと思うとゾッとする。

　俺はその後、「目」でほかのトンネルも見て回り、それ以外に特に潜んでいるものがいないことを確認してから、魔法の目ウイザードアイへの精神集中を解いて、意識を自分へと戻した。

　トンネルの中から、地下空間をのぞき見ている視界が戻ってくる。

　その俺のかたわらには、サツキとミィ。

　俺はミィの頭を半ば無意識的になでる。

「ミィ、ビンゴだ。護衛はいる。それもとんでもないのがな」

「にゃうっ、とんでもないの、ですか……？　──あっ、ひょっとして！」

「ああ、マザーロックワームと思おぼしきものが隠れていた。例の冒ぼう険けん譚たんに記述されていた姿形とも一致する」

　俺はそう言って、「目」で見た光景を仲間たちに伝えた。

　ちなみに背後では、俺の説明を聞いたシリルが、涙目を超えて滂ぼう沱だの涙を流しながら「ひっく、ひっく……早くお家うちに帰りたいよぉ……パパぁ……」などと言って幼児退行をしていた。

　……あれはひょっとしたら、本当に使い物にならないかもしれない。

　一方、俺の話を聞いたミィは、考え込むような仕草をする。

「ふみゅう……けどマザーロックワームって、どのぐらい強いのか分からないのが怖いです。モンスターランクは分からないですよね？」

「ああ。そもそもモンスター事典にも掲載されていないほどの珍種だ。分かる分からない以前に、格付け自体が為なされていない状態だろうな」

　一般にモンスターランクというのは、モンスター学の研究者と冒険者ギルドの格付け担当者との間の協議をもとに決定されるものだ。

　つまり人間が格付けをしているものなので、誤りもあるし、今回のケースのようにレアモンスターであれば、そもそも格付け自体が行われていない場合もある。

　なお多くのモンスターでよく見られるパターンは、ある集団の統率者──いわゆる「ボス」のモンスターランクは、そのモンスターの一般種と比べて二ランクから三ランク程度格上であるというものだ。

　例えばＨランクのゴブリンに対し、Ｆランクのゴブリンメイジや、Ｅランクのゴブリンロードが群れのボスを担当しているといった具合である。

　そう考えると、Ｄランクのロックワームのボスであれば、ＢもしくはＡランク相当の強さであることが一応の予想としては成り立つ。

　だがそれも一般論や傾向といったレベルの話にすぎず、必ずそうであるという保証はどこにもない。場合によっては、Ｆランクのオークの軍勢を率いているのが、その四ランク格上のオークエンペラーなどということも現実にはありうるわけだ。

　いずれにせよ、未知の強さのモンスターに不用意に攻撃を仕掛けるのは危険だ。サツキを突入させる前に、何らかの手段で敵の戦力を測っておきたい。

　一つ考えたのが、魔獣使役テイムモンスターで制御しているロックワームをけしかけるという方法だ。

　だがそれは脳内ですぐに却下される。親殺しを指示したところで、ロックワームがその指示に従ったりはしないだろう。

　となれば──

「これを使うか」

　俺はトンネルの岩壁に手を置いて、そう独ひとり言ごちた。
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「──岩従者作成クリエイトロツクサーヴアント」

　呪文を行使すると、俺が手を掛けていた岩がん盤ばんの一部が魔力を帯びる。

　そしてその部分が、直径一メートルほどの岩塊となって、ごろんと転がり落ちた。

　岩塊は形を変えていく。

　腕ができ、脚ができ、頭ができて、残りが胴体になる。

　数秒後、岩塊はずんぐりむっくりとした人型へと変形していた。

「へっ……？　ウィル、何これ？　岩でできた……人間？」

　サツキが驚いている。ミィも目をまん丸くしていた。

　俺は彼女らに説明する。

「ロックサーヴァント──ある種のゴーレムだと思ってもらえればいい。こいつを送り込んでマザーロックワームの戦力を測る。サツキはよく観察して、件くだんの怪物がどのぐらいの強さかを見極めてほしい」

「お、おう、分かった」

　サツキがうなずく。

　俺はさらに追加の説明をする。

「そしてそのためには、このロックサーヴァントがどのぐらいの強さか、サツキには身をもって体感してもらう必要があるだろう」

「ん、まあ、確かにそのほうが分かりやすいかもな。でも体感って、どうやってすんの？」

　サツキは首を傾げる。

　それに対し、俺はサツキを指し示しつつ、作り出した従者に魔法語ルーンワードで命令を下した。

「──ロックサーヴァント、彼女を襲え」

　するとロックサーヴァントは、その瞳ひとみに当たる部分を魔力の光でギンと光らせた。

　そしてサツキに向かって、一歩、二歩と歩み寄っていく。

「へっ……？　──うぉっ!?」

　ロックサーヴァントが振り下ろした拳こぶしを、サツキがとっさに飛びのいて回避した。

　するとよけた先のサツキに向き直り、再び岩従者が目を光らせる。

「ちょっ……！　ウィル、何を……!?」

　攻撃を続けるロックサーヴァント、それを素早い動きで回避するサツキ。

　俺はサツキに向け説明を加える。

「見ての通り、ロックサーヴァントの動きは大して速いものではない。サツキぐらいならば、このような狭い場でも、そうそう直撃を受けることはないだろう。だが──」

「ぐっ……！」

　つかみ掛かろうとするロックサーヴァントの両手を、サツキの両手が受け止めた。

　岩のごつごつとした手と、サツキの見た目華きや奢しやな手とが組み合うと、ロックサーヴァントはサツキを押し込もうとする。

「んぐっ……！　ウソだろ……!?　こいつ、すっげぇバカ力……！」

　押し込まれたサツキが、地面に片かた膝ひざをつく。

　サツキは見た目華奢なようでいて、命気オーラで筋力を強化できるためそんじょそこらの筋肉自慢の男にパワー負けすることはないのだが、それでもなお押され気味の様子だった。

　しかしサツキのほうにも、プライドというものがあるようで──

「んぎぎぎぎっ、ふざっ……けんなよっ……！　にゃろぉおおおおおおっ！」

　サツキはその身に命気オーラを強くまとわせ、ロックサーヴァントを押し返していく。

　ぐぐっ、ぐぐっと押し返し──やがて両者は、最初に組み合った位置で拮きつ抗こうした。

「──と、このように、ロックサーヴァントは相当の怪力の持ち主だ。ほかにも岩の体による高い防御力もあって、動きは鈍重ながら総合的な戦闘力はモンスターランクＥに相当すると評価されている。それでも敵戦力を厳密に測るには力不足かもしれないが──」

「分かった！　分かったから、早くこいつ止めてよぉっ！」

　俺が説明を続けていると、サツキから泣き言が飛んできた。

　まあ、確かにそろそろ十分だろう。

「分かった。──ロックサーヴァント、命令解除だ」

　俺が魔法語ルーンワードで指示を出すと、ロックサーヴァントは動きを止める。

　解放されたサツキは、膝に手を置いてはぁはぁと荒く息をついていた。

　その姿を見たミィが、若干引いた様子で聞いてくる。

「う、ウィリアム……今の実践する必要あったですか？」

「ああ。サツキは感覚派だからな。言葉で説明するより、体感してもらったほうが認識が速いし的確だ」

「……感覚派も大変です。ミィは理論派でいきたいです」

　ミィはどこか憐あわれみを含めた目でサツキを見ていた。

　さて、そうしてロックサーヴァントに関する実演を交えた戦力説明をしたあと、サツキが一休みしたところで、実践行動に移ることにする。

　静止している岩従者に、魔法語ルーンワードで再び指示を出す。

「──ロックサーヴァント、あのロックワームの幼虫たちに攻撃を仕掛けろ。ただし何者かから攻撃を受けたら、攻撃対象をその相手に切り替えること」

　俺の命令を受けて、ロックサーヴァントの目が再びギンと光る。

　そして岩従者は、俺たちがいるトンネルを出て、すり鉢状の地下空間をあまり速くない速度で駆け下りていった。

「ではサツキ、ミィ、よく見ていてくれ」

「オーライ！」

「はいです」

　俺、サツキ、ミィの三人が、トンネルの出口から顔だけをわずかに出して様子を見る。

　なお、一応後ろを振り向いてシリルの動向も確認してみたが、彼女は俺と目が合うと、涙目でぶんぶんと首を横に振った。

　表情と仕草が子供のようになったシリルは、外見とのギャップがあってどこか可愛らしいのはいいのだが──俺はひとまず、今日はもう彼女のことは気にしないでいこうと思った。

　さて、それはともかく。

　ロックサーヴァントはすり鉢状の下り坂をのしのしと下りて、ロックワームの幼虫に近付いていく。

　やがて幼虫たちが、接近者の存在に気付いたようだ。大量にいる大型幼虫が、次々とロックサーヴァントのほうを向く。

　なお順当に考えて、ロックサーヴァント一体だけではあの幼虫群を倒すことも不可能だろう。一対一ならともかく、あれだけの数を相手にすればあっという間にむさぼり食われて終わりだと思われる。

　もしそうなってしまった場合、この実験は何の検証にもならない単なる魔マ素ナの無駄使いに終わってしまうが──そうならないよう、俺は半ば祈るような気持ちでその「襲撃」を待った。

　そして、待つこと数秒。俺の望みどおりに、その瞬間は来た。

　ロックサーヴァントが幼虫たちに、残り二十歩ほどの距離まで近付いたときだった。

　幼虫たちの近くにあった大トンネルから、数本の触手がロックサーヴァントに向かって伸びてきたのだ。

　触手群は標的に回避をする余地などまったく与えずに、その両腕両脚、胴、首などに次々と巻き付いていく。

　もっとも回避する余地なしというのは、ロックサーヴァントの鈍重な動きではとても無理だという意味であり、例えばサツキならばどうかというのは俺の目では判然とはしなかった。

　だがその点に関しては、サツキ自身が語ってくれる。

「むちゃくちゃ速くはねぇけど、あの数の触手は厄介だな。あたしでもさばき切れるかどうか──あんま自信はないな。ミィはどうだ？」

「ミィもあんなのやってらんないです。しかも捕まったら艶えん本ぽんみたいにされそうです。貞操のピンチは嫌です」

「……い、いやいや。そういうのはねぇだろ。ロックワームだろ？　捕まったら食われてお終しまいだろ？」

「そうかもです。でもどっちも御免です」

「そりゃ違いねぇ」

　二人がそんな話をしていると──さらに事態が動いた。

　触手に組みつかれたロックサーヴァントだったが、最初その力は触手と拮きつ抗こうしているか、あるいはそれ以上で、自身に絡みついた触手をぐいぐいと引っ張って拘束から抜け出そうとしていた。

　だがそこに、同じトンネルからさらに別の触手が何本も伸びてきて、それらまでが次々と組み付いていく。

　最初と比べて二重、三重の触手に巻きつかれたロックサーヴァントは、ついに力負けして、為すすべなく引きずられていった。

　やがてロックサーヴァントは、触手が伸びているトンネルの中へと引きずり込まれた。

　以後、音おと沙さ汰たなし。もうこの時点で、ロックサーヴァントはやられたと考えるべきだろう。

　それを見た俺たちは、サツキを皮切りに作戦会議を始める。

「えっと……あれ、一度触手に組み付かれたらお終いじゃねぇ？　ヤバくね？」

「あそこまで下りていったら触手が来たってことは、触手の射程があのあたりってことです？　あそこまでテリトリーだとすると、ウィリアムの魔法でも攻撃するのは難しそうです？」

「ああ。おそらくはあの触手の攻撃範囲、俺の攻撃魔法の射程と同程度だろう。幼虫だけならどうにか射程外から撃てる見込みもあるが、それも触手の本体が移動してくればすぐに捕まる位置だ。──ちなみにサツキ、あの怪物をどの程度の戦力と見る？」

　俺があらためてそう聞くと、サツキは少し考え込んだ。

　それから、やや慎重な様子で見解を述べる。

「……さっきの魔法の目ウイザードアイで見たときのウィルの話とも合わせて考えると、悔しいけど今のあたしが勝てる相手じゃないと思う。でも──師匠に教わった『あの技』ができれば、ひょっとしたら……。つかめそうな気はしてんだ、何となく……」

　サツキはそう言って、ゆっくりと、演武のような動きをし始める。

　無手で刀を振るう動作をし、体を反転させ、切り返し──頭に浮かんでいる何らかのイメージを、体に映し出そうとしているように見えた。

　それはさておき。

　サツキの言い分から察するに、彼女は相手を現在の自分のワンランク上の存在──すなわちＢランク程度のモンスターと見込んでいるように思えた。

　一方俺も、サツキほどその辺りは鋭えい敏びんでないにせよ、おそらくあれがＡランクやそれ以上ということはなさそうだと感じていた。

　もちろん、まだ見えていない要素が原因で、それ以上の評価になる可能性がないではないが。

「ちなみにサツキ、今の感想は、俺の魔法による支バ援フは考慮に入れているか？」

「あ、それは入れてねぇ。っつか、どんな支バ援フがもらえるのかも分かんねぇし」

「それもそうだな」

　ならば、今あるサツキとマザーロックワームとの間の戦力差を埋め、その上で凌りよう駕ができるようにしてやればいいということだ。

「では、それに取り掛かるとしよう。──サツキ、全身の力を抜いて、俺の魔法に身をゆだね、魔法を受け入れてくれ」

「お、おう。……エロくない、エロくないぞー」

　俺はサツキに向かって杖を構え、呪文の詠唱を開始する。

　相変わらず意味不明なことを言うサツキは、放置することにした。
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　敵の能力も加味した上で、行使する呪文を再検討、最善と思う強化構成を決定する。

　魔マ素ナの残量、消費量とも相談し、最適解を導き出す。

　結果、行使を決めた呪文は四つとなった。

　サツキに対して行使する呪文の一つ目──

　それは、まず何よりも身体能力増強フイジカルバーストだ。

　俺は呪文を唱え、サツキにその効果を宿らせる。

　すると──

「──うはっ!?　な、何だこれ、体から力が湧わき出でてくる……！　マジかよ、すっげぇ……！」

　サツキのテンションが一気に上がった。

　彼女の体からは、魔力と命気オーラが入り混じった力が、肉眼で目視できるほどの輝きを持ってあふれ出していた。

「あ、その呪文、ミィも知ってるです！　オークエンペラーとの戦いで、ミィやアイリーンに使った呪文ですね？」

「ああ。筋力や敏びん捷しよう性せいをはじめとした身体能力全般を大幅に強化する上級魔法だ。この呪文一つだけでも、モンスターランク一つ分ぐらいの戦力差はゆうにひっくり返せるだけの力がある。──では、次だ」

　続いて行使するのは、炎熱武器ヒートウエポン。

　これは魔力武器エンチヤントウエポンの上位互換に相当する中級魔法である。

　俺が呪文の詠唱を終えると、サツキの刀に燃え立つ炎のような赤あか橙だいだい色いろの魔力の輝きが宿った。

「んんっ？　刀に魔法……？」

「ああ。ではサツキ、その刀でこの岩壁を軽く斬きってみてくれ」

　俺はそう言って、かたわらの岩壁に手をついてサツキに指し示す。

「……へ？　いや、ロックワームみたいに皮ひ膚ふだけ岩っぽいのならともかく、ガチの岩はさすがに斬るのキツイんだけど……」

「いや、そんなに気張らなくていい。軽くで構わない」

「んー？　軽くって、こう……？　──うおっ、なんじゃこりゃ!?」

　サツキがトンネルの岩壁に刀で軽く斬りつけると、刀の刃先が触れた部分からドロッと岩が溶けて、バターに熱したナイフを入れるようにスッと刃が通った。

「それが炎熱武器ヒートウエポンの効果だ。その魔力が宿す熱量は、火山のマグマが持つそれに匹敵する。なお武器そのものは防熱の魔力で保護されているから安心してくれ」

「ふえぇっ……何だこれ。こんなのロックワームの皮膚なんか楽勝で真っ二つじゃん」

　サツキは感動して、その刀で岩壁をスパスパと斬り裂いていた。

　実際にはそれほどの速度で斬れるのはサツキの技量もあってこそだが、いずれにせよ攻撃力が大幅にアップする呪文であることは間違いない。

　次いで、俺はさらに三つ目の呪文を唱える。

　上級の防御呪文、物理障壁フオースフイールドだ。

　呪文が完成して魔力がサツキの体に吸い込まれる。

「えっと……これは？」

「物理障壁フオースフイールド──対象の体の周囲に不可視のバリアを張る呪文だと思ってもらえばいい。あの怪物の攻撃でも、ダメージを二発までなら完全無効化してくれるはずだ。ただこれはあくまでも保険だと思ってほしい。基本的には一撃も貰もらわないつもりで挑んでくれ」

「オッケー了解。……あ、でもダメージってことは、触手に絡みつかれるのは防いでくれない？」

「ああ、そういうことになる。締めつけ攻撃でもしてくれば、そのダメージだけは吸収するが──触手への対策は、最後のこの呪文で行う」

　俺はそう言って、四つ目の呪文を唱える。

　そして、その呪文の効果の説明を終えると──

「……へっ、マジで？　それってもう負けようなくねぇ？」

「ひ、ひどいです……むしろ触手が可か哀わい想そうになってくるです……」

　サツキとミィが、そんな感想を漏もらした。

　それを聞いた俺は、ふと笑う。

「まあ、見えている範囲の脅威はすべて潰つぶしたつもりではある。そういうわけだから──思う存分暴れてこい、サツキ。キミのことは、俺の魔法が守る」

　その言葉に、サツキは感極まったという顔をする。

　なんだか今にも泣きそうだ。

「ウィル──あたし、ウィルのこと今すぐ抱きしめたい！」

「……やめてくれ。俺を殺す気か。四つ目の呪文の効果の説明を聞いていなかったのか」

「ふひひっ。じゃあ帰ってきてからにする！」

「……そうか」

　何だか戦いが終わったあとが色々怖い気もするが、そのときはそのときだ。

「うっし、テンション上がったぁ！　じゃ──行ってくる！」

　サツキはそう言って、トンネルから身軽にぴょんと飛び出る。

　そして坂道を、凄すさまじい速度で駆け下りていった。

　そのスピードはロックサーヴァントのそれと比べると段違い、数倍の速度だ。

　俺はトンネルから顔を出し、サツキの背中に声をかける。

「サツキ──気を付けろ、と言いたいところだが、キミにこの言葉は逆効果なのかもしれん！　だから言い方を変える──キミのベストを尽くせ！　それがどういう方法なのかは、キミのほうが分かっているだろう！」

　その声が届くと、サツキは軽く手をあげる。

　そして疾しつ風ぷうのように駆け下りていったサツキは、あっという間にロックワームの幼虫の群れへと突入していった。
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～サツキ視点～

　地下空間を駆け下りる。

　地面が粘ねん液えきで少しぬめっているけど、駆け下りる分には大したことじゃない。

　そんなことより、すごいスピードだ。

　いつもの五割増し以上の脚力で地面を蹴けっている感覚がある。

　景色が飛ぶような速さで後ろに流れていって、向かう先のロックワームの幼虫の群れがあっという間に近くなってくる。

　きっとウィルが掛けてくれた身体能力増強フイジカルバーストって魔法の効果だろう。

　体の奥底から力が湧いて出てくる感じ。

　ヤバい。今なら誰にも負けないって感じがする。

　姫さんにも、あのグレンって野郎にも多分勝てる。

　だけどそれは、ウィルの力をもらっているからだ。あたし自身の力じゃない。

　──だから、ここでつかむ。

　いつまでも負けっぱなしは嫌だ。

　ウィルのそばにいるのに、ウィルに甘えていたんじゃダメだ。あたしはウィルを支えられるようになりたい。

　そのためには、精しよう進じんすること。

　でもビジョンが見えなかった。どうやったら今よりも強くなれるのか。

　日々のトレーニングは続けるにしても、それだけじゃ足りない。

　もう一つ、殻からを破る何かが必要なんじゃないかってずっと思っていた。

　それでずっとあたしなりに、あまり頭良くはないなりに考えて、考えて、考えて──思い出した。

　昔、師匠が教えてくれたけど、できるようにはならなかった技。

　それがふと、今ならひょっとしたらできるんじゃないかって思った。

　すぐそこまできている。

　もう一つ、何かイメージがつかめれば──

　そんなことを思っていると、後ろからウィルの声が聞こえてきた。

「サツキ──気を付けろ、と言いたいところだが、キミにこの言葉は逆効果なのかもしれん！　だから言い方を変える──キミのベストを尽くせ！　それがどういう方法なのかは、キミのほうが分かっているだろう！」

　このウィルの言葉を聞いて、あたしは、ああそっかって思った。

　そして、嬉しく思った。

　ウィルはいつもあたしに、気を付けろ、注意が足りないって言う。

　ミィやシリルもそうだ。

　でもあたしには、それがよく分からなかった。

　気を付けるっていうのがよく分からない。

　あたしはいつも、体と気持ちが動く方向に動いて、刀を振るう。

　動きには流れがある。流れに逆らったらうまくいかない。

　気持ちと体とが自然に向かう方向に動く。それがあたしのやり方で、そうじゃないやり方なんて分からない。

　だけどウィルが言うんだからきっと正しいんだろうって思って、気を付けたり、注意したりっていうのをやってみようとした。

　それがあたしを成長させてくれるんじゃないかって思って試してみた。

　でもやっぱりうまくいかなくて。

　気を付けるとか、注意するっていうのが、流れを止めるものにしか思えなくて。

　で、もっと考えて考えて考えるうちに、思った。

　ウィルとあたしは、違うんじゃないかって。

　ウィルにはウィルに合ったやり方が、あたしにはあたしに合ったやり方があって、ウィルのアドバイスはあたしには違うんじゃないかって。

　そう思ってから身が軽くなった気がして──それで、今のウィルの言葉だ。

　あたしと同じところに、ウィルが来てくれた。

　ウィルだっていつも絶対に正しいわけじゃないんだ。

　ウィルだってあたしと同じで、今も少しずつ、一歩一歩前に向かって進んでる。

　それに、誰かの言うことは、誰かの言うこと。

　あたしがやることは、あたしが決めること。

　何があたしのベストかは──あたしが一番よく知っているんだから。

「うっしゃあああああああっ！」

　気合を入れなおす。ロックワームの幼虫の群れはもうすぐ目の前だ。

　幼虫って言ったってあたしよりでかい巨大幼虫だけど。

　タン、タン、タンと力強く跳ねるようにして駆け下りていく。

　すると、あと数歩というところで、視界の端から触手が飛んできた。

　来やがったな。

　でもあれじゃあ、今のあたしの速さには届かない。

「──ひゃっほおおおおおおおぅ！」

　勢いのまま、地面を強く蹴ってジャンプする。

　それで一気に、何十体もいる巨大幼虫の群れの真まっ只ただ中なかへ向かう。

　何本もの触手が、一瞬遅れてあたしが直前までいた地面に殺到していた。

　遅ぇよバーカ。ノロマ。

　でも巨大幼虫の群れのいる場所に着地しようとすると、そこにいた巨大幼虫の一体が、あたしを呑み込もうと上に向かって口を開いてきた。

　ぐぱあっと、唾だ液えきまみれで開かれた大口。気持ち悪いけど、怖いとは思わない。

「邪魔だっ！」

　あたしは落下しながら空中で足を振り、そいつの顎あごを蹴っ飛ばす。

　命気オーラと魔力で強化された蹴りのパワーは、巨大幼虫の中途半端に大きい図ずう体たいに直撃すると、それをずしんとひっくり返した。

　近くにいた別の一体がその下敷きになって、ぐぎゅっという可愛くない悲鳴をあげる。いや、可愛くても困るけど。

　地面に着地するなり、瞬速で一歩を詰めて刀を振るい、まずその二体を斬って捨てる。

「ギュォオオオオオオオッ！」

　悲鳴。振った刀はロックワームの岩のような皮膚を一瞬で溶かし断ち切って、その肉体もろとも縦一文字に斬り落とした。

　刀身の長さの問題で完全に輪切りにはできないけど、生命力を奪うには十分だ。

「まず二つ。次は──」

　すると周囲にいた山ほどの数の巨大幼虫たちが、やっぱりぐぱぁっと大口を開いて、巨体を揺らしてあたしのほうへと向かってくる。

　動きがノロいからやられる気はしないけど、見た目は軽くホラーだ。

　あたしは体感的にスローモーションで迫ってくる巨大幼虫の群れをぼんやりと見回して、通るべき「道」を見み出いだす。

　どのルートを通っていけば手詰まりにならず、巨大幼虫どもを斬り捨てていけるか、それを直感的に見つけ出す。

　その最中、さっきの触手の群れがまたこっちに向かってきたのが見えた。それもスローモーション。

　触手の出所を追いかけると、一個の大きなトンネルの穴の中。ウィルが言っていたとおりだ。

　あたしはそれも視野に入れて、そのトンネルまでの道筋を探る。

　たどるべき「道」は、一瞬で閃ひらめいた。

　ウィルに強化してもらった身体能力があるからこそ、それを前提にするからこそ見える「道」。

　地面を強く蹴ってスタートする。

　そして加速し、切り返し、稲いな妻ずまのようにジグザグに迅雷の速度で「道」を駆け抜ける。

　巨大幼虫の群れの間のわずかな隙間を縫ぬって抜けていく。

　再び殺到する触手も、次々と降り注ぐ巨大幼虫の嚙みつき攻撃も、一瞬前にあたしがいた場所を攻撃するだけ。意識的に回避する必要すらない。

　その道すがら、流れを殺さないように巨大幼虫たちを斬っていく。

　必然、踊るような、舞うような動きになる。

　三つ、四つ、五つ、六つ、七つ、八つ──

　次々に悲鳴を上げ、地に伏ふしていく巨大幼虫たち。

　──あ、これか。

　これでいいんだ。

　オッケーオッケー。全部つかんだ。

　何も難しいことなかったじゃん。何やってたんだろあたし。

　ってわけで、奥おう義ぎ『流りゆう水すい舞ぶ踏とう』、修得完了！

　でもこれ、地の身体能力がないとしんどいかもなー。

　普段のあたしじゃ、相手によっちゃ難しいかも。やっぱり地の力は必要だ。

　ま、それはそれとして。

　うーんしかし、こんだけ潰してもまだ何倍も数いるのな。

　こいつら全滅させるの結構めんどいな。これやっぱ後回しだな。

　それよか──ほら来た、触手第二陣。

　最初に襲ってきた第一陣の触手と、第二陣の触手、それぞれ別の方角からあたしに向かって迫ってくる。

　あたしはとっさに「道」を探す。

　──でも、やりたいこと全部を満たす「道」は見えない。

　あー、どっちかの触手たちとぶつからないとダメだなこりゃ。一度退ひけばそうでもないけど、それやったらジリ貧ひんだろうし。

　ちなみに、触手の群れと正面衝突して切り抜けるのはちょっと難しいと思う。

　うまいこと一本一本よけてかいくぐるっていうのは至難の業だし、あれだけの数を全部まとめて切り捨てるっていうのも無理がある。

　多分、ぶつかったら捕まるよな。

　でも──まあいっか。

　あたしは触手第二陣と正面衝突する方向で進路を決める。

　それは触手の出所である穴に、最短ルートで進む「道」だ。

　前に向かって地面を蹴る。

　触手の群れが、あたしの正面やや上方から降り注いできて──
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「……な、何ですかあのサツキの動きは……。すげーです……」

　トンネルから首を出し地下空間を見下ろしながら、俺の隣にいるミィがそんな感想を漏らす。

　一方の俺も、驚きを隠せなかった。

　ロックワームの幼虫たちの間をかいくぐり、縦横無尽に動き回るサツキの小さな姿。

　彼女が通ったあと、その周囲の巨大幼虫たちが次々と地に伏していく。

　触手の攻撃も幼虫の攻撃も、彼女に及ぶどころか次元が追い付いていない、そんな印象だ。

　それはサツキの本来の運動能力に身体能力増強フイジカルバーストの効果を加味して考えても、想像もつかないほどの恐ろしい戦果だった。

　ただ、それは速さのみによって為されているものとは見えなかった。

　言葉で表現するならば、「恐ろしく無駄がない、完かん璧ぺきな立ち回り」とでも評するのが近いだろうか。

　どこをどう計算して動いたらあんな動きになるのか。どんな速度で思考してもあの動きには至れるはずがないと思える。

　まるで最初から決まり切った動作のルートをそのまま現実化してたどるような、そんな予定調和。

　川の水がそう流れるのだと決まっているように、出来事があるがままに起こり、サツキの無双を追認していく。

「──あ、でも」

「むっ……」

　だがそれゆえに、ミィも俺も上から見ていて気付く。

　サツキの正面から迫る第二陣の触手の群れ。

　それは今のサツキの「流れ」を殺す堰せきのように、無双をする少女へと迫りゆく。

　そしてサツキ自身も、それに向かって突っ込んでいって──
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　あたしは選んだ「道」を走る。

　正面から、何本もの触手があたしに向かって襲いかかってくる。

　両手両足、太もも二の腕、胴体に胸に首──巻き付こうとする狙いはそんなところか。

　一本や二本よけようとしたって無意味だし、大きく横っ飛びでもしてまとめてかわそうと思えば「道」から外れる。それじゃあダメだ。

　だったら、そう。

　まっすぐ堂々と向かっていって、巻き付きたければどうぞって、それでいい。

　そう思ったあたしは「道」を邁まい進しんする。

　だって、あたしのことはウィルの魔法が守ってくれるって分かっているから。

　そうすると自然の成り行きで、触手があたしに絡みついてくる。手足に、胴に、首に。

　すると──

　──ジュウッ！

　何かが焼けた音と、焦げた匂におい。

　触手が慌ててあたしの体から離れる。

　その触手たちは、あたしに巻き付いた部分からどろりと溶け、さらには炭化して崩れていっていた。

「ははっ、バーカ！　全部ウィルの手の内なんだよ！」

　あたしはその隙を突いて「道」を進む。触手を伸ばしている本体がいるであろうトンネルへと走っていく。

　──ウィルがあたしにかけてくれた四つ目の呪文は、炎身フレイムボデイっていうらしい。

　要は炎熱武器ヒートウエポンをあたしの全身にかけるような呪文だという。

　熱量は炎熱武器ヒートウエポンほどじゃないけど、呪文の対象になる本体や衣服が防熱の魔力で保護されるあたりはそのまんま一緒。

　で、そうするとどうなるかっていうと、あたしに組み付いてこようとする不届きな触手は、思いっきり大おお火傷やけどを負うことになる。

　──ってことで、分かったかな触手くん？

　あたしに抱きついていいのは、ウィルだけだからね。あたしに触ると火傷するよ？

　……や、実際にはウィルでも火傷するから、抱きつこうとしても拒否されたんだけど。

　それはさておき。

　こうなってしまえば、触手はあたしに何にもできない。

　いや、本当はぶん殴ってくるぐらいはできるはずだけど、とっさのことで触手もどう動いていいか分からないのか、ふよふよとためらうような動きを見せていた。

　その間にあたしは、さっさと「道」を進んで行く。

　経路にいた巨大幼虫を調子よく斬り捨てながら、ついに件のトンネルへと躍り込む。

　その大きなトンネル──あたしの背丈の三倍ぐらいの天井の高さと横幅がある──の奥に潜んでいたのは、ウィルが言っていたとおりの化け物だった。

　小っちゃい頃に絵本で見たヤマタノオロチってのに、近いと言えば近いかもしれない。

　でも胴体から生えているのが大蛇の首じゃなくてロックワームっていうあたり、すっげぇグロテスク。

　胴体から生えているロックワームの数は七つ。

　それぞれがロックワームの成虫と同じぐらいの大きさで、そのうち真ん中の一体だけはさらに一回りでかい。

　そんな化け物が、トンネルの中に伏せるようにして潜んでいた。

　ただでさえでかいロックワームが束になっているようなもんだから、とにかくでかい。トンネル自体が広いのに、そいつはその広いトンネルにみっちり詰まって横たわっている感じだ。

　ちなみに触手はどこから生えているかって言うと、胴体の左右の脇から一群ずつ伸びているみたいだった。

　片方が十五本ずつぐらいあって、両方で三十本前後ってとこか。

「さて──こいつをどう料理すっかね」

　あたしはトンネルの入り口で、一度足を止める。その化け物──マザーロックワームの先端部分まで数歩といったぐらいの位置だ。

　触手群はゆらゆらと、あたしの周囲をうろついている感じ。向こうも攻めあぐねているってとこか。まあ触ったら火傷するのが分かっているんだから、おいそれとは攻められないだろう。

　だけど同時に気付く。

　あたしに絡みついて溶けたり炭化したりした触手が今、おぞましい肉の盛り上がりを見せながら、もりもりと再生しつつあった。

　……ったく、何でもありだな。まあそのぐらいしてくれないと物足りないかって気もするけど。

　触手だけじゃなく、本体も再生するかもな。

　ま、だとしても大丈夫だろ。それより速く生命力を削ぎ落とし続ければ多分勝てる。

　あたしは敵の全体を見渡して「道」を探す。

『流水舞踏』は群れを相手にするときにしか使えないって技じゃない。単独の敵を相手にしたって「流れ」はある。

　ぼんやりと見ること一秒ほど。

　そうすると──見えた。

　あたしは軽く地面を蹴り、その「流れ」に乗る。

　触手が振りかぶってあたしを引っぱたきにきたのは、その一瞬後だった。空振りして地面を叩く。もうそこにあたしはいない。

　あたしは前進する。

　最初は少し左に向かっていって、三歩目で急制動、反転しつつ右に切り返し。

　化け物の首のうち二本が伸びて、直前まであたしがいたところに食いついてくる。

　それを斬る。

　表皮が分厚くて、ほとんど岩そのものを斬っているぐらいの手ごたえだったけど、ウィルがかけてくれた炎熱武器ヒートウエポンのおかげで別になんてことない。あっさり斬れる。

　一つ、二つ、三つ。

　トータル三回斬ったところで、軽く後ろに跳ぶ。

　一瞬遅れて別の首が降ってきて、誰もいなくなったところに食いつく。

　そいつを唐から竹たけ割わりで斬って、また本体に向かって前進。

　あたしが少し身を沈めると、頭上を通り過ぎる首。

　それを下から突き刺して、押し切ってさばく。

　少し横によけて、また進む。

　──まあ、後もだいたい似たような感じだった。

　斬って、動いて、斬って斬って、動いて斬って。

　わりと化け物の周りをあっちこっち動き回った。多分トータル二十回以上は斬ったと思う。

　そいつはやっぱり本体も再生してきた。

　でも、それも追いつかない。あたしが斬るほうが遙はるかに速く、そのダメージのほうが遙かに重い。

　それでも、でかいだけあってタフだったけど──

「──ギュオオオオオオオオッ……！」

　──ズゥン！

　やがて断末魔の悲鳴を上げ、ついに力尽きて倒れ伏した化け物。

　そしてびくびくと痙けい攣れんした後、動かなくなった。

　一等でかい真ん中の頭部に刀を突き刺して、刺した部分がどろりと溶けていっても、そいつはもうびくりともしなかった。

[image: ]

　どうやら、倒したみたいだ。

「──ふぅ」

　呼吸を整えて、ホッと一息。

　すげぇ集中した……。体の方はともかく、精神的にめっちゃ疲れた。

　ロックワームの親玉はまったくいいところも見せられないまま撃沈したけど、別に雑魚だったってわけじゃない。

　ウィルの魔法がなかったら、流水舞踏に開眼していても勝ちきれなくて、やられていたのはあたしの方だったかもしれない。

　っていうか、多分そうなったと思う。

　触手のせいで近付くのも難しかっただろうし、仮に接近できて本体とやり合ったとしても、高い防御力と再生能力に阻まれて削り切れなくて、先に息切れしていたのはあたしのほうだろう。

　まあでも、いずれにせよ勝ったのはあたしらのほうだ。

　ウィルが支えてくれているんだから、こんな奴に負けるわけがない。

　だってウィルと初めての──いや、初めてじゃない共同作業なのだ。

　にひひっ、うへへっ、うひひひひっ。

　……こほん。

「さぁて、そんじゃあとは──」

　ロックワームの親玉を倒したあたしは、突き刺した刀を引き抜くと、後ろへと振り向く。

　そのあたしの視線の先には──こっちに向かって這はい寄より群がってくる、ロックワームの巨大幼虫たちの姿。

　どうやら親マ玉マを殺やられてお怒りのようだった。

「わりぃな──でもよ、こっちだって仲間を殺られたドワーフからの依頼なんだ。ぶつかっちまったら、強い方の群れが生き残るんだよ」

　さて、そんなわけでもうひと仕事だ。

　あたしは刀を振って、巨大幼虫の群れへと向かっていく──
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　サツキの戦いぶりは、待機させていた魔法の目ウイザードアイを再稼働させて見ていたが、やはり凄まじいと言うほかにない無双ぶりだった。

　マザーロックワームはどうやら高い自己再生能力を持っていたようで、それは明らかに俺の計算外だった。

　しかしサツキはそんな程度のイレギュラーはモノともせず、圧倒的な立ち回りでマザーロックワームをねじ伏せた。

　盤上遊戯チエルトを詰めから逆算して今の一手を打つような動き、それを何十と繰り返しての圧勝。

　それをおそらくは直感──フィーリングだけで実現しているのだから、戦士の世界には俺たち魔術師メイジには計り知れない領域があるのだと思う。

　なお、先にマザーロックワームの総合力はＡランク以上はないだろうと予想したが、こうして実戦での戦闘模様や再生能力の凶悪さを見てみると、あれをＢランクという枠に含めるのも問題がある気がしてくる。

　アイリーンや王宮近衛このえ騎き士しなどといったＢランク級の戦士が、単身で互角に渡り合えるような相手とも思えない。そのクラスが二人掛かりでようやく勝利を勝ち取れる程度であろうから、Ｂ＋といったあたりが妥当なランク付けだろうか。

　いずれにせよ言えるのは、あれを相手に一撃の被弾もなくあっさりと圧勝をもぎ取った今のサツキの実力は、間違いなく本物だということだ。俺が付与した魔法の効果を計算に入れても、過去のサツキの実力では辻つじ褄つまが合わない。

　そう思うと、俺は口の端が思わず吊つり上あがる。

　サツキはまだまだ強くなるだろうとは思っていたが、こうも早く結果をつかむとは。さすが、大したものだと言うほかはない。

　彼女は毎日欠かさず早朝のトレーニングを続けていたが、それが蓄積となって、その成果がたまたまこのタイミングで開花したのかもしれない。

　本来、人の成長なんてゆっくりとしたものだ。日々精進をしていたって、そんなに簡単に「結果」はついてこない。

　すでに一定以上の十分な実力を持っているなら尚なお更さらだ。皆がそんなに簡単に結果をつかめるなら、誰だって一年後にはＳランクの実力を持つ達人になれてしまう。

　ゆえに、努力による成長は難しい。

　すぐに目に見えるような成果が出ずとも腐らず、あきらめずに日々の努力を続けることは、誰にでもできることではない。

　だが、それを日々たゆまず続けてきたサツキだからこそ、そこに至れたのだろう──そう思いたがるのは、あるいは俺の感傷かもしれないが。

　俺は魔法の目ウイザードアイがもたらすサツキの姿を見ながら、そんなことを考えていたのだが。

「う、ウィリアム！　あれ……！」

　そのとき、ミィが俺のローブを引っ張ってくる感触。

　俺は魔法の目ウイザードアイの視界から、俺自身の視界へと戻す。

「ミィ、どうした？」

「見るですウィリアム、あれ！」

「あれ……？」

　ミィが指さしている方角を見る。

　それは俺たちのいるトンネルから、地下空間を隔てて少し離れた斜はす向むかいだった。

　俺たちがいるのとは別のトンネルの出口。そこに二人の冒険者の姿があった。

　それを見て、俺も息をのむ。

「もう来たのか……」

　──グレン、そしてセシリア。

　赤髪で黒くろ甲かつ冑ちゆうの青年と、銀髪黒ローブの女性がそこにいた。

　俺の想定よりも遙かに早い。

　俺たちは魔獣使役テイムモンスターの効果を利用して、最短ルートでここまで来たのだ。それなのにあの二人、やや遅れてとは言え、タイムラグ程度の差でここにたどり着いてきた。

　ひょっとしてセシリアも、魔獣使役テイムモンスターを使えるレベルなのか？　まったくあり得ない話ではないが……。

　二人はトンネルの出口から地下空間を見下ろし、何やら話をしているようだった。何を話しているかは聞こえない。

　そしてしばらくすると、二人は俺たちの存在に気付いた。

　グレンが大声を張り上げてくる。

「おう魔術師メイジ！　ここは虫けらの巣穴か？　俺と同じタイミングでここにたどり着くとは、テメェもなかなかの豪運を持っているみたいだな」

「……豪運？　──運、だと……？」

　……まさか。

　やつらは……いや、やつは──

　ただ持ち前の運の良さだけで、このタイミングに、ここにたどり着いたというのか？

　あり得ない。

　いや、あり得なくはない。あり得なくはないから、今やつがここにいる。

　サイコロを三つ振って、全部六の目を出すぐらいの豪運を持っていればあり得る話。

　舌打ちをしたくなる。

　道理を、計算を、ただ運だけで覆してくる存在があっていいものか。

　しかし一方で、安あん堵どもする。

　あれを相手に、純粋な運試しの勝負をしなくて良かったと。

　俺はグレンに向かって、こちらも声を張り上げ言葉を返す。

「いや、こちらは運ではない、必然だ。それに厳密には同じタイミングではない──サツキ！」

「──おう。呼んだ、ウィル？」

　地下空間のすり鉢状の底。

　二十体ほど残っているロックワームの幼虫たちが、一つの大型トンネルの入り口に集まろうとしていたところ、その先頭にいた一体がずしんと仰あお向むけにひっくり返った。

　そしてトンネルの中から悠然と歩み出てくるのは、刀を携えた着き物もの袴はかま姿すがたの少女。

　あの巨大幼虫がひっくり返ったのは、彼女が蹴り飛ばしでもしたのだろう。

　持ち前の命気オーラによる力に加え、身体能力増強フイジカルバーストの影響下にもある今の彼女なら十分に可能な芸当だ。

　サツキは一度俺の方を見上げ、それからグレンを見付けると、そちらに向かって声をかける。

「おー、聞き覚えのある声がしたと思ったら、やっぱりテメェか。──一歩遅かったな。ロックワームの親玉は、あたしたちがもう倒したぜ」

　サツキはそう言いながら、ふっと緩ゆるやかに動き、何気ない仕草で刀を振るう。

　それで、彼女に向かっていった幼虫の一体が斬られ、撃沈する。

　……あれはもう、ほとんど敵を見ていないのではないか。あらかじめ動作が入力されているような、そんな人間離れした動き。

　一方、そのサツキを見たグレンは、にわかにワクワクした獣のような表情を浮かべた。

「なんだぁ？　ちっと見ねぇうちにあの女、随分と面白れぇことになってんじゃねぇか。──おいセシリア、支バ援フだ。加速ヘイストだけでいい」

「……分かりました」

　セシリアは不愉快そうに眉まゆをひそめつつ、呪文を唱える。

　それを見た俺は危機感を覚え、妨害のための呪文を思い浮かべつつ声を張る。

「おい、何をする気だ！」

「慌てるな。何も女と斬り合いやしねぇ。ただ──ちょっと一緒にダンスを踊ってみたくなっただけだ！」

　セシリアによる加速ヘイストの呪文の効果が宿るや否や、グレンはトンネルを飛び出し、地下空間を猛然と駆け下りていった。

　速い。

　加速ヘイストの呪文で敏捷性が強化されたグレンは、甲冑を纏まとっているとはとても思えない速度で疾駆する。その姿はさながら大型の黒くろ豹ひようのよう。

　グレンはあっという間にロックワームの幼虫たちの群れに飛び込むと、水を得た魚のように活いき活きと大剣グレートソードを振るい始める。

　そしてサツキと二人で、お互い競い合うように巨大幼虫どもをばったばったとなぎ倒していった。

　俺はそれを見て、ひとまず安堵する。

　あの男がああ言うからには、サツキと直接切り結ぶようなことはないだろう。そういうくだらない噓うそはつかない男と思える。

　一方でセシリアのほうはと見ると、彼女は大きくため息をついていた。

　そしてちらと俺の方に目を向け、こんなことを言ってくる。

「……人の想おもい人びとを奪うのやめてくれないかしら。私と重なっているときより興奮しているのを見せつけられるとか、嫉しつ妬とで狂いそうになるわ」

「それを俺に言われてもな。そちらこそ、猛獣を放し飼いにするのはやめてほしいものだが。首輪をつけて鎖くさりでつないでおいてくれないか？」

「無茶を言わないで。私には飼われるだけで精一杯よ」

「……なるほど。そういうものか」

　世の人間模様には色々あるものだなと、俺はあらためて思い知らされたのだった。
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　二十体ほど残っていたロックワームの幼虫を、サツキとグレンの二人が競い合うように次々と平らげていく。

「何だよ。今さら現れて獲物を横取りかよ。みっともねぇな」

「小さいこと言ってんじゃねぇよ女。それだけの腕を持ったんなら堂々としていろ。──そういやお前、名前を聞いていなかったな。教えろ」

「サツキだよ。うぜぇから馴なれ馴れしく話しかけてくんなクソ野郎」

　サツキとグレン、どちらも一言を交わす間に、一体、また一体と巨大幼虫を屠ほふっていく。

　幼虫とは言っても、並みの戦士であれば一体一体に苦戦を免まぬがれないモンスターのはずだが、それが束たばで襲い掛かってもまるで相手になっていなかった。

　グレンの戦闘スタイルは、身の丈ほどもある大剣グレートソードを振り回すだけというシンプルなもののようだ。

　技がないわけではないが、力が主、技が従といった具合で、彼の戦いぶりはその恵まれた膂りよ力りよくに依存する部分が大きいと言える。

　だが一方で、それが正解とも思える。

　あの男の場合、下手に技に頼るよりもその圧倒的な暴力で敵をねじ伏せて回るほうが、遙かに理に適かなっていると見える。

　それが証拠に、グレンはその大剣グレートソードでロックワームの岩のような皮膚をものともせず叩き斬っては、次々と巨大幼虫たちを屠ほふっていく。

　無論彼は巨きよ軀くだからといって鈍重ということもなく、セシリアがかけた加速ヘイストの効果とも相まって、まるで嵐あらしか暴風かという勢いで敵をなぎ倒していた。

　そしてもう一方のサツキ。

　彼女の立ち回りはと言えば、グレン以上だった。

　舞うような華麗な身のこなしで虫たちの間を潜り抜け、自然の成り行きのごとく刀を振るう。

　グレンが力を象徴とするなら、サツキが象徴するのは技だ。

　その技で、グレンが二体をなぎ倒す間に、サツキは三体を斬り捨てていた。

　その差はおそらく、魔法による強化がもたらしているものだろう。

　加速ヘイストのみで強化されたグレンと、より高位の呪文である身体能力増強フイジカルバーストを受けた上に炎熱武器ヒートウエポンの効果も得ているサツキとでは、その攻撃力に差が出るのは当たり前のことと言えた。

　そして、最終的には両者同時に最後の一体を撃破し、フィニッシュ。

　ロックワームの幼虫たちはすべて地に伏して動かなくなり、その場に立っているのはサツキとグレンの二人だけ。

　ロックワームと人類との対決で見るならば、人類の圧勝であった。

　よって、通常ならばこれでクエスト達成。

　街に帰還して報告をし、報酬を受け取って万々歳、ということになるのだが──

　今回に限ってはもう一つ、大きな問題がある。

　俺は残った問題を片付けるため、サツキとともに地下空間の底にいるグレンへと声をかけた。

「──さて、どうだグレン。この勝負、どちらの勝ちだと思う？」

　すり鉢状の空間の下と上。

　グレンは俺を見上げ、軽く周囲を見渡し、それから、

「少し待っていろ」

　そう言って、サツキが退治したマザーロックワームがいるトンネルへと入っていった。

　俺のかたわらでその様子を見ていたミィが、不思議そうに首を傾げてくる。

「ウィリアム、『どちらの勝ちだと思う？』って、どういうことです？　倒したロックワームの数で勝負するのですから、主観が入り込む余地はなくないです？」

「いや、そうでもない。幼虫は『一体』に数えるのか、マザーロックワームは『一体』にしかカウントしないのか。勝負のルールとしては曖あい昧まいな部分が多々ある。グレンがここに来るまでに何体かのロックワームを倒していれば、ジャッジが明確でなくなる可能性はある」

「あっ……！　で、でも、だとしたら勝負が成立しなくないです？　これだけ苦労したのにノーゲームですか？」

「いや、そうはならんだろう。まあ見ていてくれ」

　俺のその言葉を聞いても、ミィは頭上に疑問符をいくつも浮かべていた。

　まあ、基本としてはミィの言うとおりだ。

　俺とグレンとは、ロックワームの退治を競って「勝負」をすることに合意し、このクエストに挑んでいる。

　勝負のルールは、より多くのロックワームを退治したほうが勝ち、というものだ。

　だが俺は、実質その「ルール」にあまり意味はないだろうと考えていた。

　この勝負、事の本質はそこにはない。

　この勝負の本質は、「グレンが納得するかどうか」という一点に懸かかっている、俺はそう考えていた。

　──そしてしばらくすると、グレンが件の大型トンネルの中から戻ってきて、姿を現した。

　そして彼は、俺を見上げて声を張り上げる。

「どうだも何もあるか！　俺を舐なめるのも大概にしろ。こんなもんテメェらの勝ちに決まってんだろうが、畜生が！」

　グレンは苛立たしげにそう言うと、セシリアのいるトンネルへと向かって、すり鉢状の地面を上って行った。

　その様子を見て、ミィが目をぱちくりとさせる。

「えっと……今の、負けを認めたってことです？　グレンは倒したロックワームの数を数えたですか？」

「いや、おそらくは直感で決めたのだろう。あれはそういう生き物だ」

「……？　『直感』です？」

「ああ。自分の戦果と俺たちの戦果、どちらが上かを直感で判断して、自分のそれのほうが下だと認識したわけだ。あれはそういう部分で自分に噓はつけない男だ。やつの考え方も主義主張も認める気にはなれないが、そこだけは信に足る」

　俺がミィとそんなことを話している一方、グレンはセシリアの元まで行くと、彼女に何かを要求したようだった。

　そしてセシリアが荷物から一巻の巻物スクロールを取り出してグレンに渡すと、グレンは俺の近くまでのしのしと歩いてきた。

「受け取れ、魔術師メイジ」

　そう言って、巻物スクロールを俺に投げ渡してくる。

　俺はそれをキャッチすると、紐ひもをほどいて中を軽く検あらためた。

　古代文明期の文字で書かれた文書──おそらくは呪文書のようだった。

　俺は巻物スクロールを結びなおすと、グレンに視線を向け直す。

「これは……古代遺跡からの発掘品か？」

「ああ。以前に気まぐれで潜った遺跡で見つけたもんだ。俺はテメェから大事なもんを奪うつもりでいたんだ。負けて何にもなしじゃ座りが悪いだろ。俺の大事なセシリアがいらねぇってんなら、それより劣おとろうが社会的価値のある物品で代えるしかねぇだろうが」

「確かに、人の価値に見合うものではないが……」

　これはとてつもない宝物だ。

　内容を読み込んでみないと確たることは言えないが、これを売り払えばひと財産を築けるぐらいのものではある可能性が高い。

　こんなものは通常、気分でポンと渡せるようなものではないはずなのだが……。

　しかし俺が驚いている一方で、グレンはさらにこんなことを付け加えてくる。

「あと魔術師メイジ、お前、名前は」

「……ウィリアムだ」

「そうか。ウィリアム、お前あとで酒場に付き合え。お前には興味がある。一度酒を酌くみ交かわしておきたい」

　グレンはそう言うだけ言って、俺の返事を待たずにセシリアの元に向かって行くと、そのまま二人でトンネルの奥へと姿を消した。

　やがてサツキが戻ってきて、俺に向かってにひっと笑って言う。

「ウィルって本当、モテモテだな」

「……あんなのにモテても嬉しくないのだが」

　俺がそう返すと、サツキはケタケタと笑った。

　一方、俺のローブをくいくいと引っ張ってくるのはミィだ。

「じゃあウィリアムは、ミィたちにモテるのは嬉しいですか？」

「…………まあ、それは嬉しくないと言ったら噓になるが」

「イエーイ！」

「イエーイです！」

　サツキとミィはパンパンと手を打ち合わせて楽しそうにしていた。

　……どう反応したらいいのか、この事態。

　なお後ろを振り向けば、トンネルの地面にぺたんと座って、鎚鉾メイスをぎゅっと抱きかかえた姿で涙目になっているシリルがいた。

「ぐすっ……終わった、の……？」

「あ、ああ。……キミは今回、本当に何もしなかったな」
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「ひぐっ……！　……ごめんなさい、ごめんなさい……この埋め合わせは、何でもしますから……お仕置きしてくれてもいいから、私のこと見捨てないで……むしろお仕置きして……」

「そ、そうか。キミは今とても情緒不安定になっているようだから、その話は必要ならばまた今度にしよう」

　完全に子供のようになったシリルは、その麗うるわしい容姿とも相まって何かこうとても危険な様子だった。
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　ロックワーム退治を終えた俺たちは、坑道を戻って街へと帰還した。

　井戸のような縦穴の梯子はしごを上って外に出ると、どうやら今は昼下がりという時間のようで、柔らかな日差しを身に浴びることになった。

　随分と長く潜っていたような気がしたが、その実質は数時間といったところだろうか。

　今の時刻を思うと、そういえば昼食を食べていなかったなと思い出し、急に空腹を覚え始めるのだから不思議なものだ。

「んんっ……！　やっと外だー！　やっぱ、お天道様の下が一番だよな」

　サツキが伸びをしながら外の空気を味わっている。かなり上機嫌のようだ。

　やはりサツキが明るいと、パーティのムードが明るくなる。良くも悪くもムードメーカーなのだなと思う。

「ですです。ミィももう、狭いトンネルにはしばらく潜りたくないです。……それはそうとアレ、どうするです？」

　一方のミィも開放感を満喫しているようだったが、そんな彼女がふと坑道の入り口を指し示す。

　俺とサツキもそちらへと視線を向ける。

　そこに誰かがいるというわけではない。いるのは、その下だ。

　サツキが坑道の入り口まで無造作に歩いていって、その場所から底をのぞき込む。

「おおーい、シリルーっ！　いつまでいじけてんだよ。早く帰ろうぜ」

　俺とミィもそちらへ行ってのぞき込むと、縦穴の底で神官衣の少女が膝を抱えてうずくまっているのが見えた。

　彼女は穴の底から、アンデッドもかくやという暗い声でぼそぼそと言葉を発する。

「……いいの。私にはもう、みんなと一緒にいる資格なんてないの。こんなクズは放っておいて、もっといい神官ホーリーオーダーを探して。私はここで果てて干からびるわ……」

　穴の底の美少女は、凄まじい負のオーラを放っていた。あの姿で荷馬車にでも乗っていたら、どこかの街の奴隷市場で売られてしまいそうな勢いだ。

　ちなみに、先には「何でもするから見捨てないで」と言いつつ、今は捨ておけというのだから、おそらく彼女の発言内容に何か意味があるとは思わないほうがいいのだろう。純粋に落ち込んでいるだけだと判断したほうが良さそうだ。

　そもそもここまでついてきて出口直前になって駄々をこねているあたり、構ってほしさが露骨に見える。

　このまま放置して帰ったらどういうリアクションをするのだろうかとサディスティックな好奇心が首をもたげたりもするが、これ以上精神ダメージを与えると本当に壊れかねないのでやめておこう。

「っつか、何でシリルあんなになってんの？」

「んー、どうもパーティなのにクエスト達成に協力しなかった自分をクズだと思って落ち込んでいるみたいです。ぶっちゃけ今回ミィもほとんど何もしてないですけど、結果じゃなくて意志の問題とか何とか言ってたです」

「ふーん。にしても世話が焼けんなぁ。そんなこと気にしなきゃいいのにな」

「それ、昨日あれだけボコボコに落ち込んでいたサツキが言ったらダメなやつです」

　サツキとミィがそんなやり取り。

　まあシリルのあれは責任感の強さの裏返しなんだろうが、どうもそれと現実の自分のありかたとのギャップに耐えられずに、幼児退行してしまったようだ。

　俺は一つため息をつく。

「仕方がない。行ってくる」

「行ってくるってウィル、行ってどうすんのあれ？　梃て子こでも動きそうにないんだけど」

「さてな。ひとまず子供でもあやすつもりでやってみるよ」

　俺は先ほど上ってきた梯子を再び下りていく。

　縦穴の底にたどり着くと、膝を抱えてうずくまっているシリルの前に立ち、とりあえずその頭をなでてみた。

「シリル。大丈夫だから気にするな。キミの仲間たちがそんなに狭量だと思うか？」

「うぅっ……でも、私……最低で……」

　瞳に涙をいっぱいにためて見上げてくるシリル。困ったことに、その姿はとても可愛い。

　しかし難儀なことには変わりないので、ここは一つジョークを織り交ぜてみることにした。

「ふむ……何ならシリル、俺が胸でも揉ももうか？」

「ぐすっ……そんなことされたって…………って、はい？」

　シリルが首を傾げた。

　さらに頭上から声が降ってくる。

「へっ？　……あれ、あたし今、ウィルの声の空耳が聞こえたような……」

「空耳じゃない気がするです。ミィにも聞こえたです。……い、今、ウィリアム、なんて言ったです……？」

　何だかすごく微妙な空気を感じる。

　俺はこほんと一つ咳払いをする。

「胸でも揉もうかと言ったのだが──いや、ちょっとしたジョークだ、本気ではない。ほら、サツキが落ち込んでいるとき、シリルが罪と罰がどうのと言っていただろう。あれをヒントにしたのだが」

「…………」

「…………」

「…………」

　場の空気が固まった。

　何の反応もない。

　というより、場が凍り付いたといったほうが適切だろうか。気温が数度下がったような錯覚に陥る。

「……ウィリアム」

　上からミィの声が聞こえてきた。

　見上げると、ミィが悲しそうな表情で首を横に振った。

「ウィリアムのジョークのセンスは壊滅的です。そしてそれが今日、さらに更新されたです」

「ウィルぅ、それはダメだよ～。──おーいシリルー、いいから上がってこーい」

「あ、うん、そうね。……ウィリアム、上は見たらダメよ？」

「あ、ああ……」

　なぜか気を取り直したシリルが梯子を上っていくと、やがて三人の少女たちはきゃいきゃいと雑談をしながら、さっさとその場から立ち去っていった。

　一人縦穴の底に取り残された俺。

「……解げせぬ」

　つぶやく。

　シリルが立ち直ったのだから、これは結果良しと見るべきなのだろうか？

　俺は頭を掻かきつつ、自分も再び縦穴の梯子を上っていった。














　ロックワーム退治を終えて街に戻った俺たちは、市長の屋敷まで報告をしに行って、事実確認の後に報酬を受け取った。

　報告の場にはグレン、セシリアの二人組もいた。

　そして報酬受け取りが終わった後、俺はグレンから酒場に誘われた。

　何が悲しくてこの男と一緒に飲まなければならないのかとも思ったが、後学のために異なる価値観を持つ人間の話を聞いてみるのも悪くないかと考え、俺は誘いに乗った。

　それから酒場で、彼と談義をした。

　グレンの希望で、セシリアを含めた女性陣とは一度別れ、男二人での酒飲み談義だ。

　なおグレンに誘われた酒場は、鉱山都市ノーバンの酒場の中でも一等高級な店で、さらにグレンはその店のメニューの中でも高級な料理や酒を驚くほどの量で注文した。二人だというのに四人用のテーブルが料理で埋まるほどの注文量だ。

　一方俺はというと、普通にそこそこの酒と軽いつまみを注文した程度。

　グレンはそれを見て、「お前ほどの男が、そういう小ささを見せるところが気に入らねぇ」とつぶやきつつ、自分はむしゃむしゃがぶがぶと料理や酒に取りかかった。

　そんな中で、俺はグレンと対話をした。

　話の内容は多岐に渡った。そのうちの一つをあげるなら、例えばこんなものだ。

「ウィリアム、お前はあの三人の女、まだ一人も食ってねぇのか？」

　グレンがステーキ肉を食いちぎりながら聞いてくる。

　あの三人、というのはサツキ、ミィ、シリルのことだろう。

　俺は少し不快な気分になりつつ返事をする。

「言いたいことは分かるが、まずその『食う』という表現をやめろ。女性に失礼だ」

「どうでもいいことに一々細けぇな。で、どうなんだよ。誰も抱いていないのか」

「ああ、その通りだ。今後そうするつもりもない」

「ってことはお前、同性好きこつちか？　言っとくが俺にそっちの気はねぇぞ」

「違う。異性に対する欲求も願望もあるが、目的と一致しないだけだ。俺はまだまだ冒険者を続けたい」

「抱いた上で続けりゃいいだろ。何が問題だ」

　そういえばこの男は、セシリアと男女の関係にあるようだが……その辺りは深く突っ込むと、さらに不快な話を聞くことになりそうだ。

　俺はそちらへ話を誘導することを避け、別方向に話を進める。

「キミは魅力的な異性を見たら肉体的関係を求めて当たり前だと考えているようだが、俺はそうではない。同じ人間同士、互いを尊重し合う関係が第一だ」

「男がいい女を抱きたいと思うのは自然の摂理だろ。力ある男が美しい女を抱く。女だって強い種を求めて抱かれたがる。何が問題だ」

「主語を拡大しているのが問題だ。キミの感じ方に文句をつけるつもりはないし、キミを好いた女性がいるならそれも一概には否定できん。だがキミがいかに力ある存在であろうとも、キミのことを不快に思う者は多数いる。他者の尊厳を土足で踏みにじるな」

「尊重だの尊厳だの洒落しやらくさいことばかり言いやがる。だがな、勘違いしてるのか知らねぇが、俺は嫌がる女を無理やり手て籠ごめにしたことは一度もないぜ。今まで何人の女と寝たか、ひの、ふの、みの……いずれにせよ、全部相手も望んでやったことだ。そいつは尊厳を踏みにじったことになるのか？」

「いや、それなら結構だ。それが本当なら、確かに俺はキミのことを少し誤解していたかもしれん。だがその過去に交流をしたという女性たちはどうした」

「あー……好きじゃなくなったから、十分な金渡して別れた。しつこいやつも、その辺の壁でもぶん殴って脅せば引き下がったな」

「……前言撤回だ。どうやら俺はキミを許容することはできそうにない」

「待て待て、そう睨にらむな。仕方ねぇだろ。最初から愛してなかったわけじゃねぇ。でも気持ちってのは移ろうもんだろうが」

「……そうか。その点に関しては、俺もキミを非難できる立場にはないな」

「お、何だ、面白そうな話だな。聞かせろよ」

　グレンが身を乗り出してくる。

　俺はつい周囲を見回し、サツキたち三人の姿がそこにないことを確認してしまう。

「……いや、別に面白い話でもない。ただサツキやシリルや、あるいはミィもだが、彼女らの魅力にときおり心を動かされることがあってな。一人の異性を一いち途ずに愛し続けるというのは、男にとってはなかなか難しいことなのかもしれん」

「ハハッ、『男にとっては』か。テメェだって主語をでかくしてんじゃねぇか」

「むっ……まぁな。その通りだ。今のは失言だった」

「くくくっ……だが少し気分がいい。テメェみたいな綺き麗れい事ごとが服を着て歩いているようなやつでも、やはり人間だってことだ」

「その綺麗事が服を着ているというのは、セシリアも似たようなことを言っていたな。だが俺はそんなものではないぞ。もっと自分勝手な人間だ。……それでも、キミと比べると百倍程度はマシだと思っているが」

「自分勝手と言うがな。自分がやりたいようにやらないで人生何が楽しいんだよ。俺はお前らみたいな、自分を倫理だの道徳だので雁がん字じ搦がらめに縛って生きているような人間が理解できん」

「一理はある。だがキミのように度が過ぎるのは問題だ。そしてそのような存在は社会から排除される。今だから言うが、歯車がいくつか食い違っていれば、俺はキミの存在をこの世から消し去ろうとしていたぞ」

「ほぉう、そりゃ怖い。テメェ頭の中お花畑かと思っていたが、意外と現実主義者か。見直した」

「ああ。理想主義だけですべての問題をクリアできると考えるほど、愚かではないつもりだ。だがそうならずにホッとしてもいる。できる限り手は汚したくないというのが本音だからな」

「なるほど。面白れぇなお前。俺が見込んだだけのことはある」

「そうか」

　──と、対話は概おおむねこのような調子で進んだ。

　価値観が大きく異なる相手との対話は、新鮮な発見もいくつかあった。

　だが互いに理解し合えるものではないなという認識も、改めて確認することとなった。

　そうして二時間ほど語らった後、会はお開きとなり、グレンとは別れることになった。

　特にお互い何か感慨があるでもなく、酒場の外で「じゃあな」と言って去っていくグレンに、俺が「ああ」と答えただけだった。

　それから俺は、サツキたち三人との合流場所に向かう。

　すると合流場所の噴水前広場には、心配そうな顔をした三人がいた。

「──ウィル、大丈夫だった!?」

　サツキがそう言って駆け寄ってくる。

　だが俺としては、首を傾かしげるしかない。

「……大丈夫とは、何がだ？」

　俺がそう聞くと、答えたのはシリルとミィだ。

「ううん、その……何だか、ウィリアムがあのケダモノと二人きりで飲んでいるんだって思ったら、色々と心配になってきてしまって……」

「ミィたちが最初に止めればよかったですけど。まぁ無事みたいで何よりです」

　やはりいまいち要領を得なかった。まあ気にするべきことでもないだろう。

　それよりも──

「じゃ、ウィル。今度はあたしたちの番だぜ」

　そう言って、サツキが俺の手を取って引っ張っていく。

　シリルとミィも、前を歩いて俺をある方向へと誘導していく。

「待て、キミたちの番とは、どういう──」

　そう言いながらも、俺は彼女らが誘導するままに、何となくふらふらとついていってしまう。グレンに付き合って飲んでいたため、俺も多少酔ってはいた。

　すると、前を歩いていたミィが振り返り、にぱっと笑いかけてくる。

「もう忘れたですかウィリアム？　ミィは言ったですよ。『この冒険が終わったら、ミィたちも勝負をかける』って」

「ああ……」

　そういえば、そんな話があったような気もする。

　だが勝負とは一体……。

　しかしサツキに引っ張られて進む俺には、特にそれに抵抗する動機も意思もなく、彼女らに誘われるままに、ノーバンの街の夕焼け空の下を歩いていくのだった。
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　一方その頃。

　グレンはセシリアと合流し、ノーバンの繁はん華か街がいを歩いていた。

　セシリアはグレンにしなだれかかり、最愛の男に問う。

「どうでした、グレン様？　彼、ウィリアムとかいう名前でしたっけ」

「ああ。だがどうということもねぇ。俺は俺で、あいつはあいつだ。それを確かめただけだな」

　いつものように素そっ気けなく言葉を返すグレン。

　だがセシリアは、最愛の青年のわずかな変化を見逃さず、こう指摘する。

「そのわりには嬉うれしそうですね、グレン様」

「そう見えるか？　……ま、そうだな。あいつのせいで、この張り合いのない生に目標ができたんだ。感謝のひとつぐらいしておいたって悪くはない」

「目標……ですか？」

　セシリアが首をかしげ、グレンはそれにうなずく。

「ああ。世界は広いんだってことを、野郎は俺に叩たたきつけてきやがった。俺が我を通すには、今よりももっと強くならなきゃダメだ。──セシリア、お前にも手伝ってもらうぞ。……俺にはお前が必要だ」

「──っ！　……はい、グレン様！」

「んっ……!?」

　セシリアはグレンの正面に回って、おもむろに青年へと唇を重ねた。

　驚いた様子を見せるグレン。

　繁華街の往来なので人目につくのだが、二人はそんなことを気にもしない。

　セシリアはすぐに唇を離して、グレンの前に立つとにへっと笑う。

　呆ぼう然ぜんとした様子のグレンが、ようやく口を開いた。

「セシリア……お前、どういう風の吹き回しだ。お前の方からそうやって求めてきたの初めてじゃねぇか？　俺が求めてお前が受けいれる、俺とお前はそういう関係だっただろ」

「別に。好いていたのはずっとです。でもグレン様って、私を求めはしても、頼りにしてはくれなかったじゃないですか。五つ年上のお姉さんとしては、初めて頼られてキュンときちゃいました」

「……チッ。そういうのはガラじゃねぇ。ガキ扱いすんな」

「きゃあああああっ！　照れて頰ほおを赤らめてるグレン様ってば超ちよう可か愛わいい！　ありがとうウィリアム！　あなたは私の恩人よ！」

「お前いい加減にしろよ!?」

「きゃいんっ♪」

　グレンの大きな手で頭を押さえつけられれば、仔こ犬いぬのような声を上げるセシリア。

　彼と彼女の関係にも、少しの変化が生まれていた。
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　サツキたちに連れられてたどり着いたのは、昨日も宿泊した高級宿「白はく鳥ちようの翼つばさ亭てい」だった。

　二日連続で宿泊するには少々贅ぜい沢たくすぎる宿のようにも思うのだが、三人はお構いなしにずんずんと中へ入っていくと、俺を含めた四人分のチェックインをしてしまった。

　しかも──

「……おい待てサツキ。いま四人同室で部屋を取らなかったか？」

「ん、そうだよ？　いつもウィルだけ別の部屋って寂しいじゃん。あ、ウィルは今日の宿代は気にしないでいいぜ。今日はあたしら三人のおごりだから。いつもウィルには世話になってばっかりだからさ。たまにはあたしらもお返ししないとなって」

「いや待て待て。色々とおかしい」

「にひひひっ。まあいいからいいから」

　サツキは抗議を無視して、俺を強引に部屋まで引っ張っていく。

　なおミィやシリルは特に何も言わないが、それはつまり、このサツキの行動に対して肯定の意思があるということでもある。おそらく彼女らの間で事前に合意を取りつけてあるのだろう。

　そしてサツキに手を引かれるままに、部屋に到着。

　そこはゆったりとした四人用の部屋で、奥にはベッドが四台置かれていた。

「あーっ、疲れたぁ！」

　サツキは俺の手を離すと、部屋の奥へ行って刀や一通りの荷物だけを下ろし、そのままベッドにダイブした。そしてマットレスの上で気持ちよさそうにごろごろする。

　ミィとシリルも各々自分のベッドを定めてポジション取りをする。三人とも、くつろぎに入っていた。

　その中で、一人立ち尽くすのは俺だ。

　それを見たシリルが、声をかけてくる。

「う、ウィリアムもこっちに来て休んだらどう？」

　その声は少し上ずっていた。心なしか彼女の頰も赤く染まっている気がする。

「ウィル～、何ならあたしの隣でもいいよ。ほら、ここ」

　サツキはそう言って、彼女自身のベッド、自分が寝転がっている横をぽんぽんと叩く。彼女はシリルと違ってまったくの自然体であるように見えるが、それだけにちょっと待てと言いたくなる。

　……ミィが言っていた「勝負をかける」というのは、このことなのだろうか。

　そうとしか思えない。今俺の目の前で起こっていることは、いくら何でも異常すぎる。

　そして当のミィはというと、シリルやサツキの様子を見て、はぁと大きくため息をついた。

「……シリル、変に意識しすぎです。普段どおりでいいって話したの忘れたですか」

「そ、そうは言うけれど、いざこうなってみるとそんな簡単には……」

「別にいかがわしいことをしようってわけじゃないです。あとサツキは少し自重するといいです」

「えーっ、だって普段どおりでいいって言うから」

「サツキは普段に問題がありすぎです」

　どうやらこの場を仕切っているのはミィのようだ。

　俺は彼女に問いかける。

「ミィ、これはどういうことだ？　意図その他の説明が欲しい。少々混乱している」

「んー、説明ですか？　説明ってほどの何かがあるわけでもないですけど。ただ今日は一緒の部屋で過ごそうっていうだけです」

「いや、ただ過ごすだけとは言うが、男女が宿で同室というのは色々と問題があるだろう」

「そうですか？　例えば家族連れだったら、父親と母親が同室はおかしなことじゃないですよね？」

「……まあ、それはそうだが」

「恋人同士、カップルでも普通にあるです」

「むっ……いやだが、その場合は情事に及ぶ可能性が前提にあるだろう」

「ふにゃっ!?　……あ、あれ？　確かにそうです。……あうあう、今のはミィの失言です。家族のほうに戻るです」

「わ、分かった」














　ミィは顔を真っ赤にしてわたわたとしていた。

　……どうやら結構、穴だらけの企画らしい。

　ミィは気を取り直すように、こほんと咳せき払ばらいをする。

「よ、要するに、家族だと思えばいいだけのことです。さっきサツキが言っていたアレが全部です」

「アレというと？」

「ウィリアム一人だと寂しいってやつです。一緒のパーティなのに、ウィリアムだけ仲間外れは嫌です」

「ああ」

　なるほど、考え方の方向性は理解できた。

　確かに男女が同室することすなわち情事に及ぶという発想は、少々紋切り型の考えに染まりすぎていたかもしれない。

「家族か……」

　一方で俺は、その言葉に実の両親の姿を思い出していた。

　父親、ジェームズ・グレンフォード。

　知性と有能の塊のような男。俺はいつの頃からか、あの男に家族らしい温ぬくもりのようなものを感じなくなった。

　母親、フェリシア・グレンフォード。

　包容力・奔放さ・理性という一見相反しそうな要素を、個人の中に矛盾なく内包していた俺の母親。一般に家族と呼んだときにイメージするようなものは、おおよそ彼女から与えられたように思う。

　……母親と一緒にいるときのようなものだと思えばいいのか。

　なかなかイメージが難しいが──

「分かった、そのように考えてみよう」

　俺はミィに答える。

　まあ母親と考えるのは無理があるから、もっと年の近い家族、すなわち姉妹などがいたらこう接するだろうというイメージか。

　そう考えると、概ね合点がいった。

　俺は残った一台のベッドを自分の本拠と定めると、そこで荷物を下ろして一息をつく。

「ふぅ……」

　まあ、落ち着かないでもない。特に彼女らを異性として意識しなければいい話か。

　そうしていると、サツキが俺の方に寄ってきて、再び俺の手を取る。

「ウィル、温泉行こうぜ温泉！　昨日はグレンの野郎に邪魔されて台無しだったからさ。今度こそまったりしようぜ」

「そうか。それもそうだな」

　確かに昨日は、せっかくの高級宿での宿泊だというのに、あまりゆったりとした気分には浸れなかったように思う。もう一度やり直したいというのも分かる。

「しかし家族だと考えると、この歳としになって男女一緒に風呂に入るのはいかがなものかと思うのだが」

「んー、そうかな。仲のいい兄妹きようだいだったらあるんじゃね？　何なら身を寄せ合ってイチャイチャしたりとかも」

「……何だその爛ただれた兄妹関係は」

「やだやだやだ！　あたしウィルと一緒にお風呂入るの～！　そんでイチャイチャするの～！」

　サツキがよく分からない駄々のこね方をし始めた。

　ミィを見れば、頭が痛いという様子で首を横に振っていた。どうやらサツキのこの言動は、ミィの制御下ではないらしい。

　俺は一つため息をつく。

「……まあ、昨日も同伴しておいて今更ではあるから、また一緒に入浴すること自体は構わんと思うが。俺も昨日、サツキたちとともに入浴したときは楽しかったしな」

「うっし、やりぃっ！　ウィルと温泉♪　また温泉♪」

　小躍りを始めるサツキだった。

　ここまで慕したわれると逆に困惑するものがある。何が彼女をここまで駆り立てるのか。

「じゃ、決まりですね。まずはお風呂からです」

　ミィがそう仕切って、俺たちは全員で浴場へと向かうことになった。
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　それから、昨日と同じように俺たち四人は温泉に浸つかってまったりした。

　例によって事実上の貸し切り状態。

　昨日と違うのは、余計な闖ちん入にゆう者しやがいないことだ。

　ちなみにその浴場にての一幕。

　サツキの「イチャイチャしたい」という希望を俺が却下すると──

「しょうがねぇなー。じゃあシリルで我慢すっか。にっひっひ、一度そのでっかいおっぱい揉もんでみたかったんだ」

「えっ……？　ちょ、ちょっとサツキ、何をする気……？」

「うへへへ、姉ちゃんええ乳しとんのぉ。──おりゃあ、覚悟しろ！」

「やっ、ちょっ、やめっ、んんんっ……！」

「……何をやってるですか、ウィリアムの前で」

　などという見てはならないような光景が展開され始めたので、俺は粛しゆく々しゆくと体を洗いに逃げたということがあった。俺とて健全な男子なのだから、あまり不用意に誘惑しないでほしいものである。

　まあそんなこんながありつつも、無事入浴を終えた俺たち。

　ぐったりとしたシリルを、「やりすぎたかー」などと言いつつサツキが運んでいたような気もするが、目撃しなかったことにしようと思った俺だった。
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　俺たちはその後、部屋に戻って、湯上がりのほかほかした状態で夕食を堪たん能のうした。

　美味な食事に素直に舌した鼓つづみを打てるのは嬉うれしい。

　やはり皆が笑顔だと、飯もうまい。

　サツキが楽しそうにしているのを見ると、こちらも口元が緩ゆるむ。

「……ん？　どしたのウィル、あたしの顔じーっと見つめて。──あ、さては、そろそろあたしに惚ほれたな？」

　にひっと笑ってそんなことを言ってくるサツキ。

　真正面から向けられた笑顔に、俺は少しドキッとしてしまう。

　……どうなのだろう。

　一概に、何をバカなことをと否定することもできない。

　俺がサツキの楽しそうにしている姿を好きなことは、偽りようのない事実であるようにも思う。

「……まあ、そうだな。俺がサツキの笑顔に惚れているというのは、確かにあるのかもしれん。だが今に始まった話でもないぞ」

　俺はそう答えて、スプーンでポタージュスープをすくって口に運ぶ。無駄な噓うそはつかない主義だ。

　すると、俺のその言葉を聞いたサツキが、目を真ん丸くして頰を赤らめた。

　そして俺から視線を逸そらし、ぶつぶつとつぶやく。

「……ったく、ウィルってときどきそういうこと言うからな。あたしの乙女おとめ心ごころはそのたびに弄もてあそばれるんだ。あー、もうダメ、また恋した。ウィルのバーカバーカ」

「…………」

　そのやり取りに、ミィとシリルはこちらやサツキをチラ見するだけで、特に何かを言及することはなかった。

　そうして少しだけイレギュラーな空気が流れたが、それはすぐに流れ去り、いつもの他愛たわいのない会話に戻っていった。

　食事の時間は概ねいつもの雰ふん囲い気きで、穏やかなひと時となった。

　それから俺たちは各々ほどほどに酒を嗜たしなみ、やがてほろ酔い気分になったあたりで解散という空気になる。

「そろそろ俺は寝ることにする。キミたちもほどほどにな」

　俺はそう言って、自分のベッドへと向かった。

　そしてベッドに腰掛けて、就寝の準備を始める。

　だがそのとき、パンッ、という音が聞こえてきた。

　何かと思って顔を上げると、それは食卓についていたミィが、両手で自分の頰を叩いた音のようだった。

　彼女はそれから、座っていた椅い子すからぴょこんと飛び下りる。

「……ウィリアム、寝るのはちょっとだけ、待ってほしいです」

　ミィはそう言って、ベッドに腰掛けている俺のほうへ、とてとてと近付いてきた。

　何かと思って見ていると──

　──ぽふっ。

　正面から俺の腰にしがみつくようにして、ミィが俺に身を預け、抱きついてきた。

　腰に密着した少女の体温と、柔らかさと、ほのかに甘い香りが伝わってくる。

　俺はさすがに、驚かざるを得なかった。

「……ミィ？　これは一体、どういうことだ……？」

　俺が問うと、ミィは俺の腹におでこを押し付けたまま、こう答える。

「噓をついてごめんなさいです。でもミィは盗賊シーフです。ミィの戦い方は、いつも不意打ちです」

　彼女の表情は見えなかった。

　だがわずかに垣かい間ま見みえる頰は、真っ赤に染まっていた。

　どういうことかとサツキやシリルを見れば、二人はぶんぶんと首を横に振る。

　どうやらこれは、ミィの独断行動のようだ。

　それからミィは顔を上げ、俺に向かって伝えてくる。

「ウィリアム……ミィは、ウィリアムのことが好きです」

　つぶらな、潤うるんだ瞳ひとみをまっすぐに向けられた。

　──不意打ち。

　ミィが自ら言ったとおり、確かにこれは不意打ちだと思った。

　彼女は勝負をかけると先に宣告していた。

　だが楽しい入浴の時間があり、穏やかな食事の時間があり、俺の気は緩ゆるんでいた。

　このままの流れで床について、今日の幸福な時間は終わり──何となく、そんなつもりでいた。

　だから、その俺の心の隙すきを突くようにしたミィのこれは、確かに不意打ちだった。

　ミィによって巧妙に仕組まれた、そしておそらくは敵おれを騙だますために味方サツキとシリルすらも騙して行われた、彼女の必殺かつ渾こん身しんの一手。

　一方で、騙されたはずのサツキとシリルも、お互いに向き合ってうなずくと、それから固かた唾ずをのんで成り行きを見守る態勢に入った。

　それはまるで、あらかじめ何らかの密約が結ばれているかのようだった。

　そしてミィは、俺に向かってさらなる言葉をぶつけてくる。

「ミィがウィリアムを家族──お兄ちゃんのように思っているのは噓じゃないです。ですけど、ミィはお兄ちゃんに恋をしてしまっています。ミィは優しくて、頼りがいがあって、ミィのことを見ていてくれるウィリアムお兄ちゃんがとってもとっても大好きです。お兄ちゃん……ミィは、お兄ちゃんの恋人にはなれませんか？」

　俺は直観する──これに抗うのは無理だ、と。

　俺を撃沈するために、周到に練られた計画。

　対するこちらは、全くのノーガードでノーカードだ。

　ミィはさらに、俺の気持ちが整う前に連続攻撃で畳みかけにくる。

「嫌じゃないなら、いつもみたいにミィの頭をなでなでしてください。ミィを抱き寄せて、ミィの全部を受け入れてください。ミィは……ミィはウィリアムのことが、好きです」

　怒ど濤とうの波状攻撃だった。

　俺の理性の防壁が、藻も屑くずのごとくたやすく打ち破られようとしていた。

　思考の余地もなく、手がひとりでに動き出しそうになる。

　ミィの頭をなで、その小さな体を抱き寄せ、彼女を我がモノにしたいという欲求が働く。

　加えて、理性までもがそれに賛同し始める。

　どうして俺は、こんなにも一途に想おもってくれている少女を、無む下げに突き放さねばならないのか。そこにどんな道理が、正義が、人の道があるというのか。

　感情も、欲望も、理性も、俺のすべてが彼女を肯定していた。

　抗あらがう術すべなど、何一つない。

　これはダメだ。落ちる。

　いや、落とされる。

　そう、自らの敗北を確信したそのとき──

　ベッド脇にある俺の荷物袋の中から、その声が聞こえてきた。

『──あれっ、真っ暗だよ？　本当にこれでいいの？　……あーあー、ウィル、聞こえる？　僕、僕僕、アイリーンだよ。聞こえたら返事して～』

　その場の時間が、ぴたりと止まったように思えた。

　ベッドに腰掛けた俺。

　その俺の腰に抱き着いているミィ。

　その様子を見守っていたサツキとシリル。

　全員が硬直していた。

　そんな中、最初に動いたのはミィだった。

　彼女はそそくさと俺から離れると、俺の荷物袋をごそごそと漁あさり始はじめる。

　そして、そこにあった交信コンタクトの呪じゆ文もんに使う手鏡を取り出すと、その鏡面に向かって牙きばをむいた。

「ふしゃあああああっ！　アイリーン、なんて悪運の強さですか！」

『えっ、み、ミィちゃん？　どうしたの、怒ってる？　……えっと、それよりウィルいる？　いたら代わってほしいんだけど』

「チッ、分かったです。月のない夜は覚えてろです」

『えぇ……何なの……』

　それはどうやら、交信コンタクトの呪文によって遠隔地から連絡をしてきたアイリーンのようだった。

　魔力が付与された専用の手鏡と手鏡をつなぐ交信コンタクトの呪文は、当然ながらこちらが受信側になることもある。おそらくは王城にいる宮廷魔術師のいずれかにでも、交信コンタクトの呪文を使わせたのだろう。

　アイリーンには俺の手鏡の番号ナンバーは教えておいたから、彼女から連絡が来ること自体はおかしなことではないが……。

「はいです、ウィリアム」

「あ、ああ」

　ミィから手鏡を受け取る。

　それからミィは自らのベッドのほうへ、とてとてと駆け寄っていって、そのままベッドにダイビングして、そこに埋まった。

　枕まくらに向かってうつぶせに顔を埋めた彼女の姿は、どこか真っ白に燃え尽きた灰のような気配を醸していた。

　俺はそれを脇目にしつつ、鏡のほうへと向き直る。

　そこには、銀髪ショートカットのボーイッシュな容姿の少女──俺の幼おさな馴な染じみにしてこの国の王女、アイリーン・グレイスロードの姿が映っていた。

『あ、ウィル！　ごめんね、こんな夜遅くに』

「ああ、構わないが。緊急の用事か？」

『うん、そう。大変なんだ』

　そう前置きしたアイリーンは、一息つき、それからこう伝えてきた。

『どうもこの地に、魔族の王──「魔王」が出現したらしい。王都中が大騒ぎだよ。だからウィル、キミにも手伝ってほしいんだ──魔王討伐を』

　彼女が伝えてきた内容は、まさに寝耳に水と呼ぶにふさわしい内容だった。














　三人の少女と同室で過ごし、あれやこれやがあった、その夜。

　俺は存外に興奮しているのか、どうにも寝つけずにいた。

　もう夜もだいぶ更ふけた時間だろう。灯あかりは消され、部屋は暗くら闇やみに閉ざされている。

　近くのベッドからは、サツキのものらしい大きないびきと、ミィのものと思おぼしきすぅすぅという寝息が聞こえてきていた。

　──アイリーンからの緊急連絡を受けた俺たちは、このあと、王都へと向かうことになった。

　それは比較的急を要する内容だったのだが、とは言えさすがに今日はここでの宿泊だ。

　明日にはまた旅立ちとなる。

　宿の温かいベッドでゆっくりと疲れを癒いやせるのは今日だけと考えれば、今日はしっかり休むべきだと思うのだが、どうも眠れなかった。

　しかし幸いと言うべきなのか、どうなのか。

　俺のほかにもうひとり、寝つけずにいる仲間がいたようだ。

「──ねぇウィリアム、まだ起きている？」

　そうささやいてきたのは、シリルの声だった。

　声は当然、シリルが寝ているベッドのほうから聞こえてくる。真っ暗闇のため、姿はろくに見えないのだが。

「……ああ。シリル、キミも眠れないのか？」

「ご明察。あなたが隣に寝ているって思うと、ドキドキしちゃって。あの子たちよく眠れるわね」

「まったくだ。……しかし俺が言うのもなんだが、妙な関係だな。あけすけに好意を口にしながら、互いにこうして距離をとっている」

「……あのねウィリアム。それ本当にあなたが言ったらダメなやつよ。誰のせいだと思っているのよ」

　シリルに怒られた。正論だった。

「……すまん。そのとおりだ」

「いいわ、許してあげる。正直なところはあなたの美徳だし、惚ほれた女の弱みだもの」

「すまん」

「許してあげるって言っているでしょ。……あ、でも、そうね。だったら私もひとつ、あなたに悪戯いたずらをさせてもらってもいいかしら？」

「……なんだ？」

「いいかしら？」

「あ、ああ、構わんが」

　……いったい何をするつもりなのか。

　シリルのことだから、悪戯と言っても本当に俺が嫌がることはしないだろうと思うのだが、嫌な予感はする。

　そう思っていると──

　しゅる、しゅるると、シーツがこすれる音がした。

　それから、とん、とんと、床を踏む音が近付いてくる。

　そして──もぞっ。

　誰かが俺のベッドへと入り込んできた。

　いや、誰かもなにもあるまい。

「お、おい、シリル……！」

「しっ……！　二人が目を覚ましたらどうするの」

「どうするのって、お前な」

「ふふっ。あなたが私のことを『お前』って呼ぶの、ひとつ壁が取り払われた気がするわ。私が一歩リード」

　そう言ってシリルは、おもむろに俺に抱きついてきた。

　真っ暗な中、柔らかな体温だけが、寝間着ネグリジエ越しに伝わってくる。

　わけが分からない。このまま情事に及ぶ気なのか……？

　──だが。

　何が起こっているのか混乱しながらしばらく待ってみても、シリルはそれ以上のアクションを起こさなかった。

　ただ彼女は、俺のベッドの中に入り込んできて、その柔らかな肢体で俺に抱きついているだけ。

　だけと言うのもなんだが、しかしそれだけだ。

　俺はおそるおそる、彼女に問いかける。

「……これは、どういうつもりだ？」

「どういうつもり……？　こういうつもりよ。悪戯していいって言ったでしょう？」

「いや、真意を聞いている。このまま情事に及べばいいと、キミはそう考えているのか」

「……はっ？」

　シリルの口から、すっとんきょうな声が出た。

　それからあわあわとした様子で、取りつくろいの言葉を並べてくる。

「あ、い、いえ、その……違うのよ、これは。ただ、ウィリアムにこうやって抱きついたら、どんな反応するかなって、そう思っただけで、そういうことを意図したわけじゃ」

　……違うらしい。

　まさかの答えだが、実際違うらしい。

　万一を考えて直接聞いてみたが、早とちりしなくて良かったというべきかどうなのか。

「いやしかし、夜中に男のベッドにもぐりこんで抱きついてきて違うと言われても、それはどうなんだ？」

「あ、あ、あう……で、でも、ウィリアムはそういう人じゃないでしょう？」

「……キミの中で俺はいったい何者なんだ。普通はそういうアプローチだと思うだろうこれは」

「……はい、そうです。……ごめんなさい」

　シリルからしゅんとした声が聞こえてくる。

　が、彼女は俺を離そうとはしない。

「謝ってもこのままか」

「だって気持ちいいんだもの。……ウィリアムはこういうの、嫌？」

「……いや、キミにそうやって抱きつかれて嫌だという男はまずいないと思うぞ」

「ほかの人のことじゃなく、ウィリアムの気持ちを聞いているの」

「それを言わせるのか。……気分がいいに決まっているだろう」

「ふふん。だったらこのままでいいわね」

「だが自制心のほうがもつかどうかは、はなはだ自信がない」

「わぁそれは怖い。やっぱり離れよっと」

　そう言ってシリルは、抱きつき状態から俺を解放した。

　しかしベッドから出ていく様子はなく、むしろ──

「ねぇウィリアム、もう少しそっち、寄ってくれる？　これだと私が狭いわ」

「……あくまでベッドからは出ないつもりか」

「あなたのそばでお話がしたいの。いいでしょう？」

「いいわけあるか」

「えー、ケチー」

　だが深夜のテンションというのは怖いものだ。ある種の酩めい酊てい状じよう態たいに近い。

　俺はあろうことか、シリルのために自分のベッドの右側半面を譲ってしまったのだ。

　そして一緒のベッドで、一緒の毛布と布団ふとんをかぶって、俺とシリルが横並びに寝る。

　そんな、外から見たらどう解釈しても肉体関係にあるとしか思えない状態が生まれてしまった。

　何が恐ろしいかといえば、シリルに「そんなつもり」がどこまであるのかよくわからないことだ。

　彼女は小悪魔のように確信犯的なこともあれば、子供のように無邪気なこともある。

　ほかの男にそれをやったら確実にそういうアプローチと受け取られるぞと注意をしても、「ほかの人にはやらないわ。でもウィリアムは大丈夫でしょう？」という妙な信頼を向けてくる。

　大丈夫なわけがあるかと言いたいが、無邪気に向けられた信頼を裏切りたくないという気持ちもある。

　しかし本音のところ、彼女の少女でありながら母性にあふれる体は、あまりにも蠱こ惑わく的てきにすぎる。

「……キミは理解していないんだ。キミがどれだけ異性を魅了する存在であるかを」

「あら、それを言うならあなただってそうでしょう？　頼りがいがあるかと思えば、内側に潜ってみればとっても可愛かわいい。私はあなたに首ったけよ？」

「それだ。そういうところがキミの悪魔的なところだ。それに加えてキミのその──なんだ、魅力的な肉体だ。そんな合わせ技で来られたら、勘違いしない男などいるものか」

「だからぁ、何度も言っているでしょ。ほかの男のことはいいの。私はあなたの心の声が聞きたいの」

　内容がほとんど恋人のピロートークだ。

　告白をオーケーしようがしまいが、これでは何も変わらないのではないか。

　もうだいぶ前から現実感が失われている。

　これはひょっとして夢の中で、俺の願望なのか──そんなことを考えていた折、シリルが少し声のトーンを変えて、こんなことを言ってきた。

「……ねぇ、ウィリアム。ひとつ聞いていい？」

「なんだ、シリル？」

「あなたは冒険物語に……冒険者に憧あこがれて、冒険者になった。そうよね？」

「……？　ああ、そうだが」

　いったい何の話が始まるのか。

　話の筋が読めずに困惑していると、シリルがこう続けた。

「だったら──あなたは今、満足？　満ち足りている？　こうして私たちと一緒に他愛たわいのない冒険に明け暮れて、あなたは幸せ？」

　幸せかどうか、と聞かれた。

　ふと考える。

　普通の男子なら、こうしてシリルのような最高の美女に寄り添われて好かれていることこそが、幸福の絶頂なのではないか。

　実際に俺も今、夢心地だと思うぐらいには幸福感に浸っている。

　だが、彼女が今聞いているのはそのことではないだろう。冒険者としての俺の話だ。

　俺は冒険者に憧れて、冒険者になった。シリルの言うとおりだ。

　冒険者生活もそれなりに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんで、申し分ない。

　これはつまり、冒険者になることが俺の本当の願望であったなら、俺の夢はすでに叶かなっている、ということになる。

　実際にも、今の冒険者生活は、俺にとって間違いなく楽しい。俺が望んでいたものと大きな意味では一致している。それは確かだ。

　だが俺は、完全に満ち足りているのか。もうこれ以上、何も望むものはないのかと問うと──

「……難しい話だな。随分と哲学的な質問だ」

「あなたと一緒に過ごす特別な夜だもの。哲学的なことを話したくもなるわ」

「……シリル。俺は以前キミのことを魔女のようだと言ったが、訂正だ。そろそろキミはサキュバスの領域にまで到達している」

「えー、何よぉ。こんな善良な神官ホーリーオーダーを捕まえて、失礼ね」

　そう言って拗すねたふりをする、自称善良な神官ホーリーオーダー。

　可愛すぎる。手を出したくなる。

　だが自制だ。精神力を鍛えるトレーニングだと思え。

　俺は無理やりに思考をシフトし、シリルの問いに答える。

「俺が今の冒険者生活で完全に満ち足りているかと自問すれば──答えはどうもイエスではないな」

「ふぅん……？　ということは、まだ何か足りない？」

「どうもそうらしい。今こうして問われるまで自覚はなかったが、少なくとも、現状が俺の望んでいたものの終着点という気はしないな」

「何が足りないの？」

「自分のことながら、それを言い当てるのは難しい。ここまで出掛かっているんだが──」

「……お父さんに認められたい、とか？」

「…………」

　なぜか、少しカチンときた。

　思い出した。そういえばシリルは、結構あけすけに物を言うタイプだ。

「……ごめんなさい。少し無神経だった」

　そう思っていたら、シリルが謝ってきた。俺の地雷がどこにあるかを察知するぐらいには、彼女も俺のことを知り始めている。

「──いや、俺の未熟だ、気にしないでくれ。俺はまだ、あの父親に認められたいなんていう子供じみた願望を捨てきれずにいるんだ。自らその道を外れたというのにな」

「それが分かっていても、消化できないんだ」

「ああ、どうやらそうらしい。ただ──それも本質としては、違うな」

「……違う？」

　オウム返しのシリルの声を聞きながら、俺は暗闇の中、ベッドにあおむけに横たわったまま天井に向けて右手を伸ばす。

　そして、そこにある何かをつかむように、手をにぎる。

「ああ。おそらく俺の願望の本質は、そんなものじゃない」

　瞳ひとみを閉じる。そして思い浮かべる。自分の胸の奥底にある欲求を。望みを。

　俺の原点。子供の頃に、むさぼるように読みつくした冒険物語。

　俺は、本当は何に憧れた？

　冒険者──いや、本当はそうじゃないのか。

「……英雄、か」

　俺の口からぽつりと出たのは、そんな言葉だった。

　つまり、そう。そういうことだ。今になってようやく自覚した。

　俺は、冒険物語に登場する「英雄」になりたかったんだ。

　そうと自覚すると急に、恥ずかしさがこみあげてきた。

　ああそうか、俺が本当になりたかったものはそれなのに。

　そんな憧れには届くわけがないと、俺は現実主義に逃げていたんだ。

　現実の冒険者はそんなに甘いものじゃない、だから俺は現実の冒険者で十分だ、それ以上は望まない──なんという欺ぎ瞞まんだ。

　心の奥底では、ずっとそれを望んでいたというのに。

　だがそれを聞いたシリルは、嘲あざ笑わらうでもなく、まるで母親のような包容力で俺を受けいれてくれた。

「そっか。ウィリアムは英雄になりたいんだ。……そういえばアイリーン様が言っていたわね。エルフとオークの騒動の幕引きのとき──『ウィルは昔っから物語の英雄に憧れてたからねぇ』」

「ぶふっ……！　に、似ているな……」

　シリルがアイリーンの声こえ真ま似ねをしたのが妙にそっくりで、俺は吹き出してしまう。

　それを見たシリルが、「よしっ！」と小さくガッツポーズをとったのが分かった。

　何だか妙に楽しい。シリルとは思考の波長が合うとでも言えばいいのか。

「でもそうすると、ウィリアムの考える『英雄』って何？　エルフたちからは英雄だって言われていたけど、あれで満足でもないんでしょう？」

「それは……そうだな。俺の思い描いている英雄は──少なくとも、あれで終わりではないな」

　おこがましい言い方をするなら、あれもまた英えい雄ゆう譚たんのひとつ、ぐらいのイメージだ。

　あれだけでは、俺が憧れた英雄像にはまだまだ遠い。

　なんなら、今回のロックワーム退治で人知れず鉱山都市ノーバンの壊滅を未然に防いだことや、以前にひとりのゴーストの少女との出会いを発端として悪徳領主や死霊術師ネクロマンサーを打倒した出来事だって、ひそやかな英雄譚のひとつとして語ることもできるのかもしれないが。

　いずれにせよ、届いていない。

　それだけでは、俺が脳裏に思い描く英雄像には。

「……そうだな。定義づけの難しいものを、敢あえてひとつの単語で表すとするなら──」

「あ、私もひとつ思いついた。せーので一緒に言ってみない？」

「……キミは意外と、恥ずかしいことを平気でやるところがあるな」

「あなたの前ではね。じゃあいくわよ。せーの──」

　シリルのその掛け声に合わせて、俺とシリルが同時にその単語を声に出した。

「「大英雄！」」

　二人の声はぴたりとハモった。

　それから二人で笑い合う。

　──大英雄。

[image: ]

　そう呼ばれた実在の人物は、歴史上で数人しかいない。

　大英雄と呼ばれる人物はいずれも、数々の偉業を成し遂げ、それらがサーガとなって語り継がれ、その結果、この世界の人々のおよそ誰もが知る存在となっている。

　至高の獣騎士ヴォルフェン、エルフの英雄セフィロト、戦せん鎚ついの聖女ヴァージニア──

　世界が認める偉人であり、歴史に名を残した英雄の中の英雄、それが大英雄である。

　俺は本当はそういうものになりたいのだ──と、自分の願望を認めてしまうと、なんとも子供じみた妄想に思えてくる。

　なるほど、これは自じ己こ欺ぎ瞞まんで誤ご魔ま化かしたくもなるというものだ。

「……ははっ、さすがに大それているな」

「あら、どうかしら。私はウィリアムなら見込みあると思うけれど」

「あまり乗せないでくれ。調子に乗って足元をすくわれそうだ」

「ふふっ、そうかもね。あなたは一歩一歩確実に、足元を踏みしめていくほうが似合っている気がするわ」

「俺自身もそう思うよ」

　自分の本当の願望を認めてみたところで、いきなり世界を股またにかけた大冒険を始めようというのは、俺の性さがには合わないだろう。

　足元をしっかり見て、目の前の小さな課題をひとつひとつクリアし、経験と実績を積み重ねていく。そうやって少しずつ力をつけ、前へと進んでいく。

　昔も今も、それが俺のやり方だし、このやり方を変えたところで何かがうまくいくとも思えない。

　その結果、やがて目標に到達できるかどうかは、出たとこ勝負といったところか。

　そして、命を落としさえしなければ、可能性はいつでも未来に続いている。

　だが臆おく病びようすぎる者は、その可能性をつかむことができない。

「──まずは生き延びること、そして臆病にもなりすぎぬこと、か」

　俺はそうつぶやきながら、再びまぶたを閉じる。

　そろそろいい具合に眠くなってきた。

　シリルが布団の中でもぞもぞと動き、俺に寄り添ってくる。

「それじゃあ……今までどおりね」

「ああ……」

　そうして、片腕に少女の温ぬくもりを感じながら、俺はまどろみへと落ちていったのだった。




　なお翌朝、俺とシリルの同どう衾きん状じよう態たいを見たサツキとミィが大騒ぎをするのだが、それはまた別の話である。






あとがき






　何事も経験です。人は経験を積んで成長し、前よりも大きな自分になるのです。

　いきなり何の話かと思うでしょうが、例えばこんなことがありました。

　僕の部屋には現在、本があふれておりまして、なおかつ本棚一つない状態で、引っ越しの時に使った段ボールに本を詰めて、入りきらない分は床に放置という有り様です。

　さすがにこれはいかんと、近所のホームセンター的なお店で本棚を購入しました。

　ところがその本棚、非常に安価な、いわゆる組み立て式のものでして、どうやって組み立てるのかもよく分からないまま、まあ何とかなるだろうぐらいの気持ちで家まで持って帰ったわけです。

　それで、このあとがきを書いている今は深夜なのですが、その深夜の時間に組み立てに取り掛かってみたところ──いや、これがしんどい！

　ネジを使って組み立てるのですけど、これが普通のドライバーを使うとえらい固くて、一本締めるのにふんぬふんぬと全力を振り絞って、二、三分ぐらいかかります。どうにか四ヶ所をとめた段階で、疲ひ労ろう困こん憊ぱいな上に一部手の皮が剝むけていたぐらい。

　さて、この段階で組み立て説明書を見ると、残り十二本のネジを締めなければいけないことが判明──したまでは良かったのですが。

　どうもおかしい。すでに組み立てた部分が、なんか変。

　組み立て方が間違っていることに、この段階で気付きます。

　すでに締めたネジを外して、再度ふんぬふんぬと組み立ててみて──あれ、やっぱりおかしい？　──あ、そういうことか。これがこっちで、こうなるのか。

　組み立て説明書が分かりにくい！

　そして、僕はこの段階で諦あきらめました。……うん、明日電動ドライバーを買ってこよう。

　とまあ、こんな感じで失敗したり成功したりの経験を積み重ねながら、僕らは昨日よりもちょっとだけ賢く、成長した人間になっていくわけですね。

　本作、『魔ま術じゆつ学がく院いん～』の中でも、キャラクターたちは少しずつ経験を積み、成長しています。この三巻でも劇的に成長を遂げるキャラクターがいます。羨うらやましいですね。僕も劇的に成長して、本棚も組み立てられないようなポンコツを卒業したいところです。

　さて、以下謝辞を。担当の原はら田だ様、ときどきわがままを言う作者を適度にいさめつつ適度に通してくれて、そのバランス感覚にはいつも助けられております。イラストのカカオ・ランタン先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。口絵のお風ふ呂ろでの彼女らの幸せそうな姿といったらもう。その他、本書の製作や販売に関かかわってくださった方々と、何よりも、この本を手に取って読んでくれた読者の皆様に感謝を！
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